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　待ち望んでいた開演ブザー、赤い緞どん帳ちようが捲めくれ上がっていくのを見守る胸の高鳴り。

　生まれた瞬しゆん間かん、俺が感じていたのは何か楽しい事が始まるという期待だった。この世に誕生したときを覚えている人間は、少なからずいるらしい。俺もその希け有うな人間の一人だ。

　尤もつとも、特別なのはそれだけじゃないけれど。







　普ふ段だん祭事に使われるホテルの屋上は、アジアンテイストにアレンジされていた。

　ステージではどこかの民族楽器を使ったテンポの速い曲が演奏されている。プールサイドには幕屋が設しつらえられ、その中にはバーカウンターがあり、ビュッフェ形式で料理が並んでいる。

　幕屋のいくつかはチルアウト用で、その中で露ろ出しゆつ度どの高い格好をした美女を侍はべらせて、複雑細さい緻ちな文様の絨じゆう毯たんの上でタッセル付きのクッションに埋うもれたら、ペルシャ王気分が味わえそうだ。

「生せい還かんおめでとう、恩おん田だ君」

「要かなめは相変わらず運が良いよなぁ」

　友人達に「ツキは今回で使い切ったよ」と返して、賑にぎやかな会場を泳ぐように移動する。

「要、元気そうでよかった。相変わらず豪ごう勢せいだね」

　バーでシードルのグラスを貰もらうときに、声をかけられる。

「でも死にかけたって話、本当なの？」

　首を傾かしげる彼女は、付き合いのある女性の一人だ。

　以前跨またがって貰ったときに、病的に括くびれた腰こしが折れそうで怖こわくなったのを、不意に思い出しながら「俺は女の子に噓うそは吐つかないよ。知ってるだろ？」と笑いかける。

　今日は一月前の事故から、俺が無事に生還した事を祝うパーティだ。といっても資金は俺が提供している。

　内輪の集まりなのに設営が凝こっているのは、企き画かく者がイベント会社の社長だからだ。

　俺と繫つながりがある財界人が多数参加しているから、これを機に社名を売るつもりなのだろう。

　実際、先さき程ほどから友人は息をするように名めい刺しを配っている。

　一月間が空いたのは単純に準備の都合だったが、その時間のお陰かげで額の傷も手の傷も既に完治しているから、参加者の中には「生還記念」という名を少々大おお袈げ裟さに感じている者も多い。

「それこそ噓じゃない。君だけ、なんて何人の女の子に言ったの？」

　甘い声で詰なじる彼女が、今夜ここから連れ出される事を期待して、唇くちびるをゆっくりと歪ゆがめる。

　自分が魅み力りよく的だと自覚している瞳ひとみを見返して「本当に君だけだよ」と返そうとして、止めた。

「さあ、覚えてないな」

　女性は大好きだけど、今は相手をするのが面めん倒どうに思えた。

　再び唇を開こうとした彼女の横を、角が立たない程度に素そっ気なく通り過ぎる。

　今日は充じゆう分ぶん愛あい想そを振ふりまいた。先程シャンパンの一気飲みまでやってみせたので、主役の義務はもう果たしたはずだと、喧けん噪そうから逃のがれるように移動する。

「要ぇ」

　湿しめり気けを帯びた女性の声には聞こえないふりをした。多少不作法に振るまっても彼女達は離はなれてはいかないし、万が一離れてしまったとしても代わりはいる。

　経営者の父親と政治家の母親のお陰で、男女問わず多くの人間が俺の周囲を取り巻きたがる。

　昔から、不足を覚える前に望む物が与あたえられる環かん境きようだった。適度な愛情も、溢あふれる金も、優位に立てるコネクションも、引けを取らない才能も、優すぐれた容姿も、そして命さえ。

　生まれついて幸運なんだ。他人が喉のどから手が出るほど欲しがる物が、いつも簡単に手に入る。

「別に、死んでも良かったんだけどな」

　屋上の一番端はし、胸むな元もとまである手て摺すりに身を預けた。

　ホテルはツインタワー構造だ。向かいのタワーにはヘリポートが用意されている。それを意味もなく眺ながめながら、黄金こがね色いろのシードルが入ったグラスに口を付けた。

　背後からは賑やかな音楽が聞こえてくるが、見知らぬ誰だれかの誕生会に参加している気分だ。

　自分の居場所はここではない気がして、逃とう避ひするように夜景を眺める。そんな気持ちは、子供の頃ころから抱いだいていた。自分の人生なのに主役だと思えない。映画を観ているみたいだ。

「その言葉が聞けて、とても安心しました」

　不意に冷たく澄すんだ声が耳に届く。人と話したい気分じゃなかったが、仕方ない。

　愛想が良いのは取り柄えの一つだ。今日は随ずい分ぶん疲つかれていたが、一応は俺を祝う為ために来た相手を、そう邪じや険けんにもできない。内心は渋しぶ々しぶ、上辺には笑え顔がおを浮うかべて振り返る。

　そこには見覚えのないダークスーツ姿の男が立っていた。　>>>♥

　夜を濡ぬらしたような黒い髪かみに黒いネクタイ、細身の体を包む同色のジャケットとパンツ、白いシャツと透すき通とおる青白い肌はだ。身長は俺とあまり変わらないが、年ねん齢れいはいくつか下だろう。

「安心した？　どういう意味？」

　神経質そうに見えるほど、きつく結ばれた唇を見ながら問い掛かける。

　不自然な位に整った顔は整形によるものかもしれない。芸能関係者だろうか。

　稀まれに見る優れた容姿と、ホテル自じ慢まんのプールに浮かべられたキャンドルが背後を照らしているせいで、男はどこか幻げん想そう的な存在に思えた。しかしそんな事を同性に対して感じるなんて、どうかしている。

「順を追ってご説明させて頂きます」

　男は俺が呆ぼけているのを気にも留とめた様子もなく、一歩一歩近づいて来た。

「私わたくし、紫むらさきと申します。日本支社実行部に所属しております、死神です。恩田様は一ヶ月前の二月二十五日に死亡する予定でしたので、魂たましいの回収に参りました。規程により本日〇時より七日の猶ゆう予よ期間が与えられます。四月二日の〇時まで、最後の人生をお楽しみください」

　三歩先まで近づいた男は黒革かわの手帳を取り出すと、徐おもむろに開いて俺に見せる。身分証明書と題された頁ページにパスポートと似たフォーマットで、写真と名前、そして所属先が書かれていた。

「死神？」

　笑おうとして上手うまくできなかったのは、余りにも突とつ拍ぴよう子しもない話を聞かされたせいだ。

　恐おそらく、これも余興の一部だろう。パーティも終しゆう盤ばんになって、まだイベントが残っているとは思わなかった。誰かが雇やとった役者が、死神のふりをして俺に近づいて来たに違ちがいない。

　いや、ふりというには余りにお粗そ末まつだ。顔は思わず同性の俺が見み惚とれるほど整っているが、台詞せりふは棒読みで演技力に欠けるから役者ではなくモデルだろう。

　紫という芸名を聞いたことはないが、モデルなんて素人しろうと程度からコレクションモデルまで腐くさるほどいるのだから、覚えがなくてもおかしくない。

　しかし身分証より、スカル型のホラーマスクを用意してくれた方が、まだ盛り上がる。

「では規則を説明させて頂きます。まず禁止事じ項こうに関してですが、殺人や子供を為なす可能性がある行こう為いは禁止されています。また死神の存在や、自らの寿じゆ命みようを第三者に漏もらす行為も禁止されております。違い反はんされた場合、即そく座ざにキスが執しつ行こうされます」

　紫と名乗った男は俺のリアクションを気にする素そ振ぶりもなく、淡たん々たんと話を続けた。

「黒いマントと大鎌がまは忘れて来たの？」

　そう尋たずねたのは、意地悪な気持ちからだった。死神らしい答えを期待して、返答を待っていると紫は話の腰を折られた事に対して、特に苛いら立だちも見せずに返事をくれた。

「我々は常に、周囲に溶とけ込みやすい格好を心こころ掛がけております。何しろ、七日間必要に応じて対象者であるあなたを近くで監かん視しする必要がありますから。尤も対象者が望んだ場合、猶予期間中でもキスを執行する事は可能です。その際はお気き兼がねなくどうぞ」

「さっきから言ってる、そのキスって何かな？」

「魂の回収はキスで行います。我々がキスをした瞬間、対象者は死亡します」

「なるほど……随ずい分ぶん、面おも白しろい死に方だな。だけどそれなら、女の死神を用意してくれればよかったのに。腹上死なら応じないこともないよ」

　男とキスするなんて、冗じよう談だんでも楽しめそうにないが、それも含ふくめての余興なのかもしれない。

　だとしたら彼を雇った連中は、俺を笑い物にするのが目的なのだろう。

「女性の死神もおりますが、死神が対象者を選べないのと同様に、対象者は死神を選べません」

　無表情のまま、紫は「質問は以上で宜よろしいですか？」と確かく認にんしてきた。

「まだある。今日はいくらで誰に雇われたんだ？」

　くだらない事を思いつく連中に、心当たりがありすぎる。

「その質問に関しては、答えたとしてもあなた方の概がい念ねんでは恐らく理解できないでしょう」

　無茶な設定をどこまで守れるのか試ためしてみたくて、矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせた。

　猶予を与える意味は、回収方法は何故なぜキスなのか、神というからには何ができるのか。

　最初は流りゆう暢ちように答えていた紫が、徐じよ々じよに精せい悍かんな顔を歪める。どうも、苛立っているらしい。

　この程度で気分を害するなんて短気な性格なのか、もしくは支し払はらわれる料金が安いのか。

「普ふ通つうは、そんな事よりも他の事を訊きく方が多いですが、あなたは変わっていますね」

　何個目かの質問に答えた後で、紫はうんざりした表情で呟つぶやく。

「他の事って？」

「寿命は延ばせないのか。天国や地じ獄ごくは存在するのか。死んだらどうなるのか」

「じゃあ、一応訊いておこうかな。どうなの？」

「あなたの場合は監視部のミスで、一月余計に猶予が与えられてしまいました。これ以上は延ばせません。死後は鑑かん定てい部が次の転生先を決め、評価部が寿命を決めます。鑑定評価の末、良い条件や悪い条件で転生しますので、現こ世こが天国であり地獄です」

　今立っている世界が天国と地獄を兼かねているなんて、それが事実なら夢も希望もない話だ。

　退たい屈くつな世界を延々ループするだけなら、俺は早々に輪りん廻ねから離り脱だつしたい。

　生まれ落ちる瞬しゆん間かんの期待は、いつまで経たっても叶かなえられないままだ。もしかしたら母親の腹から出てくる前の数秒が、一番楽しかったかも知れない。尤もつとも、その記き憶おくも妄もう想そうなのか現実なのか証明する術すべはないのだけれど。

「君との会話はなかなか楽しかったよ。でも、その設定は好きじゃないな」

　紫は「世の中の仕組みはあなたの好すき嫌きらいではどうにもなりません」と冷たく切り捨てた。

　確かにその通りだ。持ってきたグラスの中身を飲み干す。

　苛立っている様子の男をもっとからかっても良かったが、春先とはいえ夜は、特に高層ビルの上は風が冷たい。これ以上、ファンタジックな会話に付き合う気にはなれなかった。

　集まった連中は銘めい々めい楽しんでいるから、主役が暖かな室内に引っ込んでも文句はないだろう。

「どこに行くんですか？」

　先程、女性に対してそうしたように、紫の横を通り過ぎるときに声をかけられる。

　そのとき目にした首筋の白さに興味をそそられたが、すぐに相手の性別を思い返して自分の思考に呆あきれる。顔は整っているが、相手に女性めいたところは少しもない。さすがに女性に飽あいているからといって、自分とそう背せ丈たけの変わらない相手に手を出すほど無節操ではない。

「もう中に戻もどるよ。悪いけど、いくら顔が良くても男とキスする趣しゆ味みはないしね」

　キスぐらい別にどうという事もないが、観客もいないのに道どう化けを演じるつもりはない。

　プールサイドのテーブルに空いたグラスを置き、幕屋の間をすり抜ぬける。

　紫はついて来なかったはずだが、踊おどり子こ風の格好をした給きゆう仕じをかわしたときに、無ぶ遠えん慮りよに肩かたを摑つかまれた。足を止めると、友人の友人、名前も覚えていない男が酒臭くさい息を吐はき出しながら、俺の顔に自分の顔を寄せてくる。

「待ってくれよ恩田さん。まだうちのモデルの子を紹しよう介かいしてなかっただろ」

「悪いけど、酔よったみたいだから部屋に戻るよ」

「じゃあ、挨あい拶さつだけ。凄すごく可愛かわいい子だからさ」

　逆らうための会話すら面めん倒どうで、大人しく彼が呼び寄せた小こ柄がらな女性と向かい合う。

　彼女は確かに可愛らしかった。使い古した賛辞の言葉を愛想笑いと一いつ緒しよに向けると、女性の頰ほおが赤くなる。その様子を見ながら、きっと彼女と寝ねるのは簡単だろうと思った。

　いつだって欲しい物も欲しくない物も簡単に手に入る。

「ここ、少し寒いですよね。もし良かったら、お部屋で話しませんか？」

　ジャケットを着ている俺ですら肌はだ寒ざむさを感じるのだから、ベアトップのワンピースにショールでは、確かに寒いだろう。友人の友人は、にやにやしながら見守ってる。

　女性を献けん上じようした事で、俺に取り入れると思っているのかもしれない。

　彼女のあからさまな誘さそいを上手く断るために唇くちびるを開こうとした瞬間、「一度だけ忠告をさせて頂きます」と声が聞こえる。いつの間にか、先さき程ほどの死神が俺の背後に立っていた。

「子供を為す行為は禁止されています」

　空気を読まずに割り込んできた男に、友人の友人はあからさまに気分を害して眉まゆ根ねを寄せる。

　しつこい人間は好きじゃないけれど、この状じよう況きようでは歓かん迎げいだ。

　俺に素そっ気なくされたくせにまだ演技を続けるつもりの彼を使って、この場から逃のがれようと「さっきは聞き流したけど、それってセックス禁止ってこと？」と尋ねる。

　紫が頷うなずくと、女性が恥はじらう仕草で首を振ふった。

「いやだ、私はそんなつもりじゃないのに」

「えっと、恩田さん、この人は？」

　友人の友人が、険を含めた表情で訊いてくる。

「死神。誰だれの仕込みか知らないけど、俺の魂を回収しに来たらしいよ」

「確かに何か雰ふん囲い気きありますけど、死神はいくらなんでも無理がありますよね」

　予想外の言葉に、不ふ機き嫌げんだった二人の表情が崩くずれる。しかしお遊びだと分かってにやにや笑う彼らを意に介かいさず、紫は俺に冷たい視線を向けた。顔が整っているから、妙みような凄すごみがある。

　そういえば死神だと明かすのはルール違反だった。

「ばらしたらキスするんだっけ？」

　迫せまってきたら上手く避よけてやろうと思って、からかうように真っ黒な瞳ひとみを見返して尋ねる。

「え？　キス？」

　女性が興味を示したように、俺達を見やった。周囲にいた連中も、多少興味を覚えてこちらを見守っていたが、誰が発案者かは表情を見ても分からなかった。

「そう。彼、俺にキスをするために雇われたらしいよ」

「男とキスとか、いくら積まれてもきついですね。相当金に困ってんの？　貧びん乏ぼう人は大変だな」

　元々上品な奴やつだとは思っていなかったが、わざと相手を貶おとしめる言い方をする友人の友人に呆れていると、彼の手が馴なれ馴れしく紫の肩に回る。それから強ごう引いんに顎あごを取って、疵きずや虫食いの痕あとがないか果実を確認するような手つきで、紫を品定めしだした。

「あんた綺き麗れいな顔してるけど、こんな仕事しか貰もらえないの？　なんなら俺が紹介しようか」

　このまま彼らが会話をしているうちにフェードアウトすべきか、それとも紫に助け船を出してやろうかと一いつ瞬しゆん悩なやんだ。死神役の男は背は高いものの、彼の肩を摑んでいる友人の友人とは横よこ幅はばが一回りほど違う。それに雇われて来たのなら、邪じや険けんに振り払はらう事もできないだろう。

　面倒だったが渋しぶ々しぶ手助けをしようと唇を開きかけたとき、紫が顔を蹙しかめた。

「汚きたない手で私に触ふれないでください」

「あ？」

　剣けん吞のんな声を出す友人の友人に、モデルの女性がびくりと震ふるえる。

　きっと彼女は薄うすっぺらい太たい鼓こ持もちの仮面の下に隠かくされた、彼の本ほん性しようを知っているのだろう。

「聞こえなかったんですか？　顔や性格だけでなく頭も悪いなんて気の毒な方ですね」

　しかし紫は臆おくした様子もなく冷たい言葉を吐き出すと、自らの顎に触れていた手を無む駄だのない動きで外し、その反動を利用して男の体を後方に押しやる。

　ふわりと柔やわらかい動きの結末は、派手な音を立てて上がったプールの水みず飛沫しぶきが教えてくれた。

「あ」

　そう呟いたのは、俺だったのかそれとも彼女だったのか他の招待客だったのか。少なくとも押された当人ではないだろう。彼は今や水の中で、声を出したとしても聞こえない。

「っ、ぶはっ」

　すぐに勢いよく水面に顔を出した男の髪かみがべったりと顔に張り付き、悲ひ惨さんな様子になっているのを目にして、正しく水を打ったように静まり返っていた周囲から笑い声が上がる。

　今までの成り行きを見ていなかった連中は、酔っぱらって落ちたと思ったらしい。

　三月の冷たい水に凍こごえる男を見て、調子に乗った酔っぱらいが飛び込む。男はプールサイドに上がろうとしたが、その酔っぱらいに再びプールの底へ引っ張られていく。

「ぅ、てめぇ、おぼえ、くそ、おい、はなせ」

　男が紫に対して、もしくは体を引っ張る酔っぱらいに対して口にした言葉は不ふ鮮せん明めいで、よく聞き取れない。参加客は誰一人助ける様子もなくげらげら笑っているが、その中には医者もアスリートもいるので、有事の際には彼らが何とかするだろう。

　この騒さわぎを引き起こした張本人の死神は、いつの間にかいなくなっていた。

　俺も混乱に乗じて会場を抜け出す。のろのろしていたらまた誰かに目聡ざとく見付けられそうだし、プールから上がってきた男に絡からまれるのも遠えん慮りよしたい。

「結局、なんだったんだ？」

　キスでオチを付けるために追い掛かけてきたのかと思ったが、ルールを破ってもペナルティは与あたえられなかった。彼も、いくら仕事とはいえ男とのキスは嫌いやだったのかも知れない。

　俺だって避けられるなら避けたい。誰が企き画かく者かは知らないが、あまり趣味の良い余興とはいえない。

「でも、そういう馬ば鹿かげたことが楽しくないのは、もう若くないって事なのかな」

　心と体を老化させないためにも、せめて紹介された女性は連れ帰るべきだろうかと考えながら、胸の中に満ちた寂せき寥りよう感を呟きと共に吐き出して、独りでエレベータに乗り込む。

　俺の部屋はもう一つのタワーにある。共有階まで一度降りて、エレベータを乗り換かえた。

　もう半年近く、このホテルの一室を定宿にしているので、最近は壁かべに掛かっている見知らぬ画家の薄うす気き味み悪わるい寓意画ヴアニタスにすら愛着を覚え始めている。

　俺の部屋の近くに飾かざられた絵に描えがかれているのは砂時計と貝かい殻がら、火が消されたばかりの蠟ろう燭そく、それから髑どく髏ろだ。

　色しき彩さいも抑おさえられていて、あまりホテル向きの絵とは言えない。砂時計に骸がい骨こつと蠟燭なんて、それこそ死神を連想する。

「もしかして奇き跡せき的に生せい還かんした俺を迎むかえに、本当に黄泉よみからやってきたのかもな」

　ありえない事を呟つぶやいて、何気なく背後を振り返ったのは、黒衣の男がついてきている可能性を考えたからだ。しかし当然そこには誰もいないし、気配もない。

　つい確かめてしまった自分を愚おろかしく思いながら、カードキーで鍵かぎを開けた。中に入り扉とびらを閉めると同時にロックがかかる。部屋に入って誰にも気を遣つかう必要がなくなり、ほっとした。

「事故に遭あってから、ますます人付き合いが面倒になった気がするな」

　白いソファに着ていたジャケットを投げて、元々上まで留とまっていなかったシャツのボタンを一つ外す。ジャケットのない方のソファに体を沈しずめ、天てん井じようを仰あおいで目を閉じる。

　不意に、ごく近くに他人の気配を感じた。

　はっとして瞼まぶたを開けると同時に、屋上で聞いた例の死神の声が耳に届く。

「守秘義務違い反はんで、強制執しつ行こうを行わせて頂きます」

　見開いた瞳に間近に迫った黒い色彩が広がる。

　ルームライトの僅わずかな光に照らされた男は、プライベートな空間に無断で入り込んだのにも拘かかわらず悪びれた様子はない。むしろ冷たい眼まな差ざしで俺を見下ろしていた。

「どうやって……入ってきたんだ？」

　驚おどろきを隠さずに尋たずねる。

　俺が部屋に入った後で、ドアが開けられた気配はない。だとしたら、先に部屋の中にいたのか。しかしホテルの人間でもないかぎり、先に侵しん入にゆうするのは不可能だ。そもそも上層階は宿しゆく泊はく者用のカードがなければエレベータも止まらない。

「それは企き業ぎよう秘密です」

　紫は秘密を明かす代わりに俺の肩かたに手を置く。ぐっと体重がかけられて、深く体がソファに沈んだ。肩を摑つかむ指は白いわりには無骨で、見み掛かけ以上に力強い。痛みを覚えて、思わず呻うめく。

　すると見上げた先で、男がふっと口元に不敵な笑えみを浮うかべた。この際、彼が誰に雇やとわれていようが構わない。しかし力ずくで押しのけるために相手の手首を摑んだが、びくともしなかった。

「っ、おい」

　悪ふざけも大たい概がいにしろよ、という台詞せりふを吐はき出そうとしたときに顎を摑まれ、不自然な体勢で見つめ合う。微かすかに瑞みず々みずしく甘い香かおりが鼻を掠かすめて、怒いかりに水を差された。

　そのせいでこんな状況だというのに、間近に迫った顔を観察してしまう。

　薄く開いた瞳の色は、落ちていきそうなほど深く黒い。尖とがった鼻の形、体温を感じさせない白い肌はだに息を飲む。近くで見れば見るほど、整った顔をしていた。

　芸能関係の知り合いも多く、美女や美男を見慣れているのにも拘わらず、目を奪うばわれた。

　ゆっくりと近づいてくる瞳に見入っていたら、不意に彼の唇が俺の唇に触れる。

　そのとき指先まで痺しびれる鋭するどい痛みを感じると共に、俺は自分の心臓が激しく脈打つ音を聞いた。










「………ん」

　室内の眩まぶしさに顔を蹙めて、ソファから体を起こす。

　いつの間に朝が来たのだろうと、じんと痛む唇くちびるを押さえて記き憶おくを探さぐる。

　ダイニングの薄いカーテンは朝日を透とう過かして部屋を白く見せていた。

　視線を落とした腕うで時ど計けいは朝の六時を指している。ほぼ六時間分、記憶が抜ぬけていた。大して飲んだ記憶はないが、昨日は部屋に戻もどって早々に眠ねむってしまったらしい。

「昨日は確か……」

「お目覚めですか？」

　そう声を掛けられてばっと振ふり向くと、死神だと名乗った男がうんざりした顔で立っている。俺が目覚めるのを待っていた様子だ。一瞬で最悪な記憶が蘇よみがえる。

「まだいたのか？　誰だれに雇われたのか知らないけど、遊びはもう終わりだ。さっさと帰れよ」

　何故なぜか異様に体が疲つかれている。指先まで鉛なまりのように重くて、他人と話す気にならなかった。

「昨夜説明させて頂きましたが、私は死神です。守秘義務違反であなたにキスを執行して、その魂たましいを回収するのが仕事です」

「キスなら、昨夜しただろ？　もしかしてチップでも待ってるのか？」

　投げやりな気分で尋ねる。前まえ髪がみをくしゃりと搔かき上げて、手持ちの現金がいくらあるか思い出そうとした。しかし紫は俺の思考を遮さえぎるように、首をゆっくりと横に振る。

「実はそこが問題なんです。何故か今回に限って、キスで魂の回収ができないんです。こんなことは初めてで、とても困っています。監かん視し部が見み逃のがしてしまった件も含ふくめて、あなたのケースは色々とおかしいんです。何か心当たりはおありですか？」

「色々とおかしいっていう点には同意するよ。ただしおかしいのは俺でなく、そっちだけどな」

　もし芝しば居いではなく心を病やんでいるのだとしたら、指し摘てきするのは危険かも知れないと懸け念ねんを抱いだきながらそう口にする。目の前の男が精神的な問題を抱かかえる同性愛者ではないかと考えるのは、嫌いやな想像だった。それだったら、誰かの仕込みである方が何万倍もましだ。

「私は死神の中ではおかしくない方です」

「だからその死神っていう設定はもういい。なんなら俺が君の依い頼らい主の倍額料金を払はらうから、このおかしな話を今すぐやめて出ていってくれないか？」

　綺き麗れいな顔しているんだから仕事は選べよ、と付け足そうとして止めた。その辺りを深く突つっ込んだ友人の友人が、昨日屋上でどんな目にあったかを思い出したからだ。

「私だってすぐに出ていきたいとは思っていますが、あなたの魂を回収しないと上へは戻れませんし、最悪の場合は降格処分になってしまいます。昨夜から何度も試ためしているのですが」

「ちょっと待て、まさか俺が寝ねてる間、ずっとキスしてたんじゃないだろうな」

　目覚めるまで男にキスをされている様を想像するだけで頭痛がした。いや、そもそも俺は眠っていたのだろうか。スタンガンを全身に押し付けられたような痛みを感じて、意識を手放した気がする。頭を振ると、鈍にぶい頭痛まで感じた。

「それは答えを知りたくて聞いてるんですか？」

　若じやつ干かん面めん倒どう臭くさそうな男の反応に、「いや、もういい」と返す。

　済んだことを蒸むし返しても仕様がない。知らない方がいい事実は、世の中にたくさんある。

「とにかく、何でもいいから部屋から出ていけ」

　そう言うと紫は冷めた目で俺を見返す。強行手段に出るしかないとソファから立ち上がる。

　彼が見た目よりも力があることを思い返して慎しん重ちように近づくと、紫は「触ふれられるのはあまり好きではありません」と口にして、さっと優ゆう雅がな仕草で体を引いた。

「自分からキスを迫せまってきたくせに良く言うな」

「あなた方と私達ではキスに対する考え方が異なっていますから。キスは飽あくまで回収のための手段に他ほかなりません」

「ああ、そう」

　昨日は会話するのがそれなりに楽しかったが、寝ね起おきで体が重い状態で、男と荒こう唐とう無む稽けいな話をする余よ裕ゆうはない。しかし触れられるのを嫌がった紫は、俺が近づくと廊ろう下かを歩いてドアの向こうに出ていった。一晩中傍そばにいたわりには、あっさりとした態度に拍ひよう子し抜ぬけする。

「とりあえずキスしたんだから、依頼主には仕事は完かん了りようしたって伝えなよ。序ついでに、二度とこういう笑えない余興は考えるなって言っておいてくれる？」

　部屋を出たからといってそのまま立ち去るわけでもなく、廊下に立ったままじっと黒い瞳ひとみで俺を見つめる紫に向かってそう告げると、返事を待たずにドアを閉めた。

　ロックが確かにかかったのを確かく認にんして、チェーンをかける。

　彼がいなくなった事で漸ようやく安心して、寝しん室しつから続くバスルームに向かった。

　起き抜けはバスタブに浸つかる事が多いが、今日は手早くシャワーで済ませた。

　普ふ段だんなら昼までは惰だ眠みんを貪むさぼっているが眠る気分になれず、大して生えていない髭ひげを剃そって身み支じ度たくを済ませると、ドレッシングルームに足を踏ふみ入れる。

「久ひさし振ぶりに、会社にでも行くか」

　ドアの外に紫が立っていたらと想像すると、この部屋にいるのは息が詰つまる。

　そろそろ秘書からも顔を出すようにと怒おこられていたので、丁度良い。

　オフィス街でも浮かないコーディネイトの服を身に着けるときに、自分の体に異変がないかと少し気になったが、目覚めたときに服はきっちりと着ていたし、何も違い和わ感かんはない。

「それにゲイには見えなかったしな」

　しかしその観点から見れば、見ず知らずの相手にいきなりキスを迫るような奴やつにも見えない。

　家いえ柄がらや容姿のせいで、子供の頃ころから変な連中には耐たい性せいが付いていたが、流石さすがに死神を名乗る男に会ったのは初めてだ。問題なのは彼が正常なのか異常なのか判断が付かないところだ。

「でも仮に本物の異常者だとしても、無視していればそのうち消えるだろ」

　固定の受話器を取り上げて、高層階用のバトラーに車を回しておくように指示を出す。

　彼がどうやって部屋に入ってきたのか、結局分からなかった事を思い出し、序でに不ふ審しんな男を俺の部屋の付近で見掛けたら追い払って欲しいと頼たのんだ。

「あと大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、俺の部屋のカードキー、誰にも渡わたしてないよね？」

『勿もち論ろんでございます。何か、ございましたでしょうか？』

「死神を自じ称しようする男がいつの間にか部屋に入りこんでいた」と言っても、信じて貰もらえないだろうし、「魂を回収するまで付きまとうと宣言していたから注意して欲しい」なんて頼み事は、俺の頭が正常かどうかという疑問をホテルのスタッフに抱かせるには充じゆう分ぶんすぎるほど不ふ審しんだ。

「それならいい。変な事訊きいてごめんね」

　通話を切ってからカウンターの上に置いたままのホテルのカードキーを手の中で弄もてあそぶ。

　疑問は痼しこりのように頭の片かた隅すみに残っていたが、か弱い女性のように怯おびえる気にはならず、躊躇ためらうことなくドアを開けた。

　バトラーが追い払ったのか、それとも自発的に姿を消したのか、廊下には紫の姿はなかった。

　知らず知らず寄せていた眉まゆを開ひらき、絨じゆう毯たんの敷しき詰められた廊下に足を踏み出す。

「おはようございます、恩田様」

　半年間このホテルで暮らしているので、接する機会のあるスタッフは俺の名前を覚えている。

　すれ違ちがう客室係やドアマンに軽い会え釈しやくをして、ホテルの正面入り口の横に停とまっている車に乗り込む。事故後に買い換かえた車だが、戦車を作っているメーカーの物なので、ダンプがぶつかっても潰つぶれない仕様になっている。

　まだあまり慣れていない車のエンジンを起動させるときに視線を感じた気がしたが、俺を見ているのはドアマンの男性だけだった。

「いってらっしゃいませ、恩田様」

　にこやかに頭を下げるドアマンに会釈して、アクセルを踏み込んだ。

　怯えている自分を滑こつ稽けいに感じたが、まとわりつくような気配から意識を逸そらせずに、落ち着かない気持ちのまま車道に出る。

　明け方に雨が降ったのか、街路樹の散った桜が道路に敷き詰められていた。薄うす紅べに色いろの花弁を踏みつけて、車を走らせる。短すぎず遠すぎない距きよ離りで、運転を満まん喫きつする前に会社のあるビルに着く。掃はき出し口のような狭せまい穴から地下駐ちゆう車しや場に入り込み、所定の位置に車を停める。

　ロックを外してドアを開けてしばらく会社に顔を出さなかった言い訳を考えながらオフィスのある階に向かうと、まだ就業時間前にも拘かかわらず既すでに秘書が中にいた。

　相変わらず色気のないメガネにきつく縛しばった髪かみ型がたは、いかにも厳格な女性教師のようだ。

「おはようございます、社長。久し振りにお顔が拝見できて嬉うれしいです」

　結けつ婚こんする前は大手企き業ぎようの重役付だった年上の秘書は、笑え顔がおで俺に冷めた視線を向ける。

　俺が会社を興おこした時期に離り婚こんして復職を希望していたらしく、知人から紹しよう介かいされたのがきっかけで面談をした。最初は就労にブランクがある事を不安に感じていたが、その懸念は雇やとってすぐに吹ふき飛ばされた。しかし仕事上のスキルも高いが、嫌みを言うスキルもかなり高い。

「本日のご予定は特にないと思っておりましたが」

「ちょっと気分転てん換かんにね」

「気分転換の仕事で莫ばく大だいな利益を生み出せるなんて、社長の才覚は本当に素す晴ばらしいですわ」

　褒ほめられている筈はずなのに、詰なじられている気分になる。

　大きな事故に巻き込まれたとはいえ大した怪け我がを負わずにすんだにも拘わらず、仕事をほぼ全すべて秘書に押し付けていた事に関して、相当怒っているようだ。

　何か適当に誤ご魔ま化かそうと顔をあげたときに、目立つ位置に飾かざられた鉢はち植うえに気付く。近所の花屋とリース契けい約やくを結んでいるので、いつでも旬しゆんの花を付けた植木がカウンターに飾られている。

　元々花には詳くわしくないが、今回の花は見たこともない花だった。

「あれ、何の花？」

「沈じん丁ちよう花げですが、社長によくお似合いですよ。花言葉は、歓かん楽らく、栄光、不死ですから。他にも甘美な思い出や永遠といった意味があるようです」

「本当に何でも知ってるね。因ちなみに今ちょっと歓楽のところだけ発音が強かったよね」

「リース会社の方からの受け売りです。発音に関しては被ひ害がい妄もう想そうかと」

　冷たい秘書から逃にげるようにフロアの隅すみにある自分のスペースに向かう途と中ちゆう、その鉢植えに近づいたらふわりと透き通った香かおりがした。どこかで嗅かいだと思い、昨夜ソファに押さえつけられて無理矢理キスされたときの記き憶おくが蘇よみがえる。甘美な思い出にはほど遠い。

　苦々しい気分で白い小さな花弁から視線を逸らし、デスクについてしばらくすると、頼まなくても秘書が紅茶を淹いれて持って来てくれる。

　柔やわらかなセイロンの香りで先さき程ほどの花の香りを追い払おうと、早さつ速そくカップに唇くちびるを付けた。

「社長に目を通して頂きたい物はこちらのフォルダに入れておきました」

　秘書がＡ４サイズの紙が等倍表示できるタブレット型端たん末まつを差し出す。画面にはいくつかフォルダが並び、中はさらに細かい階層に分かれていた。緊きん急きゆう性の高いものは普段持ち歩いている端末で確認していたが、それ以外は全て先送りしていたので、かなりのバイト数になっている。

　うんざりした気分で指を動かし、中身を確認した。確かに緊急性は低いが、把は握あくしておくべき内容だ。しかし用よう途と毎ごとに秘書によって上手うまく仕分けられているとはいえ、如何いかんせん数が多い。

「これ、ダイジェスト版とかないの？」

「充分精査させて頂きましたがご不満なのですね。書類を読むだけとはいえ、配はい慮りよが足らずに申し訳ありません」

「うん、俺が悪かったよ。ごめんね」

　女性は全ぜん般ぱん的に得意分野だが、うちの秘書はどうしても苦手だ。

　事故前は美しい女性とあらば反射的に口説いていたので、多少苦手意識がある方が間ま違ちがいが起きなくていいと思って雇い入れた。しかしそれこそが間違いだったんじゃないかと最近は思う。

「昨夜は社長が主しゆ催さいのイベントがあると伺うかがっておりましたので、本日も出社されないのかと思っておりましたが、準備不足は私の不徳の致いたすところと反省しております」

　こんな風に鋭するどい嫌いやみを言われると特にそうだ。尤もつとも仕事の処理能力が高いので、手放す気はないが、少しぐらい俺に優やさしくしてくれてもいいんじゃないだろうか。

　せめて〝本日も〟の〝も〟にメゾフォルテを付けるのは、やめて貰いたい。

　それに昨夜の企き画かくは出資したのも、主役も俺だが、主催は違う。しかしどうせ秘書はその情報には興味がないだろうと、訂てい正せいせずに紅茶を口に含ふくむ。

「二日酔よいになったのか、少し頭痛がするよ。変な男にも付きまとわれるしさ」

「女性ではなく、男性ですか？」

「そう。俺の部屋に勝手に入って来て、朝から変な事を」

「酔った社長が女性と間ま違ちがえて連れ込まれた可能性が高いと思いますが」

　詳しく話そうとした所を遮さえぎられて苦く笑しようする。秘書の中で俺の信しん頼らい性せいが低すぎて辛つらい。

　確かに顔を出さないことで迷めい惑わくを掛かけているのは反省しているが、そもそも会社を設立したのは楽をするためだ。わが社は俺が開発したシステムや言語の知的財産権管理がメイン業務だ。

　だから俺が毎日出社したところで、仕事はあまりない。

　ある程度の制約を付けたものの、言語はフリーで、システムに関してはメンテナンスやサポートをそれぞれ他社に外注している。アップデートも、多くて年に一度だ。システムによってはそういった諸もろ々もろの処理が面めん倒どうで、権利をまるごと売ってしまった物も多くあった。

　営業をかけなくてもシステムは世界各国で売れている。それを捌さばくのは部下の仕事だ。

　つまり俺は毎月振ふり込まれる金を、湯水の如ごとく浪ろう費ひする事にだけ頭を使えばいい。

「それで本日は何時までこちらにおられるご予定ですか？」

　仕事の殆ほとんどは俺が開発したシステムが入った端末で確かく認にんできるので、砂さ漠ばくでラクダに揺ゆられながらでも作業は出来る。それでも一応オフィスを構えているのは、住所がある方がやりやすいことが多いのと、秘書がそれを希望したからだ。

　ホテルの寝しん室しつで、裸はだかの女性と一いつ緒しよにベッドで横になる雇用主に、業務報告をしたくないらしい。

　俺も、心地ここちよい朝の一時を「まさに社長好みの、体重の軽さと頭の軽さが比例してそうな素晴らしい女性ですね」という嫌みで台無しにされたくはなかった。

「退たい屈くつになったら帰るよ」

「ろくに労働せずとも充じゆう分ぶんな金銭を得ることができるなんて、恵めぐまれた境きよう遇ぐうですね」

　秘書と同じ口調で、不意に聞こえた声に顔を上げると、フロアには例の男が立っている。

　目にしたときに、何故なぜか「やはり」と思った。ホテルの部屋であっさり帰ったときに、感じた嫌な予感は本物だったようだ。しかし会社にまで押し掛けられるのは想定外だった。

　秘書は突とつ然ぜん現れた部外者に戸と惑まどい、指示を仰あおぐために俺を見る。

　何度か、知り合いを会社に連れてきたことがあるので、知人だと思ったのかもしれない。尤も、彼らには勝手にオフィスに入れるような権限は与あたえていないが。

「また君か。どうやって入ったんだ？」

　男は質問に答える素そ振ぶりはなく、物もの珍めずらしげに室内を見み渡わたした後で「あなたの体はもう私の管かん轄かつ下にあります。あなたが行くところなら、どこまででも付いて行きます」と言った。

　俺達の間を秘書の視線がせわしなく往復する様が、目の端はしに映る。

　宗しゆう旨し変えをしたと取られかねない台詞せりふに、唇の端が引きつった。

「俺の体が、なんだって？」

「人前で話すことは出来ません。その件は秘密にしなければならないと説明したはずです」

　秘書の誤解を解こうとして重ねた質問に、男は更さらに意味深な返答をする。

「いい加減にしてくれ、男に付きまとわれる趣しゆ味みはないし、この体は俺のものだ。今から十秒以内にここから消えて欲しい。でなければ警備を呼ぶ。それから今後、俺の周囲で君を見み掛かけた場合も、同様に警備か警察の人間を呼ぶことになる。いいね？」

　平常心を総動員して諭さとすと、紫は一度秘書に目を向ける。

　秘書はいきなり入ってきた男に対する警けい戒かい心しんを隠かくさなかったが、どこか紫の顔に見とれている節があった。確かに彼は優すぐれた顔をしているが、俺には一度もそんな熱の籠こもった視線を向けたことがないじゃないか、と同じ男として少し悔くやしく感じる。

「まだご理解頂けてないようですので、今度はあなたが独りでいるときに話をしに来ます」

「おい、そういう問題じゃないだろう。俺は二度と来るなと言ってるんだ」

「残念ですが、あなたが何と言おうと逝いくまでキスに付き合って貰もらいます」

　紫はふっと笑ってから、踵きびすを返す際にそう言って大きな爆ばく弾だんを落としてくれた。

　守秘義務を免めん罪ざい符ふに、第三者がミスリードするような台詞を狙ねらっているとしか思えない。

　死神なんて惚とぼけた事を言うくせに、なかなか良い性格をしている。

　その背中が視界から消えるまで見送っていると、沈ちん黙もくしていた秘書が「素す敵てきなパートナーの方ですね」と、含みのある声で言った。

「……違ちがうよ？」

「社長の恋こい人びとや自じ称しよう婚こん約やく者、一夜妻が会社に来て業務を邪じや魔まする事は多々ありましたが、男性が来るのは初めてですね。性別の壁かべを越こえたら、次は種族の壁に挑ちよう戦せんかと思いますが、できれば社外でやって頂けると有り難がたいです」

「だから違う！　もし次に彼が来たら警備員呼んでいい。おかしい人間みたいだから」

「おかしいとは？」

　自分を死神だと思い込んでるんだ、と口にしなかったのは禁止事じ項こうを覚えていたからだ。一方的に定められた規則を破ることに罪悪感はないが、言えばすぐにあの男が戻って来て秘書の前で唇を攫さらっていくのではないか、という恐きよう怖ふがあった。

　彼はもう傍そばにいない。ここで話しても、聞こえないとは分かっているが、どうしてもその懸け念ねんが拭ぬぐえなかった。

「でも、凄すごく綺き麗れいな人ですね。どこか神秘的というか、人形みたいに整っていて。さすが社長がキスをしたくなるだけありますね」

「俺からした訳じゃない。とにかく来たら追い出してくれていいから」

　秘書は何も言わなかったが、その目が〝同性に手を出した挙げ句付き纏まとわれて会社にまで押し掛けられてる相手〟に向ける軽けい蔑べつを含んでいたのは確かだった。

　彼女は黙だまって一礼すると、念のために彼がちゃんとオフィスの外に出たのか確認に向かう。

　しかしホテルのときと同様に何故紫が会社に入れるのかは、謎なぞだった。

　ビルの正面玄げん関かんが開いている時間ではないので、社員以外は原則入れない裏口からビルに入った事になる。しかし裏口は社員証がなければ開かないし、守衛もいるはずだ。オフィスのドアにもロックがかかっている。

　ホテルとは違い、オフィスには重要な書類もあるので見過ごして良い問題ではない。

　ふと古い映画で見た、吸きゆう血けつ鬼きが触ふれずとも超ちよう能のう力りよくで鍵かぎを開けるシーンが脳のう裏りを過よぎったが、あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしいのですぐにその考えを追い払はらった。

　───わざわざ会社にまで入ってくるって事は、頭がおかしい奴やつを隠れ蓑みのにした産業スパイの線で考えた方が良いのかも知れない。

　彼の主張を認める事で生じる矛む盾じゆんより、出来る限り合理的に結論付ける事で生じる矛盾の方が、ずっと少ない。あそこまで堂々と人の会社に入ってくる産業スパイがいるとは思えないが、何事にも油断は禁物だ。

　秘書にも改めて注意を促うながそうと、戻もどってきた際に産業スパイの件を話したら「ありえますね。ハニートラップなら簡単そうですから。注意してくださいね」と逆に釘くぎをさされる。

「ハニートラップなら、同性じゃなくて異性が来るんじゃないかな」

「同性でもしっかり引っかかってるじゃないですか」

　だからそれは誤解なんだと弁明したが、言葉を尽つくせば尽くすほど秘書の視線は冷めていく。

　結局その咎とがめるような視線に落ち着かず、与えられた仕事を処理した後は防犯に充分注意するようにと指示を出して、早々に会社を出る。

　しかし独りになったらなったで、去り際ぎわに告げられた言葉が気になり、車に乗ってから何かとミラーや目視で背後を確認した。どこに向かうか決めていたわけではないので、国道を走りながら行き先を考える。ろくに考えずに車を動かしていたら、高速の入り口を目にした時に一月前の事故が脳裏を過ぎり、加害者に見み舞まいに行く事を思いついた。

「俺のせいじゃないけど、美人がしばらく寝ねたきりなんて気が咎めるしね」

　事故は高速を走っていたときに起こった。隣となりの車線を走行していた軽自動車に、斜ななめ後方から追つい突とつされたのだ。車は防ぼう音おん壁へきにぶつかり、ピンボールの球のように後続車に撥はね飛ばされた。

　割れた硝子ガラスで手や額を切って血ち塗まみれになったが、不思議と意識ははっきりしていた。

　ドアは変形して開かず、ぶつかった衝しよう撃げきで助手席の上に放ほうり投げてあった携けい帯たいは未いまだに行方ゆくえ不明だ。血を失ったせいで、体が怠だるかったのを覚えている。

　けれど面倒な事になったとは思ったが、さほど状じよう況きようを深刻に捉とらえてはいなかった。

　しばらくして救助隊に助けられ、外から自分の車の破は壊かい状態を見て初めて、自分が生存を絶望視されていたことを知った。

　車高の低いクラシックカーだったせいもあるが、バックシートはアコーディオンみたいに潰つぶれていた。防音壁にぶつかったせいで助手席側のフロントも似たような状態だった。それなのに俺を含ふくめて、結局一人の死亡者も出なかったのだから、本当に奇き跡せきなのかもしれない。

　事故の様子はニュース番組によって拡散され、俺の氏名もテロップで流れた。お陰かげで昨日の様なイベントをやるはめになった。

「でも俺はそれぐらいで済んだけど、他ほかの人達は結構ひどかったんだよな」

　中でも一番重傷なのは加害者の若い女性だ。

　彼女のために病院の向かいの花屋で買った暖かい色の花束を手に、リノリウムの床ゆかを歩く。

　一度だけ訪おとずれた病室には、ベッドが四つ並んでいた。三つのベッドは空いている。

　最後の一つ、窓際の一番奥のベッドに目的の女性は両足を吊つられた状態で眠ねむっていた。

　カーテンは引かれていないが、眠りは深そうだ。以前見舞いに来たときは、頭に包帯が巻かれていたが今は外され、開いた窓から入りこむ風に前まえ髪がみがそよいでいる。

『夜勤明けで、気付いたら眠ってしまっていたみたいで……』

　遠えん距きよ離り恋れん愛あい中の恋人に会いに行ったが浮うわ気きが判明して口論になり、家に戻る途と中ちゆうの事故。

　しかも今回の件で勤め先の会社から切られたと聞き、気の毒になって交通事故と労働問題に強い知り合いの弁護士を紹しよう介かいした。彼女の軽自動車も俺の車同様に酷ひどい状態だった。

「君の所にも死神が来たのか？」

　眠る相手に声を落として問い掛かける。

　サイドテーブルの上に持ってきた花束を置くとガサリと音が立ったが、目覚める気配はない。

「いいえ、彼女は対象者ではありません」

　折せつ角かく来たが、彼女が起きるのを待つのも無意味なので、何かメッセージだけ残して帰ろうと考えていたら、背後から声をかけられる。彼が俺の前に現れるときはいつも不意打ちだ。

　一体どうやって付けてきたのかは知らないが、尾び行こうには全く気付かなかった。

「また出たのか」

　ゴキブリを見付けた気分で振ふり返る。

　病室の真白な空間に、黒ずくめの男はやけに目立っていた。

　それに葬そう式しきにも使える真っ黒な服は、ここでは縁えん起ぎが悪い。

「彼女は確かにあなたと同様に酷い状況から生せい還かんしました。けれど彼女が生き残ったのは、寿じゆ命みようではなかったからです。死ななければならないのに生き残ってしまったあなたとは違います」

「俺に付きまとうなと言った筈はずだけど？」

「魂たましいを回収するまでは離はなれないと私も言った筈です」

　眠った美女を前にする会話ではないと思ったが、つい「お前は一体何者なんだ？」と尋たずねる。

　紫が唇くちびるを開きかけたので、その前にと忠告するように言葉を挟はさむ。

「死神だって答えは聞いた。だから今回はもっと俺が納なつ得とくできるようなものにしてほしい。ゲイのキス魔までも、産業スパイでも、役者でも、頭のおかしなやつでもなんでもいいから、現実的な回答が聞きたいね」

　すると紫は、「私はいつも、超能力があればいいと思っています」と面めん倒どう臭くさそうに呟つぶやいた。

「我々の仕事で最も大変なのは、死神の存在を対象者に理解させる作業です。超能力で、我々が死神だと納得して頂く事ができれば、説明責任に煩わずらわされずに済むと毎回思います。どうも我々には、魂を回収する際のルールが多すぎる」

　死神を名乗るくせに、超能力が欲しいなんて、矛盾している気がした。

　こちらからすれば、どちらもファンタジックな世界の産物だ。

　結局彼が何者かわからずに胡う乱ろんな目を向けていると、紫は視線をふよふよと病室に迷い込んできたモンシロチョウに向ける。

　恐おそらく、病院の周辺に咲さく菜の花に集まってきた中の一羽わだろう。モンシロチョウは俺の持ってきた花束を目指して、紫の目の前を横切ろうとしていた。

「むしろ超能力よりも、〝説明責任〟がなくなることを願った方が現実的じゃないか？」

　思わず突つっ込むと、紫は考えるような素そ振ぶりを見せた後で「確かに」と頷うなずく。

「そもそも死神のくせに説明責任だとか、役割が部門毎ごとに分かれているところがリアリティがあって、リアリティがないんだよ。ディティールを変に掘ほり下げるから現実味が薄うすれるんだ」

「現実味と言われましても、これが現実なので」

　紫は片手を上げて、指先を立てる。どうやったのかは分からないが、そこに先さき程ほど入りこんだ蝶ちようがふわりと止まった。すると彼はゆっくりと指を自分の方に引きよせ、口付ける。

　その瞬しゆん間かんに蝶は羽の動きを止め、はらりと崩くずれるように落ちた。それが分かっていたのか、紫はもう片方の掌てのひらで固まったまま動かない虫を受け止める。

「私の現実はこれです。私は死神で、私のキスは魂を奪うばえる。しかしあなたは何度キスをしても、死ななかった。それどころか、あなたとキスをする度たびに唇が痛い。一体何者なんですか？」

　いくら儚はかない存在でも、唇が触れた程度で死ぬわけがない。

　呆ぼう然ぜんと見つめていると、紫はもう一度蝶に唇を押し付けた。途と端たんに、蝶は羽を動かしてふわふわと舞まい上がる。意図せず眠って仕し舞まった事を恥はじるように、すぐに窓から出ていった。

　まるで手品みたいだ。思わず蝶の行方を目で追い、はっとする。

「本来なら守秘義務違い反はんですぐに執しつ行こう回収となるところですが、守秘義務に関して一回は大目にみます。その場合、猶ゆう予よはまだ六日あります。その間に必ず私のキスであなたを殺してみせます」

　紫はじっと俺を見つめた。相手は手品が上手うまいだけの若い男だと思い込もうとすればするほど、得体の知れない恐きよう怖ふを感じて、物ぶつ騒そうな言葉から逃にげるように病室を出る。

　紫は追い掛けてきたが、距きよ離りを無理に詰つめようとはせずに、ひたひたと付いてきた。

　足早に逃げるうちに、出口とは違ちがう方向に進んでしまう。

　リハビリ用なのか、片方の廊ろう下かは鏡張りになっていて手て摺すりが設しつらえてあった。

「どうして逃げるんですか？　昨日あなたは、死んでも良いと言っていたじゃないですか」

「……死んでもいいと殺されて良いっていうのは同義じゃない。因ちなみに男にキスされていいって意味でもないよ」

　そう言って振り返ったときに、傍かたわらの鏡に男の姿が映っていない事に気付く。

　鏡は紫の姿を透とう過かして、白い壁かべを映し出す。鏡の世界では、廊下に立っているのは俺だけだ。

「死神は鏡には映りません」

　顔に浮うかんだ戸と惑まどいを読み取って、男が先回りして答える。

「これも……手品か、何かだろ？」

　映画でもよくあるトリックだ。そう思いたいのに、紫は平然とした顔で「手鏡をお持ちなら、そちらでも確かく認にんして頂いても構いませんよ」と口にする。

　まるで悪戯いたずらが成功した子供が得意な気持ちを抑おさえきれずにいるように、唇には小さな笑えみが浮かんでいた。思いもよらず説得材料が手に入った事を、喜んでいるのかも知れない。

「本当に自分が死神だっていうなら、こんな手品じみた方法以外で証明してみせろ」

　荒こう唐とう無む稽けいな話をする彼が俺の幻げん覚かくではないというのは、昨日プールに突き落とされた奴やつの存在や、秘書が証明してくれている。しかしだからこそ彼が死神だなんて納得できない。まるで普ふ通つうの人間にしか見えないのだから、いきなり死神だなんて言われても信じられなかった。

　紫は得意な気分に水を差されて、不満げに「あなたに証明する義務はないんですよ。説明責任はありますが、対象者に死神の存在や死を納得させる義務はありません」と言った。

「ですがもし、私が死神であるか確かめたいなら、ビルの上から突き落としてくださっても構いませんよ。死神は物理的な攻こう撃げきでは死にません。心臓を刺さされても、水中に沈しずめられても、炎ほのおで焼かれても。ただ痛みは感じるので、やられたらやり返させて頂きますが」

　証明が上手くいっても復ふく讐しゆうされる上に、失敗したら殺人犯として捕つかまる。そんなリスクの高い方法は遠えん慮りよしたいと思ったときに、どうして死神は俺を物理的に殺さないのだろうという疑問が生まれた。それをそのまま問い掛けると、紫は「規則ですから」と面おも白しろく無さそうに答える。

「死神はキスでしか魂を回収することが許されていません。物理的な攻撃で相手を死に至らしめれば、処分されます」

「処分っていうのは？」

「死神でいられなくなるんです。輪りん廻ねの輪に戻もどされてしまう。尤もつとも、キスであなたを殺せなかった場合も同様ですが」

　キスで殺すなんて、古い歌にありそうなフレーズだ。そんなことを考えていると、紫がふっと唇を歪ゆがめた。

「あなたは証明しろと言いますが、本当は薄うす々うすあなただって気付きはじめているんでしょう？　私が本物だって。信じられないなら、好きなだけ逃げてみたらどうです？」

　けれど挑ちよう発はつ的ではあるが、微笑ほほえみを浮かべる表情が余りにも華はなやかだったから、彼にキスで殺されるなら、それでもいいかもしれないと一いつ瞬しゆんだけ思ってしまった。










　体調が悪いときや、怖こわい映画や本を読んだ後は悪夢を見る子供だった。

　魘うなされる時の夢はいつも同じだが、毎回毎回目覚めた途端に忘れてしまう。

　夢を見ているときだけ「ああ、またこの夢だ」と思うのだ。悪夢の記き憶おくはどうやら、夢の外には持ち出せないらしい。

　悪夢の舞ぶ台たいは華やかな場所で、俺は一人で追い立てられるように走っている。悲ひ惨さんな結末を今度は変えられるのではないかと、夢の中の俺は必死で走り続ける。

　早く早く早く、早くしないと、何もかも駄だ目めになってしまう。俺はまた───。

「っ、た」

　鋭するどく走った痛みに、瞼まぶたを開ける。あたりはまだ薄うす暗ぐらい。

　半ば無意識に自分にのし掛かかっていた体を押しのけてすぐに、状じよう況きようを理解する。この感覚には覚えがあった。

「また、お前か」

　じんと痛む唇を押さえてすぐには暗くら闇やみに慣れない目で、傍そばにいた紫を睨にらみ付ける。

「心地ここちよい眠ねむりのお手伝いをしようと思いまして」

「永遠の眠りだろう。無む駄だに爽さわやかな言い方をするな」

　死神はどうやって入ったのか、広いベッドに腰こしをかけていた。

　既すでに侵しん入にゆうを許してしまったホテルとは別のホテルを借りて、ベッドに入ったのは今からほんの数時間前だ。わざわざ高速に乗って車を飛ばし、リゾート地までやってきたのにこれだ。

「やはりキスでは回収できないようですね」

「それが分かったのなら、俺を寝ねかせてくれ」

　まだ死神と認めるには抵てい抗こうがあるし、時じ期き尚しよう早そうな気もしたが、彼が人間でない事に関しては認めるつもりだ。鏡に映らない存在が人間である筈がないし、今もこうして窓を含ふくめてきっちりと戸と締じまりをしたホテルの部屋に、飄ひよう々ひようと入ってくる。

　しかしキスを迫せまってくる以外は無害だ。

　真しん剣けんな顔で唇に指を当てて俺が死なないのは何が原因かを考えている紫を横目に、欠伸あくびを嚙かみ殺して起きあがる。

「どちらに行くんです？」

　必要な物はナイトテーブルの上にまとめてある。

　それを持って、寝しん室しつを出ていこうとすると、案の定紫も付いてきた。

「逃げろというご忠告通り、逃げる」

　バスローブ姿で革かわ靴ぐつを履はき部屋を出る。紫は付いて来なかった。

　ホテルの廊下に出てから、数部屋隣となりのドアにカードキーを差し込む。最初から、部屋に再び侵入される事を見み越こして、他の部屋も押さえていた。

　開かい錠じようを待ってカードを取り、乱れたバスローブの紐ひもを締しめ直す。服はランドリーサービスに出しているので、朝一番でフロントに電話をしてこちらの部屋に届けさせればいいだろう。

　寝ぼけ眼まなこを擦こすり背後を確認すると、そこに紫の姿はなかった。その事に少しほっとしながらも、もう一つの部屋のドアを開けると、紫は既に部屋の中に立っている。

「こちらの部屋の方が眺ながめがいいですね」

「……双ふた子ごのマジックなら、こういうのも可能だな」

　このまま元の部屋に戻っても、また同じパターンになりそうだ。

　病院で別れてから山やま梨なしに向かったのは、逃げてみろという言葉に挑発されたからだけではなく、気分転てん換かんも兼かねての事だった。ホテルを取ってから、俺が出資をしているワイナリーに向かい、出来たての酒を楽しんだ。その後、陽気なワイナリーの経営者と一いつ緒しよに食事をしたが、気分は一向に晴れなかった。ワイナリーの近くの畑を眺めているときも、食事の為ために山奥にあるレストランに向かうときも、視界の隅すみに黒い色しき彩さいがちらついていたからだ。

　紫は俺から逃げる気を失なくさせるように、どこでも平然とした顔で立っている。どうやって移動しているのか、最初はむきになってトリックを考えていたが、そのうち解明を諦あきらめた。

　念のためと同行していた経営者に紫の姿が見えるかどうか確認したら、相当訝いぶかしがられながら「ええ」と返され、降参した気分でホテルに帰ってきたのが数時間前だ。

「どうせ現れるなら、俺が寝る前に出てくればいいのに」

　紫をここで追い出してもすぐに、また室内に入ってくるのだろう。

　自分を殺そうとする相手に、危機感が薄うすすぎるとは思うが、相手はキス以外に危害を加えるつもりはないようだし、今日は眠ねむ気けを優先する事にした。

「魘されているようでしたので」

「キスで起こしてくれて感謝するよ。少し痛すぎるけどな」

「あなたはとても幸福な人間のようですから、多少痛い目に遭あった方がバランスがとれるのではないでしょうか？」

「お前が、俺の何を知ってるんだ？」

「恩田要、男性、日本国こく籍せき、先天性疾しつ患かんなし、健康状態は極きわめて良好、母親違いの兄がいるが、子孫はなし。出生地は神か奈な川がわ県けん、生年月日は……」

　最初は誰だれでも知っているような情報だったが、想定外に告げられた〝母親違いの兄〟という言葉に驚き眠気が退いた。

「ちょっと待て。どうやって調べた？」

「対象者の詳しよう細さいは予あらかじめ渡わたされます。といっても、紙一枚程度の情報量ですが」

「父の愛人が産んだ兄の存在は、公おおやけにされていないどころか、うちの母親ですら知らない筈はずだ」

　俺さえ存在を知ったのは成人してからだ。祖父と父親がこっそりと話していたのを、偶ぐう然ぜん耳にしただけだが、父親の性格を考えると隠かくし子ごがいても何もおかしくなかった。

　しかし何故なぜそんな秘ひ匿とくの存在を他人が知っているのか、不思議だった。

「調査方法に関してはお答えできません。それに話したとしても信じて頂けないでしょう」

　紫はあっさりと疑問を退けると「ところで、あなたは毎晩魘されるんですか？」と口にした。

　その言い方だと、昨夜も魘されていたのだろう。

　痛みを伴ともなうキスや、死神という不ふ吉きつなワードを何度も聞いた事が夢に影えい響きようを与あたえているのは確かだが、これほど頻ひん繁ぱんでないにしろ、子供の頃ころから悪夢には付きまとわれていた。

「誰かと一緒に眠ってるときは、悪夢は見ないね」

　独ひとり寝の寂さびしさも、悪夢を引き起こすのに一役買っている。子供の頃は夢から逃にげるために、人ひと肌はだの温ぬくもりに埋うずもれた。手当たり次し第だいに女性をベッドに引き込むのは、それも理由だ。

「なんなら一緒に寝る？」

「遠えん慮りよします」

　断られると分かっていて問い掛かけた。ゲイなら釣つれるだろうと思ったが、やはり違ちがうらしい。

「でもお前、眠ってないだろう？」

「私達には食事や睡すい眠みんは必要ありません。それに誰かと肌はだを合わせて眠るのは遠慮させて頂きたいですから」

　失礼な言い方だったが、今いま更さら気にならなかった。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな秘書のお陰かげで嫌いやみに慣れたのかも知れない。

　だから紫の事は放って置いて、バスルームに向かう。ワイナリーとレストランでワインを飲み過ぎたので、シャワーを浴びずにベッドに入ってしまった事を思い出したからだ。

　シャワーの最中は不思議なほど、紫に関しては何も考えなかった。実際、相手が人間なら対処法はあるが、それ以外ならどう接していいのか考えても無駄だ。

　下着を着けた後でバスローブを再び羽織ろうかと思ったが、厚いバスローブが好きになれずに、再び腕うでを通す事なくシャワーブースの横に設しつらえられた、ランドリーボックスに放り込んだ。

　髪かみを拭ふきながら部屋に戻もどると、紫はぼんやりと立っている。

「バスルームには追い掛けて来ないんだな」

「正直、どうしたらいいのか分からないんです。六日以内に何とか事態を収束させないと、降格させられてしまうのに、何度キスしてもあなたは死にません。正直、これ以上手段がありません」

　だったら諦めて次の人間の所に行って欲しい。

「こうなったら、あなたを監かん禁きんして一日中キスを繰くり返すという手もありますが」

「おい、規約で猶予を与えてくれるんじゃなかったのか？」

　監禁というのは随ずい分ぶん穏おだやかじゃない。それにもし俺が監禁されたとしても、誰も探そうとはしないだろう。親族は多た忙ぼうなので年に数回しかやりとりをしない。女性達とは一過性の付き合いなので連れん絡らくが取れなくなっても心配はしてくれない。ここは前まえ払ばらいしてあるし、常宿にしているホテルの方は後あと払ばらいだが、精算は一月毎ごとなので、六日間ぐらい俺がいなくても気にしないだろう。むしろその程度の日数を空ける事は、過去に何度もあったので秘書も気に留とめない。

「あなたが守秘義務違い反はんを犯おかした事で、権利は全すべて消えています。私も仕事とはいえ、一日中痛みを伴うようなキスを繰り返すのは遠慮したいのですが、背に腹は替かえられません」

　しかし監禁するとなると場所が問題ですね、この部屋でも構わないでしょうか、と邪じや気きのない顔で紫が尋たずねてくるのを聞いて、「ふざけるな」と思わず吐はき出した。

「どうして自分を殺したい相手に協力できるんだ？」

「キスであなたを殺せなかった場合、私の処分に対しては見当がつきます。しかしあなたの処分に関しては皆かい目もく分からない。とても酷ひどい目に遭うかもしれない。苦痛の中死ぬのは、嫌ではないですか？」

　嫌に決まっているが、見知らぬ人間ですらない可能性のある男と、二人きりの部屋でずっとキスするのも、同等なぐらい嫌だ。デッドオアデッドな選せん択たく肢しに、泣きたくなる。

「……協力してやってもいいけど、条件がある」

「条件？」

　下着に首にタオルをかけただけという無防備な姿で、訝しがる相手に対たい峙じした。

　びしょぬれ、タオル、下着姿で自分の命の交こう渉しようを、一分の隙すきもなくスーツを着こなしている男相手に、深夜の二時にベッドの横でするなんて、数日前なら考えられなかった。

　自分の命の交渉をするのに、どう考えても準備万ばん端たんとは言い難がたいが、嘆なげいても始まらない。

「そっちの世界ではどうか知らないが、こちらの世界にはキスにもいくつか種類がある。もしかしたらキスの仕方次第では、回収が可能になるかもしれない。俺の知っている方法を全て試ためしてみるっていうのはどう？」

　死神は腕を組んで、俺の提案に関して考えを巡めぐらせる。やけに人間くさい仕草に、まだ一割ぐらい彼が手品師で、これが壮そう大だいなトリックである可能性を疑いたくなった。

「俺とお前は特別相あい性しようが悪くて、深い接せつ触しよくをしないと回収が不可能なのかもしれない。だから工く夫ふうすれば、キスで回収できる可能性も残っているんじゃないかな。六日間、というかもう五日だけど、出来る限りの事をやってみようというのは、悪い提案じゃないだろう？」

　紫は瞼まぶたを閉じて、ほんの少し首を傾かしげる。どこまでも滑なめらかで綺き麗れいな黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれた。

「条件というのは？」

「キスは、一日に一回。必ず俺に許可をとってからしろ」

「一日に一度、ということは試せるのはあと五回しかありませんね。却きやつ下かです」

　即そく断だん即そつ決けつは経営者向きだなと、こんな状じよう況きようにも拘かかわらず紫を評価したくなる。

「俺は監禁されるのは嫌なんだ。男に四六時中付きまとわれるのも遠慮したい。回数を増やせば、それで構わないか？」

「監禁に関しては譲じよう歩ほしますが、あなたへの監かん視しは止められません。あなたは私の正体をばらしてしまった前科がありますから。その上で、回数に関しても増やして頂く必要があります」

　条件に関してはもう少しごねても良かったが、そんな駆かけ引きをしても紫には通じない気がした。ここは素す直なおに監禁に関してのみ、譲歩して貰もらった方が良さそうだ。

「分かった。じゃあ、回数は増やす。一日に一時間、その間なら何度でもキスを試そう。それで構わないな？」

　紫は、真っ直すぐに俺を見て頷うなずく。優ゆう柔じゆう不ふ断だんなタイプは好きじゃないから、はっきりとした回答がすぐに得られるのはいいな、と思いながらとりあえずは数日の安あん寧ねいが保障されたことに、ほっとする。問題は保留されたままだが、五日後のことはそれまでに考えればいい。

　これでようやく眠ねむれると思い、ほっと息を吐き出したときに紫が組んでいた腕を解いた。

「それでは早さつ速そく、あなたの言う深い接触を伴うキスを試しましょうか」

「キスならさっき俺が起きる前にしていたんだろ？　いい加減寝ねかせてくれない？」

「まだ一時間分、経過していませんから」

「分かったよ」

　紫にベッドに座るように促うながす。

　俺と彼はあまり身長差がないが、自分の顔が高い位置にあるほうがやりやすい。普ふ段だん、自分より背の低い女性相手のキスに慣れているせいだろう。

　大人しくベッドの端はしに腰こしをかけた男の前に立って、痛みの記き憶おくを頭から追いやりながら、指先で頰ほおに触ふれる。白い椿つばきの花弁に触れたような、柔やわらかで肌理きめの細かい感かん触しよくだった。

　見上げる瞳ひとみは真っ直ぐで、何故か今いま更さら怯ひるみそうになる。髪と同じく黒い瞳を見つめ、万が一これで成功したらその瞬しゆん間かん死ぬんだったな、と今になってそこに思い至った。

　その場合、下着一枚でホテルの客室係に発見される事になる。俺の友人達にとっては最高に笑える状況だろうが、俺にとってはあまり愉ゆ快かいな情景じゃない。

「何を躊躇ためらっているんです？　早くしてください」

　面めん倒どう臭くさそうに紫が俺を急せかす。

　未いまだかつて、キスを促されてこれほどわくわくしない状況はなかった。

「これで死ぬかもしれないから、心の準備をしてるんだよ」

「心の準備をしたいなら、私が死神だとばらさなければよかったのでは？」

「まさか、本物だとは思わないだろ。むしろ信じる奴やつの方が少ないんじゃないか？」

「ええ、お陰で執しつ行こう猶ゆう予よ期間が短く済むので助かります」

　もしかしたら、こいつも俺と同様にそれほど仕事熱心なタイプではないのかもしれない。

　さっさとこの案件を片づけてしまいたいのだろうかと考えながら、顔を近づける。

　しかし目の前の瞼は一向に閉じない。じっと見つめられているのは、かなり居い心地ごこち悪かった。

「目……閉じてよ」

「何故ですか？」

「やりにくいから」

　紫は迷う素そ振ぶりを見せてから、黒く長い睫まつげに装そう飾しよくされた瞼で、強い視線を覆おおい隠かくした。

　それを見届けて、躊躇う気持ちを飲み込んで屈かがみ込むと、死神の唇くちびるに自分の唇を合わせる。案の定バチ、と痛みが走った。反射的に体を引いてしまうと、唇の間に隙すき間まが出来る。

「離はなさないでください。一度離れると、また痛みが生まれます」

「分かってるよ」

　けれど感電したような強い痛みは、そうそう我が慢まんできるものじゃない。

「もう一度」

　俺と同じ痛みを感じているわりには、紫は平然と次を強請ねだる。

　だから再度キスを試した。言われたとおり、また痛みが走る。

　咄とつ嗟さに離れてしまわないように、じっと耐たえて唇を押し付けたままそれをやり過ごす。

　そのうち痛みがなくなり、じんと痺しびれたままの唇だけが残る。今までキスを味わう余よ裕ゆうなんてなかったが、重ねた唇には男女の差はなかった。

　柔らかくて張りがあり、強く迫せまると柔らかく潰つぶれる。しばらく感触を楽しんでから、舌を伸のばす。唇と唇の隙間をなぞり、乾かわいた皮ひ膚ふを潤うるおした。

　つるりとした表面は、舌に心地ここちいい。

　キスをしている最中に気付いたが、紫の体からはやはり沈じん丁ちよう花げのすっきりと爽さわやかな香かおりが微かすかに匂におっていた。白びやく檀だんのように柔らかでも薔薇ばらほど甘くもないが、柑かん橘きつ系ほど尖とがっているわけでもない香りに惹ひき付けられて、舌を唇の隙間に滑すべり込ませた。

　舌先は歯に触れる。何度か誘さそうように歯の合わせ目を撫なでたが、一向に内側へ迎むかえ入れてくれる気配がない。角度を変えて促しても、とうとう開くことはなかった。　>>>♥

「歯、開いてくれない？」

　仕方なく、次にするときの痛みを覚かく悟ごして唇を離して頼たのむ。

「どうしてですか？」

　瞼を伏ふせたまま、紫がそう尋ねてくる。

　わざととぼけているのかと思ったが、どうも素直に疑問を感じているらしい。

「深く接触するって言っただろ？　舌と舌を合わせるんだよ」

「随ずい分ぶん気味の悪い方法ですね」

　男女が子供を作る行こう為いに関しては知っているのに、キスに関する知識がないことに驚おどろく。

　キスで深い接触なんて、これ以外に方法がないと少し考えれば分かりそうなものなのに。

「嫌いやなら、今夜はここで止めよう」

「いえ、どうぞ。背中に走る虫むし酸ずと嫌けん悪お感かんには努力して耐えてみせます」

「おい」

　こっちだって好きでやるわけじゃないんだと睨にらみ付けるが、紫は目を閉じたままだ。

　キスを待つ顔にしては可愛かわいくないし、先さき程ほどのような事を言われた後では腹が立つ。

　だからこの生意気な死神に、嫌けん悪おどころか快感を覚えさせてやろうと、男の意地も加わって、もう一度唇を合わせる。再び走る痛みと痺れを無視して舌で触れると、今度は紫の口が開く。

　相手の舌に触れた瞬間、胸を手で押されたが無視する。まるで反射的に抵てい抗こうしたその手は、俺が退かないと分かるとぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　口内は人間の物と同じで温かく湿しめっている。しかし唾だ液えきも舌も何の味もしない。

　柔らかな舌に自分の物を絡からめると、紫が驚いたように舌を引っ込めたから、追い掛かけた。

　口内に溜たまった唾液を、こくりと飲む音が聞こえる。息を吐はく暇ひまを与あたえるのが嫌で、相手の舌を吸った。

　自分の口内に引き込んでやろうと思うのに、紫が逃にげるからなかなか上手うまくいかない。

　もどかしい気持ちで、歯の内側に留とどまる舌に自分のそれを擦こすり付けた。濡ぬれた音が聞こえる。

　いやらしい音に興奮して、つい相手の足の間に自分の膝ひざを入れ、項うなじを摑つかんで深く口付けた瞬間に、ガリッと音がするほど強く舌を嚙かまれた。

「っ、っ、何するんだよ！」

　思わず唇を離して口を手で押さえる。

　恐おそる恐る舌を動かすと、歯にぶつかっただけで痛みが走った。

「すみません、不愉快だったものですから」

「おまえ……っ」

　喋しやべるのも痛くて口を押さえると、紫は「他ほかにはどんな方法があるんですか？」と悪びれもせずに聞いてくる。

「……、今日はもうなしだ。舌が痛くて、できない」

「キスが何種類あるのかは知りませんが、私は遊んでる暇はありませ、ん」

　喋っている最中に、無理矢理その口に親指を突つっ込む。

　大人気ないとは分かっているが、鉄錆さびの味がする唾液に嫌いや気けがさして「ごめんなさい、だろ？」と、柔らかな紫の舌を指で引っ張って仕返しをする。

「言えよほら、ごめんなさいって」

　相手が女性ならまだしも、男に痛い目に遭あわされて黙だまっている趣しゆ味みはない。勿もち論ろん、普段なら不条理な目にあっても紳しん士し的に良識ある行動で臨のぞむが、紫に対しては不満が溜まっていた。

　こんな相手とのキスに、いつの間にか夢中になっていたのが間ま違ちがいだった。

　しかし指先に伝わる舌の感触がやけにいやらしく思えて、怒いかりが削そがれそうになる。舌同士で触れ合った時には感じなかった、頼たよりない柔らかさに興味を覚えて奥の方まで指を滑らせた。

　紫はすっと目を細めて俺を見上げる。

　精せい悍かんな顔が剣けん吞のんな表情を帯びる事で、強い威い圧あつ感かんを覚えたが怯ひるむ気はない。

　しかしそんな決意を固めた瞬間「っ」と悲鳴を飲み込んだのは、俺の方だった。

　舌に続いて、指まで嚙まれるなんて間ま抜ぬけだ。相手が歯を開く前に、咄嗟に引き抜ぬいたせいで、歯で皮膚が傷つけられて爪つめのすぐ下の皮膚に血が滲にじむ。

「舌を嚙んだ後に指を入れてきたから嚙まれたいのかと思いまして」

　確かに、俺が馬ば鹿かだった。

　痛めつけようとすればすぐに反はん撃げきされると、少し考えれば分かりそうなものだ。

「そんな事より、さっさと続きをしてください。一時間経たっていません」

　傲ごう慢まんに唇を上向ける相手を前に、溜め息いきを吐く。自分から一時間の取引を申し出たのだから、ここは彼の言葉に従うべきだ。

　しかし再び舌を嚙まれかねないと思うと、口付ける気にはならない。

　だから柔らかな唇にキスをする代わりに、血が付いた指を唇に押し付けた。

「お前が二度と嚙まないって誓ちかうまではなしだ」

「できない約束はしない主義です。キスを試ためさないなら、先程の取引はなしです」

　意外と交こう渉しようが上手い。行く手に蓋ふたをするようなやり方で、俺を意に沿わせようとする。

「痛いのは嫌きらいなんだ」

　彼と一いつ緒しよにいるかぎり、ずっと痛みに耐える必要がありそうだ。

「きっとそのうち気に入るようになりますよ」

　溜め息を飲み込んだ俺の前で、死神はうっすらと笑うと実に嫌な未来を予言した。










　記き憶おく力は良い方だが、子供の頃ころの記憶は何故かあまり鮮せん明めいではない。

　親は詳くわしくは教えてくれず、俺自身嫌いやな事を思いだしてしまいそうで、解明に力を入れた事はなかった。けれど覚えていない部分に、悪夢の原因が隠されている気がしてならない。

　脳は上手く出来ていて、心が壊こわれてしまうレベルの嫌な記憶は一時的にプールされる。精神が耐えられる状態になると、記憶は元に戻もどされるらしい。幼少期に殺人を目もく撃げきした人間が、数十年後に不意にそれを思い出すような現象は、その機能によって起こるらしい。

　だとしたら俺の記憶も、いずれ戻ってくるのかもしれない。

　それまでに死んでしまったら、結局悪夢の原因は分からないまま終わるのだろう。

「何を考えてるの？」

「それは勿もち論ろん、君のことだよ」

　今朝は遅おそい時間に起きて、それから食事をとって山梨から車で戻ってきた。

　運転中に考えていたのは、昨日俺が寝ねる前に姿を消した死神の事だった。

　きっちり一時間分、キスをしてから紫はいなくなった。

　何度も痛みを味わったから腫はれているだろうと、朝は恐る恐る鏡を覗のぞいたが、唇に異変はない。納なつ得とくできない気分だったが、そもそも唇を合わせるだけで痛くなるという現象自体納得できないのだから、深く考えることは止めた。

　それより朝目覚めたときに傍そばにいない紫に対して覚えた僅わずかな不満の方が、腑ふに落ちない。セックスの翌日に置き去りにされたような、そんな気分だった。

　───むしろいなくなった事を喜ぶべきだろう。

　自分が男に対してそんな考えを持った事が気持ち悪くて、つい焦あせって女性に声をかけた。

「噓うそ」

　華はなやかに笑った女性は、アパレル関係の会社の経営者だ。友人に紹しよう介かいされて、会うのはこれが二度目だった。頭が良い分プライドが高いが、はっきりとした物言いが好みだった。

　以前は周囲から眉まゆを顰ひそめられるほど遊んでいたのに、事故後一いつ切さい女性とは体の関係を結んでいなかった。興味が芽生えなかったといえばそれまでだが、この歳としで枯かれるわけにはいかない。それに、昨夜男相手のキスで夢中になってしまった自分が怖こわかった。

　だから彼女さえその気ならば、この後はホテルに連れ込んで自分の性的嗜し好こうを軌き道どう修正しようと目もく論ろ見みながら、食事を終えて映画館に向かう。

　しかし予約していたバルコニー席に入ってすぐに、その予定は音を立てて崩くずれた。

「失礼します。お二人でいるところをお邪じや魔まして申し訳ありません。もうすぐ今日が終わりますが、これは条件の不ふ履り行こうと考えて宜よろしいですか？」

　ドアを開けて入ってきたのは、見慣れたダークスーツの男だった。

　女性は不ふ審しんそうに紫を見る。格好からして、映画館のスタッフという言い訳もできないわけじゃないが、俺がフォローする前に「私の事は気になさらずに」と紫が言った。

「用事を済ませたら消えますから」

「用事？」

　嫌いやな予感がした。

　すると案の定「今日の分のキスがまだでしたので。このまま彼女と一緒にホテルに行かれる前に、試して頂こうと思いまして」と、死神は無表情で誤ご魔ま化かしようのない爆ばく弾だんを落としてくれた。

「紫……お前」

　分かっていてやっているだろう、と忌いま々いましい気分になる。

「要さんって、そうだったの」

　女性が、冷めた目に俺を映す。

　まるで夏の終わりに蟬せみの死し骸がいを見るような表情に「誤解だよ」と、弱々しく反論した。

　プールサイドで割り込んで来たときや、会社で秘書の前でわざと意味深な言い回しをした件といい、もしかしたら紫は周囲の女性達から俺を隔かく絶ぜつさせようとしているのかもしれない。

　もしくは単なる嫌がらせか。

「何が誤解なんですか？　全すべてのキスを試すと、私と約束したのでは？」

　これ以上は上がらないように見えた女性の目め尻じりが、さらにつり上がる。

「誰だれかと天てん秤びんにかけられるなんて冗じよう談だんじゃないわ。それに、ホテルってどういうこと？　私がそんなに簡単に見えた？」

　パシン、やけに鋭するどい音が狭せまい部屋の中に響ひびく。

　頰ほおを叩たたかれたのは初めてではないが、それでも記憶にある中で、一番痛い。

「馬鹿にしないで」

　女性は憎にく々にくしげに俺を睨にらんでから、部屋を出ていった。

　紫を見ると、ほくそ笑えんでいる。思った以上に、性格が悪い。

「どういうつもりだよ」

「人目があると思うように動けないので」

　彼女を追い払はらうのが目的なら、もっと穏おん便びんなやり方があったはずだ。

　何もこんな、禍か根こんを残す手段をとらなくても良かったのではないだろうか。

「死神っていうのは、みんなお前みたいに性格が歪ゆがんでるのか」

「私はまだましな方です。私の教育係はもっと酷ひどいですよ」

「教育係？　死神に教育係がいるのか？」

　一いつ般ぱん的な会社のシステムと同じじゃないか、とそちらの世界に興味を覚えながら、二人で使うには大きめのソファに体を預ける。本来なら女性を追い掛かけるシチュエーションかもしれないが、あの手の女性は一度頭に血が上ると冷えるまでは何を言っても無む駄だだ。

　追い掛けて下手に出ると、ますます意固地にさせる可能性がある。

　それに、今は率そつ先せんしてそんな面めん倒どうな事をしようとは思わなかった。声を掛けた理由だって、好意を持っているからではなく、誘さそえば断られないだろうという自信があったからだった。

　だから頰は痛かったし、紫の事は嫌な奴やつだと思うが、それほど怒りは覚えなかった。

　一人の女と繫つながりが切れただけで、大切な人を失ったわけじゃない。

「もし期日までに私がこの問題に対処できなければ、教育係と話をする必要があります」

　心底嫌そうに顔を歪めるのを見て、死神が教育係が苦手だということを頭に刻みつける。

　しかし教育係が出てきて、そいつともキスをすることになったら、俺も彼の事が苦手になりそうだ。紫はまだ容姿が良いから我が慢まんできるものの、もっと雄お々おしい男が来たら一日一時間のキスはさらに苦痛になるに違ちがいない。

「考えるだけで嫌だな」

　頭かぶりを振ふって溜ため息を吐つく。そんな俺の前で、紫は興味深そうに周囲を見回してから「ここは何をするための部屋ですか？」と口にした。

「女性と二人きりで映画を観みるための部屋だよ。何の因果か、今はお前と二人きりだけどな」

　一般観覧席の上に作られているので、通常のシートよりは、視線が高い。

　元々二人用なのでさほど広い空間ではないが、下のシートよりはこちらのソファの方がゆったりと柔やわらかい造りになっていた。バルコニーなので完全な個室ではないが、周囲を防音の壁かべに仕切られているので多少は会話しても問題ない上に、観覧席から振り返っても、ソファの上は死角になっている。だから気のある女性と二人きりで観るときに、よく利用していた。

「映画、ですか？」

　丁度、室内の照明が落ちる。

　紫がぼんやりと俺の前に立っていたから、「邪魔だから横に座れ」と命令した。

　逆らうかと思ったが、意外にも大人しく隣となりに腰こしを落ち着ける。

　一体、どうして男二人でわざわざ高い金を払ってバルコニー席で恋れん愛あい映画を観るはめに陥おちいっているのだろうと不運を嘆なげいたが、こうなってしまっては仕方ない。

　酒を飲む気にもならずに、ちらりと横にいる男の様子を窺うかがう。

　キスをしに来たくせに、紫の視線は俺ではなくスクリーンに釘くぎ付づけだ。

「映画が好きなの？」

　思わずそう尋たずねると「よく分かりません。これが、初めてです」と答える。

　長々と続いた予告が終わってようやく始まった映画は、余命僅わずかな歌手と恋こい人びとの話だった。

　物語の結末は、始まってすぐに想像がついた。そもそもタイトルが「ベニスに死す」並のネタバレをしている。それにキャッチコピーに「泣ける」と入っている恋愛映画は、大たい抵ていどちらかが死ぬ。そもそも全米が泣いたというのは、正確な調査をした上で謳うたっているのだろうか。

　そんな冷めた気分で、可愛かわいいけれどなかなか脱ぬがない女優を目で追い掛けていると、紫が「彼女はどうして怒おこっているんですか？」と聞いてくる。

「主人公が彼女に自分が病気だって事を打ち明けなかったからだろ」

「何故なぜですか？」

「何故って……、恋人だから」

　紫は眉まゆ根ねを寄せると、今度は「彼は何故、彼女と別れたんですか？」と聞いてくる。

「自分が苦しむところを恋人に見せたくないからだろ」

　すると隣の男がそれはおかしいですね、と呟つぶやく。

　一番おかしいのは死神と一いつ緒しよに恋愛映画をバルコニー席で観ているこの状じよう況きようだ。

「私が知っている方々は最さい期ごの瞬しゆん間かんまで惜おしむように、愛する人達と一緒にいる事を願います。それこそ、一分一秒を惜しむ程ほどに」

「知らないけど、そうじゃない連中もいるだろ」

「彼はああやって一人で彼女に向けた曲を作るよりも、身辺整理をすべきでは？」

「俺に聞くなよ。身辺整理なんて、俺だってしてない」

　というよりも自分の死が迫せまっている事にいまいち実感が持てない。

　それは死神に見えない死神にも責任の一いつ端たんがある。

「前回私が担当した対象者は一いつ生しよう懸けん命めい身辺整理をしていましたよ。押入の中の物や、等身大の裸はだかの人形達を解体するために四日も費ついやしていました」

「その対象者、男だろ」

　思わず指し摘てきすると、紫は「よく分かりましたね。まるで本当の人間のように精せい巧こうな人形を泣きながら解体する様は、なかなか胸に迫るものがありました」と言った。

　一体どういう感情が胸に迫ったのか、想像できずに聞き流す。

「生憎あいにく、俺は人に見つかって困るような物はないよ」

　そもそも気楽なホテル暮らしに、物はあまり必要ない。中型のトランクに収まる程度の物しか持ち歩かないし、実際それらだって替かえが利きくものばかりだ。

　昔は捨てられない物は実家に送っていたが、ここ数年はそれもしていない。

　常に自分のそばに置いておかなければならないものなんてそう多くない。子供の頃ころから何かに執しゆう着ちやくを持つのが嫌だったから、意図的に物を自分の周りに置かないようにしていた。

「確かにあなたは子供もいませんし、死出の支し度たくは簡単かもしれませんね」

　紫はまた大人しく画面を見ていたが時間が経たってから「人はどうして死を覚かく悟ごしたときにセックスしたがるんですか？」という、実に答えにくい質問をぶつけてくる。

　画面の中では、狂くるったように男女がお互たがいを求めあっていた。予定ならここで一緒に来た彼女と、具体的な展開への発展を期待させる雰ふん囲い気きになっていた筈はずだが、現実はこれだ。

「俺が知るわけないだろ」

「あなたもするつもりだったのでは？」

　この後は女性をホテルに連れこむ、と紫は先程断定的に口にしていた。

　今いま更さら否定しても仕方ない。そういえば、紫には子供を作る行こう為いは禁止だと釘くぎを刺されていた。

「人は他人の温ぬくもりを求めるものなんだよ。それと本能じゃないかな。子孫を残そうとする」

　自分で言いながら、その答えにはピンと来なかった。自分が彼女との子供を残そうとしていたとは思えない。現実逃とう避ひの一種で女性の体を求めたのかもしれないが、よく分からなかった。

　納なつ得とくする答えが見付けられないまま、おざなりな返答をすると紫は「キスをするのも同じ理由ですか？」と聞いてくる。

「唇くちびるだけでは子孫繁はん栄えいには繫がりませんし、温もりを分け合う範はん囲いも狭いですが」

「だから、俺に聞くなよ」

　スクリーンの向こうでは窶やつれた男と、綺き麗れいな女性が忙せわしなく唇を合わせている。

『あなたと初めてキスをしたときに、電流が走ったの。だから私、あなたが運命の相手だって分かったのよ。仮にあなたが死んでも、私は一生忘れないわ』

　真しん摯しな瞳ひとみで語る女優が私生活では四人の男性と結けつ婚こん歴があることを思いだし、ただでさえ入り込めなかった内容に対して、余計に興味がもてなくなる。

「そういえば、そもそもなんで子孫を残す行為が禁止されているんだ？」

「死ぬ予定だった者が、他者の生き死にに故意に影えい響きようを与あたえるのは著いちじるしく秩ちつ序じよを乱すからです」

「故意じゃなくて事故ならいいのか？」

「あなた方が事故と呼ぶそれは、我々の世界での予定調和です。人間が起こした故殺や、生せい殖しよく行こう為いも予定調和ですが、対象者となった時点で調和から外れているので、それ以上輪を乱すのは規則で禁止されています。対象者がそういう行為をした場合、担当者の責任になります」

　この場合の担当者というのは、紫の事だろう。

　つまり俺が勝手な行動をした場合、紫が困ることになるのだ。だから始終付きまとってくるし、先日は監かん禁きんなんて物ぶつ騒そうな事を言い出したのだろう。

　ということは禁止行為を犯おかせば、紫にダメージを与えられるのかと考えていると、紫が「あれはなんですか？」と聞いてくる。

　またか、と思いながら画面に視線を向ける。映画の中では男が女の眼めにキスをしていた。

　それだけでなく、舌を眼球に這はわせている。

「あれもキスですか？」

「……まぁ、そうだね、たぶん」

　定義的にはどうなのだろうかと思案しながら、一応肯こう定ていする。

「試ためしてみますか？」

　そう言って紫が俺の瞼まぶたに手を伸のばす。

　ディープな描びよう写しやを入れた映画監かん督とくに軽い苛いら立だちを覚えながら、慌あわてて紫の肩かたを押さえる。

「待て。やるなら俺がやる」

　眼球を嚙かまれる心配をして、背中が震ふるえた。嚙まれるだけじゃなく、痛みが走る事も想定すると、とても自分の目で試す気にならない。殺しても死なない死神と違って、こっちは普ふ通つうに死ぬだろうし、そうでなくても失明の危険だってある。

　紫はその可能性を考こう慮りよしていないのか、「そうですか。では、どうぞ」とあっさり了りよう承しようした。

　おかしな事態になったと思いながら、瞼を開いて上を向く紫の目め尻じりに唇を押し付ける。

　反射的に紫が眼をきつく瞑つむったが、痛みは感じていないようだし、俺の方にも痛みはない。

　瞼の上から下へと強めになぞる。薄うすい皮ひ膚ふを通してその下で眼が動いているのが分かる。

　学生時代にインド旅行に行った際、現地の糸工場で薄くなった繭まゆ玉だまを触さわらせてもらった事があった。小さいという理由で湯には入れられず、見学者用に置かれていた繭を握にぎったら、中で幼虫が蠢うごめいているのを感じた事を思い出す。

　同行の女性は『気味が悪い』と言ったが、俺は白くて綺麗な玉に閉じ込められた小さな命を可愛かわいらしく感じ、握り潰つぶしてしまうのが怖こわかった。

　真白く眼球の形に丸く膨ふくらんだ瞼に触ふれていると、その時の気持ちを思い出す。

「くすぐったいですね」

　紫の眉根が寄るのが見えたが、構わず続けた。軽く吸うと、怯おびえたように服の裾すそを摑つかまれる。

　瞼の上から眼を舐なめるのは、している方も不思議な感覚だった。

　俺も軽いキスや指でなぞられた事やその逆はあっても、唇でじっくりと愛あい撫ぶしたこともされたことも過去になかった。ことさら時間をかけたのは、一時間というリミットがあるからだ。

　正直、キスの種類なんてそういくつも知らない。今回は本人が希望しているのだから、眼への愛撫で時間を潰してしまうつもりだった。戸と惑まどって忙しなく動く眼球を可愛らしく思いながら、もう片方の瞼にも指の腹でそっと触れる。

　骨との境目を優やさしく辿たどりながら、薄うす皮かわの下の丸みを確かめた。

　室内に置かれたスピーカーからは騒そう々ぞうしい音が流れていて、映画が佳か境きように入ったのは分かったが、今更スクリーンに視線を向ける気にもならなかった。

　強く摑まれたジャケットが皺しわになるのも、どうでも良かった。

　愛撫の仕方を左右入れ替えて、唇で瞼を撫なでてから舌で際のあたりをざわりと舐めた。

　きょときょとと、瞼の下で眼が動くのを舌先で感じながら瞼を舐め上げると、睫まつげの感かん触しよくが舌先に残る。濡ぬれて光る睫は長く、わずかに震えていた。

「眼、開いて」

　無理矢理舌先でこじ開けるより、素す直なおに開いて貰もらった方が睫で傷つける心配をしなくて済む。

　紫は躊躇ためらいがちに瞼を開いた。傲ごう慢まんな物言いと配はい慮りよのない態度を取るものの、門外漢の分野に関しては基本的に大人しく従う質たちらしい。

　そこにゆっくりと舌を差し込むと、反射的にぱたぱたと瞬まばたきが繰くり返される。

　一度舌を引いて、再び彼が眼を開くのを待つ間に、やけにすべらかな頰ほおに唇を押し付けた。

　どうやら唇以外のキスでは、痛みはないようだ。痛い方が効果があるとは限らないが、眼へのキスには意味がない気がする。けれどそれを正直に指摘するほど俺は死にたがりではないので、再び瞼を開いた紫の眼に、もう一度舌を這わせる。

「ん……っ」

「痛い？」

「異物感はありますね」

　想定の範囲内の答えに苦く笑しようしながら、舌の表面で眼を舐めてやった。

　唾だ液えきが入ったのか、紫は顔を引くと指先で眼を拭ぬぐう。

「次は私からします」

　紫の台詞せりふに知らず知らず、浮うきあがっていた腰こしをソファに下ろして「どうぞ」と口にする。

　目を開けていたが「瞼を下ろしてください」と言われ、その通りにした。

　紫の手順はまるきり俺と同じだった。くすぐったいと言っていた意味がわかり、首を竦すくめると唇が追いかけてくる。目元を吸われたときに小さな音が立つ。

　辿々しいやり方で、指で目をなぞられると、たったそれだけでどこか妙みような気分になった。

「キスは、対象者以外にはしないのか？」

「死神同士でという事ですか？　我々にはそういう欲よくはありませんから」

「そう？」

　紫はそう言うが、本当だろうか。俺を陥おとしいれる瞬しゆん間かんの楽しそうな笑えみを思い出すと、死神にも色々と感情がありそうだ。俺にあれこれ尋たずねる所を見ると、好こう奇き心しん旺おう盛せいな気もする。

　そういう事に関しても、興味を持ったりしないのだろうか。

「目を開いてください」

　促うながされて仕方なく瞼を開く。正直、目を直接舐められるのは心地ここちよいものではない。

　瞼の上から愛撫されているときの方が良かったが、これで時間が消費されるならと、眼球に這わされる舌に大人しく耐たえる。

　柔やわらかい部分に触れるからか、紫も気をつかっているようだった。開いた目は、唾液と涙なみだでぼやける。赤く、近づきすぎて黒くなる紫の舌を見ながら、知らず知らず詰つめていた息を吐はき出すと、ようやく舌が離はなれていく。彼がそうしたように、指先で目元を拭う。

　何度も瞬きしても、違い和わ感かんはなくならなかった。

「これでは駄だ目めなようですね」

　紫の言葉に「みたいだね」と返す。そのときに紫の白い頰にスクリーンの光が少し反射している様子が目に入った。

　バルコニー席で触れ合っても、男同士では甘い雰囲気にはならない筈だった。

　けれど何故なぜか暗くら闇やみの中で頰を照らす色しき彩さいを観みていたら、瞼をなぞられたときに感じた気分が胸の内側で膨れ上がった。気付いたときには自然な動作で、目の前の男を引きよせていた。

　これから何をされるのか分かり、紫が目を閉じる。昨日閉じろと言ったから、それが手順の一つだと思っているのかもしれない。唇くちびるを押し付けるときに、痛みの事は頭になかった。

　触れ合った瞬間は確かに痛みを感じたが、もうそこで離すような失態は犯さなかった。

「昨日と同じじゃないですか」

　舌は入れなかったが、唇を吸って何度か擦こするように合わせる。

　紫の文句は無視して再び唇を押し付けた。嫌いやな奴やつだ、と先さき程ほど改めて認にん識しきしたばかりの相手と衝動に任せて深いキスをしているわけなんて、俺にもよく分からない。

　けれど彼の舌や唇が心地よいのは確かだったし、紫も昨日ほど自分の体の中で動き回る舌を気味悪がっていないのが伝わってきた。

「唇にするのは、痛いばかりで効果がありません」

　繫つながりを解いた後で、息が上がった紫の抗こう議ぎを聞きながし「じゃあ他ほかの所にもキスする？」と尋ねたのは、悪戯いたずら半分だった。もう半分は、どんな理由なのか知らない。

　黒いネクタイを弛ゆるめ、その首元に唇を押し付けながらシャツのボタンに指をかけたとき不意に室内が明るくなる。はっと振ふり返ると、スクリーンは既すでに白くなっていた。

　映画どころか、エンドロールすら終わっている。

　紫はソファの上で息を乱したまま、目元にまだ涙を滲にじませて俺を見ていた。

「他には、どんな所にキスをするんですか？」

　誘うような台詞を吐いて、紫が首を傾かしげる。赤みを帯びた唇が魅み力りよく的に見えて、このまま二人きりでいたら、自分を殺そうとしている相手にキス以上の事をしてしまいそうな予感に怖くなった。










　手は俺よりもずっと大きくて、時折絵の具で汚よごれていた。

『中国のお茶だよ』

　そう言って色の付いた指で硝子ガラスのカップに注がれたお茶を出されたのが、いつの事だったかは覚えていない。それがどこだったのかも、思い出せない。

　ただ断だん片ぺん的な記き憶おくで、そう口にした相手に好意を持っていた事や、硝子の中で丸薬のように丸まっていた葉が開き、中から赤々とした綺き麗れいな花が現れたことだけは鮮明に覚えていた。

『綺麗だろう？』

　水中花を愛めでるほど感性豊かな子供ではなかったけれど、小さな丸い葉の固まりがそんな風に開く様は、初めてポップアップブックやブックスカルプチャーを目にした時と同様の感動があった。まるで手品みたいだとわくわくした。お茶には口を付けなかったが、もう一度花開く瞬間が見たくて何回か強請ねだって新しいカップにお湯を注いで貰った。

　緑の草が一本一本、触しよく手しゆのように揺ゆらめいて、隠かくしていた秘密を暴あばくように赤い色彩が生まれる様は、神秘的だった。

　だけどカラフルな手の持ち主が誰だれだったかという肝かん心じんな部分は、未いまだに何一つ思い出せない。

　一番古い記憶は生まれ落ちる瞬間のもの、その次は学校に入学するために、空港に降り立ったときのものだった。丁度、今のように。

「遠いところまでありがとう」

　バゲージトラブルの手続きを終えて、空港を出ると友人が待っていた。

　奥さんの好みとしか思えない、サックスブルーの可愛かわいらしい車の横にちょこんと立っているのを見て「こっちこそ、結けつ婚こん式の前日なのに悪かったね」と声を掛かける。

「いいって。わざわざ来てくれたんだから足ぐらいにはなるさ。急だったけど、参加してくれて嬉うれしいよ。俺側の参加者が少なくて肩かた身みが狭せまかったんだ」

　わざわざシチリアで式を挙げる古い友人のために海を越こえて出向いたのは、決して友情のためばかりではなかった。日本支社に属していると言っていた紫が、海を越えた先までついてくるかという疑問を試ためしてみたかったからだ。そのために貴重な猶ゆう予よ期間の一日を移動に費やしたが、後こう悔かいはなかった。現に、紫はここにはいない。

「あらためて結婚おめでとう」

「うん、なんか照れるな」

　にこにこと笑顔の彼の車に乗り込んでから食事をしていないと言うと、ホテルではなくレストランに連れて行かれた。懐なつかしい思い出話をしながら彼が勧すすめるメニューを口にした。

　しかし和なごやかに会話しながらも、視線をそれとなく窓の外や、レストランの店内に巡めぐらせる。

　海を越えた場合の罰ばつ則そくは聞いていないから、問題はないだろう。

　飛行機の中にも、降り立った空港にも紫の姿はなかったが、先日山梨に突とつ然ぜん現れた事を考えると、今回もそのパターンになる可能性がある。

「今は日本にいるんだっけ？」

　油断なく周囲に視線を向けているときに問い掛けられ、軽く頷うなずく。

　俺は学生時代をイギリスで過ごした。子供の頃ころは母親もこちらで一いつ緒しよに暮らしていたが、十三歳で寄宿舎付きの学校に放り込まれて、母親は帰国してしまった。日本に帰るのは長期休きゆう暇かだけだったが、現地に親しん戚せきや友人がいたのでそれほど孤独を感じなかった。

　目の前に座っている友人はその頃の同級生だ。卒業以来付き合いは途と絶だえていたが、何年か前に偶ぐう然ぜん再会してから、年に数回メールを送り合っている。

　前回貰もらったメールには、明日行われる結婚式の事が書かれていた。

　ウェディングレジストリの中から適当なプレゼントを選んで贈ったときは、式に参加するつもりはなかった。友人も、俺に参加をして貰おうとは思っていなかったはずだ。

　しかし「イタリアに行く用事が出来たから、顔を出してもいいかな？」と電話で聞いた時は驚おどろいていたが、歓かん迎げいしてくれた。こちらの式は日本と違ちがって、堅かた苦くるしくなくていい。

　シチリア式だったら面めん倒どうだったが、教会で誓ちかった後は新にい妻づまの実家でガーデンパーティだと聞いてほっとした。友人に断られたり、面倒な式だったらロンドンで旧友と会うか、ニースでぼんやりと過ごすつもりだった。

「結婚後はシチリアに住むの？」

「住むのはトリノ。ここは妻の親族が多いし、二人の思い出の場所だからね」

「そう。でも何も三月にやる事は無かったんじゃない？　別の時期なら他の連中も祝いにかけつけられたと思うけど」

「妻の母親が病気で、大きな手術を控ひかえてるんだ。成功確率がとても低くてさ、それで本人が手術の前にどうしても娘むすめの花はな嫁よめ姿すがたが見たいって希望で。妻は手術が成功してから式をあげたいって言ってたんだけど、結局その前にやることになったんだ。後は個人的な理由でさ」

「そうか。それは大変だな」

「明日は車くるま椅い子すで参加してくれるんだけど、本人は車椅子でもワルツぐらいなら踊おどれるって言ってるよ。もしダンスを誘さそわれたら、相手してあげてよ」

　先程までの重い雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばそうとするような笑え顔がおに、俺も愛あい想そ笑いを返す。

「でも、よく来られたな。仕事忙いそがしいんじゃなかったのか？　お前のシステムって、今流通してる携けい帯たいの殆ほとんどに入ってるんだろ？　凄すごいよな。考えてみれば俺達がラグビーに夢中だった頃、お前は自作のシステムを企き業ぎように売り込んでたもんな」

「その歳としで大学教授も凄いと思うよ」

「ありがとう。でも小さい大学だしさ。宗教人類学ってあんまり人気がないから働き口があるだけ有あり難がたいんだけど給料は厳しいよ」

「宗教人類学？」

　大学の教授になったとは聞いていたが、科目は初めて耳にした。

「それ、死神の研究もする？」

　トマトソースを纏まとったフェデリーニをフォークに絡からめて、何気なさを装って尋たずねる。

「死神？　もしかして横死しそうになったときに臨死体験でもしたのか？」

　どうやら、俺が九死に一生を得た話は彼の耳にも入っているようだ。

「どんな格好だった？　歳は？　声は？　どんな事を言っていた？」

　幼少期をイギリスで過ごしたせいか、友人は幽ゆう霊れいや妖よう怪かいに対する興味が人一倍強い。

　学校内の霊れいが現れると噂うわさされるスポットに一晩泊とまり込んで、他の連中に当人が霊だと勘かん違ちがいされた事もあった。

「どんなって……」

　そう口にしたときに、視線を感じて周囲を見回す。

　ピークタイムを外しているので、店の中には俺達しかいない。しかし窓の向こう、曇くもった空の下に真っ直すぐ立って、通りからこちらを眺ながめている紫を見つけた。

　俺を待っているはずなのに、所在なげな様子はなく、周囲を興味深そうに眺めている。どことなく景色を楽しんでいるようにすら見える男は、相変わらず黒いスーツを着ていた。

　どうやら死神は海を渡わたれるようだ。彼がどの程度の距きよ離りの音を拾えるのかは知らないが、キスをいくつか試す提案をして協定関係を結んだのに、ここで機き嫌げんを再び損そこねられても困る。

「見てないけど。子供の頃に〝死を免まぬかれた者の魂たましいを狩かる死神〟の童話を読んだことがあって」

「なんだ。期待させないでくれよ。でも、要がまさか死神を信じているとは思わなかった」

「信じてはいない。でもあらゆる地域のフォークロワに登場するって事は、実在するって事なんじゃないのかなって。じゃなきゃ、多発的にそれに纏まつわる話がでると思えないしね」

　友人は面おも白しろそうに笑ったまま、ピザの最後のピースを食べ終わると、近づいてきた店員に「アメリカーノ」と注文する。

　彼女は空になったカップを持って立ち去り、しばらくしてコーヒーを入れて戻もどってきた。

「多発的な伝承が肯こう定てい的な証明に繫つながると考えるのは、論ろん拠きよが弱いよ。昔、地球は平たくて端はしからは海が零こぼれていると考えられていた。あらゆる地域でね。でも違った。昔、天は動くと考えられていた。でも、実際動いているのは我々が立っている地面の方だった。そうだろう？」

　普ふ段だんは気楽な友人だが、専門分野の話をするときは教師のような口調になる。お陰かげで、学業成績の優ゆう秀しゆうさを笠かさに着て、遊んでばかりいた学生時代の事が不意に蘇よみがえった。

　一緒に馬ば鹿かみたいな事でふざけて盛り上がっていた奴やつが教授になり、結婚までするなんて感かん慨がい深い。

「なるほど、それはそうだな」

　けれど死神は、どうやら実在する。

「でも確かに彼らに関する話は多いね。もし死ぬときには是ぜ非ひ会ってみたいよ。蠟ろう燭そくや鎌かまを本当に持っているのか、賄わい賂ろが効くのか確かく認にんしたいからさ」

「賄賂？」

「死神に賄賂を送って寿じゆ命みようを延ばして貰ったり、死ぬ予定の人間を交こう換かんして貰ったりっていう話はよく聞くだろ？　元は西せい欧おうの童話だけど、日本に落語として伝わった話にもそういう描びよう写しやがある。死神に便べん宜ぎを図はかって貰うのはどこの国でもよくあるエピソードだよ」

　心当たりがなくて首を傾かしげると、友人は簡単に落語のストーリーを説明してくれた。

「他ほかにも、財産や娘を死神に贈おくる事で、死を先延ばしし続けた老人の話や、死神と結婚する事で永遠の寿命を手に入れた女性の話もある。尤もつとも、死神と取り引きした人間の末路は、不幸になるパターンが多いけどね」

　それなら死神と交こう渉しようしている自分も、いつか不幸な死を遂とげるのだろうか。

　ちらりと外に視線を向けると、知らぬうちに雨が降っていた。

「酷ひどくならないうちに行こうか？　今日は色々やることがあるんだ」

　コーヒーを急いで飲み干した友人が、そう言って立ち上がる。

　会計は俺が持った。結婚式の前日にわざわざカターニアの空港まで迎むかえに来させてしまった事の詫わびだ。お釣つりを貰って店の外に出ると、友人が助手席のドアを開けて待っていた。

「ちょっと行きたいところがあるから、ホテルまでは自分で帰るよ」

「分かった。じゃあ、明日よろしく」

　友人はそう言うとコンパクトな車に乗り込んで、走り去っていく。雨は徐じよ々じよに強まっていた。

　レストランのテラス席を覆おおう赤い雨あま除よけのキャンバスが、雨のせいで楽器みたいに音を立てている。外にいたら必然的に濡ぬれてしまう。

　そんなことは自明なのにも拘かかわらず、紫は通りの向こうの歩道で微び動どうだにせずに立っている。直立不動の様は、顔の良さも相まってまるでマネキンのようだ。

　車が来ないのを確認して、石いし畳だたみの道路を渡って近づく。

　わざわざ声を掛かけなくても、俺が移動したら自然と付いてくるだろう。もしかしたら先回りしているかもしれない。それは分かっていたが、何となく放って置けなかった。

「こんな所じゃなくて、どうせなら軒のきのある所にいろよ」

　死神は俺の呟つぶやきを無視して、「秘密を喋しやべりかけましたね」と咎とがめるような視線を寄よ越こす。

「どれだけ地じ獄ごく耳みみなんだよ。お前」

　雨のせいで髪かみが濡れていた。毛先からぽたりと雫しずくが滴したたるのを見て、「行くぞ」と声を掛ける。

　死神はすぐには動かない。数歩遅おくれて付いてくるつもりなのかもしれなかったが、後で振ふり返って確認するのが面倒で、腕うでを摑つかんで先さき程ほどの店に戻る。

　無口な女性の店員にチップを渡して、タクシーを頼たのんだ。

「指先が冷たくなってる。何か頼むか？」

　紫は少し不思議そうな顔で「いえ」と断る。

　それを聞いて、そういえば食事は必要としないと聞いた事を思い出す。一体動力源は何なのか、いつか聞いてみたいと思いながら、雨を滴らせる男に持っていたハンカチを渡した。

「あなたは、珍めずらしい方ですね」

　お前の方が余程珍しいと言おうとして止やめる。紫の言葉には続きがある気がした。

「対象者からハンカチをお借りするのは、初めてです。寒いかどうかを心配されたのも」

「痛覚があるなら、温度差だって感知できると思ってね」

「確かに、出来ます。でもそれを気き遣づかわれた事はなかった」

　他の人間にとって死神は自分を死に導く悪者だ。少なくとも七日後には、必ず自分を殺そうとしている相手を前にして、打算抜ぬきで親切に出来る人間は少ないに違ちがいない。

　俺自身、どうして自分が死神に対して悪い感情を抱いだけないのか、不思議だった。元々生に対する執しゆう着ちやくがあまりないせいなのかもしれない。もしくは酷ひどいやり方でも、悪夢で魘うなされたときに起こして貰もらった恩義を感じているのだろうか。自分の事なのに、理由が分からなかった。

「寒いなら入ってくれば良かったのに。今までだってそうしていただろ？」

　俺を殺す場面を目もく撃げきされるのは困るようだが、それ以外は姿を見られることに関して頓とん着ちやくしている素そ振ぶりはない。

　現に、俺が別の人間と一いつ緒しよにいるときでも、わざわざ会話に割って入ってきていた。

「ここには初めて来たので、珍しかったんです」

「シチリア？」

「はい。我々の行動範はん囲いは対象者次し第だいです。基本的に死を前にした人間は、動いたとしても親しい人間を訪ねたり縁ゆかりの地に赴おもむく程度で、それほど積極的には移動しません。中には現実を受け入れられずに、部屋の中で猶ゆう予よ期間を全すべて使い切って仕し舞まった方もいました」

　確かに、寿命があと七日だと言われて「海外旅行にでも行こう」と思う人間は、そう多くないだろう。ましてシチリアなんて、移動時間だけで二日潰つぶれる。

「空気が色付いて見えます。海も空も日本の色とは根本的に何か違うんですね」

　それは死神なりの表現なんだろうか。そういえば以前、日本は湿しつ度どが高いせいで色の彩さい度どが低くなるというのを、誰だれかに聞いた気がする。一体、誰だっただろうか。

　思い出せないが、少しだけ柔やわらかくなった表情を見て、好意的に感じているのだと判断する。雨模様の景色でさえ興味深そうに眺めている様が、新しん奇きな物に夢中になる子供と同じに思えて「もしかして君たちの住む世界に雨は降らないのか？」と尋ねる。

「我々の世界の構造は、恐おそらくあなた方には理解できません。ですが、確かに雨は降りませんね。大変興味深いです」

　自分の指先に雫を纏わせている紫を、店員は奇き異いな物を眺めるように見ていた。実際、俺も成人男性がスーツのまま好んでずぶ濡れになっていたら、頭の状態を心配するだろう。

　しかし至し極ごく楽しそうな様子を見ていたら、そんな周囲の視線なんてどうでもよく思えた。

　しばらく待っていると、タクシーが停とまる。車に乗り込むとき、紫は付いて来なかった。

「紫」

　名前を呼ぶと死神は少しだけ不思議そうな顔をしたが、開いたドアの内側に乗り込む。

　ホテルに着くまではお互たがい話さなかった。

　紫が雨に濡れていたので、ホテルの部屋に入ってすぐに風ふ呂ろを勧すすめる。

「風邪かぜは、引くのか？」

「それはありえません」

　殺しても死なないというのが本当なら、ウィルスにも感かん染せんしないのだろう。便利な体だ。

　老ろう衰すいもないのだろうかと考えていると、紫が歩いた後にてんてんと足あし跡あとが出来ていることに気付く。髪も服も雨を含ふくんで随ずい分ぶんと重そうに見えるし、元々薄うすい唇くちびるの色がさらに薄くなっている。

「とりあえず、風邪は引かなくても風呂に入っておいでよ」

　寒さが認識できるということは暖かさも認識できるだろう。

「使い方が、よく分かりません」

「使い方って、風呂の？」

「はい」

　素す直なおに頷うなずく紫に、ますます死神の世界がどうなっているのか気になる。

　しかしどうせ訊きいても「あなた方の概がい念ねんでは理解できない」と返されるであろう事は、想像に易やすい。それに体調を心配された事がないなら、風呂を勧められた事もないだろう。

「じゃあ、風呂は俺がいれてくるから、とりあえず濡れた服を脱ぬいでよ」

　バスタブに湯を落とすために、風呂に向かう。

　浴室の窓はステンドグラスになっていた。青と黄、白の色ガラスでユリの花が描えがかれている。

　オーシャンビューには拘こだわらないが、どうせなら風呂からも海が見えるように作ればいいのに、と思いながら鎖くさりを捻ひねって、丸いミルクボウルのようなバスタブに詮をする。

　こんな簡単な事が分からないという紫が意外だった。

　蛇じや口ぐちから勢いよく湯を落とした後は、洗面台に並べられていたシャンプーやボディソープをバスタブの縁の分かり易い所に置く。

　しばらく待って、ある程度湯が溜たまっても紫が来ないので部屋に戻もどると、そこには誰もいなかった。

　普ふ段だんから現れたり消えたりする男だ。もしかして元の世界に戻ったのだろうかと考えていると、湿しめった風を頰ほおに感じた。バルコニーに通じる窓が開いている。

「お前、何してるんだよ」

　室内から顔を出すと、紫が指先を雨に濡らして遊んでいた。

「海にも雨が降るんですね。初めて見ました」

　庇ひさしのある部分にいるので直接雨には打たれていないが、室内よりは当然寒い。

　三月のシチリアは、太陽が出ているか出ていないかで随分気温に違いが出る。空は空港に着いたときから曇くもっていたので、今日はずっと肌はだ寒ざむかった。

「海？　もしかして好きなの？」

「海が嫌きらいな者なんていないでしょう」

「いや、死神の性質なんて知らないよ。人間はたぶん海が嫌いな奴やつもいるんじゃないかな」

　俺がそう言うと、紫は「何故なぜですか？」と至極不思議そうに首を傾かしげる。

「逆に、どうして海が好きなの？」

　紫は一度ちらりと海を見て、考え込むように先程とは逆方向に首を傾げる。その様子がどこか幼く見えた。

「海は逃にげないから、風呂に入ってから見なよ。早く入らないと、湯が冷める」

　しばらく待っても答えを見付けられないようだし、俺もどうしても知りたいわけではなかったので、黙だまり込んでいる紫を促うながす。紫は大人しく室内に足を踏ふみ入れた。

　相変わらず足跡を付けながらバスルームに向かう背中を追い掛ける。

「使い方は簡単だ。そっちの蛇口を捻るとお湯、こっちは水が出る。何か質問は？」

　紫はネクタイを解きながら「とくにはありません」と言った。

　すると着衣どころか、靴くつを履はいたままバスタブに入ろうとしたので慌あわてて「ちょっと、待て」と腕を摑んで止める。わざとやっているのかと思ったら「何か？」と不思議そうに尋たずねられた。

　風呂の使い方が分からないというのは、こういうことかと納なつ得とくした。

「服は脱げって言っただろう」

　紫は長めの瞬まばたきをした後で俺の顔を見て、それから自分の体を見下ろす。

「ああ、そうでしたね。あなたたちはこういうときに裸はだかになる」

　意味深な発言をして俺の横にいた女性を退けたり、抽ちゆう象しよう的な言こと葉ば遣づかいで秘書の誤解を招くことはできるのに、風呂に入れないなんて意外だった。どうも彼らの知識には著いちじるしく偏かたよりがあるらしい。

　紫は大人しくジャケットを脱いだ。見た目通り水を吸った分だけ重くなったそれを、引き取る。クリーニングに出すために、部屋のクローゼットからランドリーバッグを探してバスルームに戻ると、紫はシャツだけ羽織った姿で、袖そで口ぐちのボタンと格かく闘とうしていた。

　ジャケットどころかシャツまで濡ぬれているようだ。俺が気付くよりもずっと前から、雨は降っていたのだろう。もっと早めにレストランを出るべきだったと後こう悔かいする。

　───結構筋肉がついてるから、女の子みたいな足じゃないんだけど。

　肌はだに張り付いたシャツが艶なまめかしく見えて、裾すそから伸のびる白くて長い足に目を奪うばわれる。

「なんですか？」

　視線に気付いた紫が首を傾げた。苛いら立だっている様子なのは、同性にじろじろ見られているからではなく、ボタンが上手うまく外れないせいだろう。

　見み掛かけに似合わず不器用なのかも知れないと思い、「貸して」と言った。

　躊躇ためらいがちに伸ばされた腕うでを取って、白くて丸いボタンを外す。もう片方の腕もそれをすると、紫は「濡れてなければ私にだってできます」と負まけ惜おしみを口にした。

　からかうつもりはなかったのに子供じみた対たい抗こう心を覗のぞかせるから、思わず笑ってしまう。　>>>♥







「笑いましたね」

　咎とがめるような口調に「いいから、ほら。早く」そう言って、シャツを手から奪った。

　そのとき紫が下着をつけていない事に気付く。

「え」

　そういう趣しゆ向こうの男女がいる事は知っている。

　ラインが出るのが嫌いやで面積が小さい物も苦手だから、という理由でパンツを穿はく際に、下着をつけない女性にも会った事がある。締しめ付けられるのが苦手で穿かないという男性の知り合いもいるが、まさか紫が下着をつけていないとは思わなかった。

「なんですか？」

　紫は俺が固まっている理由が分からないのか、不思議そうに首を傾げ尋ねてくる。

　股こ間かんには薄い陰いん毛もうと平均的なサイズの男性器が付いていた。男同士で意識する必要なんてないはずなのに、ひどくいやらしい物を見ている気がした。

　先さき程ほど、足を見ていたときと同じく、抗あらがいがたい誘ゆう引いん力を感じて目を向けてしまう。

　しかしいくら相手が死神とはいえ、他人の性器を眺ながめるのは失礼だ。

　いや、そもそも普段なら同性のそんな物を見たいとも思わないはずなのに、何故か視線を離せない。

「……なんですか？」

　俺の視線がどこに向いているのか気付いたのか、先程より非難めいた口調で問うと、紫が気まずそうに身み動じろぐ。年とし端はもいかない子供が、性的な感情を向けられて臆おくする様子に似ていた。

「えっと、その、なんで下着つけてないの？」

「必要ないので」

「え？」

「こちらの世界に溶とけ込むための格好は、それで充じゆう分ぶんです」

　それ、とランドリーバッグに突つっ込んだ衣服を紫が顎あごで指す。

「あ、そう、なんだ」

「はい」

　確かに下着をつけていようがいまいが、一いつ般ぱん社会には溶け込める。

　そういう観点から言えば、確かに必要ないのかも知れない。

「なるほど」

　無理矢理自分を納得させて、異様に色気を感じる裸ら体たいから視線を剝はがして背を向ける。

　紫は俺の視線がなくなった途と端たんに、ぺたぺたとタイルの上をバスタブに向かって歩く。

　風呂に浸つかっている姿を見たいと思ってしまった自分に戸と惑まどいながら、重くなったバッグを持って部屋に戻る。それからふと、紫は明日の結けつ婚こん式に来るのだろうかと考えた。

　ただでさえ死神が結婚式に顔を出すなんて縁えん起ぎが悪そうなのに、黒い服では余計に不ふ吉きつ感が演出されそうだ。いや、黒い服で出席すること自体は何も問題はないのだが、死神と黒い服という組み合わせは葬そう式しきしか連想できない。

「験げんを担かつぐ方じゃないんだけど、紫が黒い服で結婚式に行くっていうのが、なんかな」

　どうせ俺以外、彼が死神だとは知らないが、それでも友人夫ふう婦ふに申し訳ない。せめて喪服のような格好はやめさせよう。

　そう思って財さい布ふを手に部屋を出る。来る途と中ちゆうに目に入ったブランド店に車で向かい、そこの店員にフォーマルなジャケットを幾いくつか見み繕つくろって貰もらった。

　体格はそれほど変わらないから、俺が試着して紫に合いそうなダークブラウンの三つ揃ぞろいと、シルクのネクタイ、白いシャツを購こう入にゆうした。ホテルに戻るまで、三十分もかからなかったと思う。

　フロントを通りかかると、声をかけられた。

　バゲージトラブルで行方ゆくえ不明だった荷物が届いたと配達員に言われ、受取証にサインをする。

　配達員を労いたわった後で、ポーターと一いつ緒しよに部屋に向かう。

　ドアを開けた後で、チップと一緒にランドリーバッグを渡わたした。

　持って帰ってきたスーツをワードローブに吊つるしてから、バスローブに関して説明していない事を思い出して浴室のドアを開けて、目を瞠みはる。

「何したの？」

　目の前の光景に呆ぼう然ぜんとした。そこら中、水みず浸びたしの泡あわだらけになっている。

　一体何をどうすれば、普ふ通つうに風ふ呂ろに入るだけでこんな状態になるんだ。

「使い方がわからなかったんです」

　水浸しのタイルを歩いて近づくと、泡まみれのバスタブの中で紫が掌てのひらの上のハンドルをもてあまして途と方ほうに暮れていた。

「いくら蛇口を捻ひねっても、止まりませんでした」

　恐おそらく止める方じゃなく開く方に捻り続けた結果、蛇口のハンドルが取れたのだろう。剝むき出しになっているネジの部分に、紫の手から取ったハンドルを被かぶせる。くるくると回してはめて、蛇口を締める。水流が止まってから紫の顔に視線を向けると憮ぶ然ぜんとした顔をしていた。

　それが面おも白しろくて噴ふき出すと、紫が「蛇口を捻る方向に関しては、何も聞いていません」と口にする。だから責任は俺にあると言いたいらしい。

　普通左に回して駄だ目めなら右に回すだろうと思ったが、あえて指摘しなかった。

　泡については空になった幾つかのボトルから、推察できた。

　このままシャワーを使えば、また溢あふれ出すのは明白なので、腕を捲まくってバスタブに手を突っ込んで詮を回して弛ゆるめる。途端に水が吸い込まれて、浮うかんでいた泡が徐じよ々じよに下がっていく。

　それを待ってからシャワーのコックを捻ると、上から降り注ぐ水流のせいで泡にまみれていた紫の体が顕あらわになる。先程も目にした、男の裸だ。何も慌てるような物じゃない。

　分かっているが見ているとおかしな気分になりそうで、視線を逸そらしてシャワーのノズルを紫に持たせる。

「とりあえず泡を流したらタオルで体を拭ぬぐって、そこにあるバスローブを着る。分かる？」

「……馬ば鹿かにしないでください。私だってそれぐらいは分かります」

　蛇じや口ぐちの湯を止める事すら出来なかった奴やつにしては、自信満々にそう言った。

「じゃあ、分からなかったらまた呼んで。できれば床ゆかが水浸しになる前に」

「……あなたが買い物に行かなければ、呼んでいました」

「俺が買い物に行ったって、なんで知ってるの？」

　ふと疑問に思って尋ねると、紫は「見ていましたから」と答える。

「見てたって、どういうこと？」

「鏡です。私達は鏡を通して、対象者を監かん視しする事が出来ます。フィッティングルームの鏡や、車のルームミラー、そういう物を〝眼め〟にする事ができるんですよ」

　いつどこにいても、誰だれかに見られているような視線を感じていた理由が分かった。

　得意げに言った紫に「フィッティングルームは知っているのに、蛇口の止め方は知らないって面白いね」と返す。今まで仕事中に、誰かが蛇口を使う様を見たことがないのだろうか。

「あなただって、私達の世界の事は何一つ知らないでしょう？　他の世界に対する知識が乏とぼしいのは当たり前です。あなたが常識だと信じているものは、狭せまいコミュニティの中でのみ、通用する知識に他なりません」

　でも死神の存在すら知らなかった俺とは違ちがって、お前はこっちの世界で仕事しているんだから蛇口の止め方ぐらい知っててもいいんじゃないかと言い返す事はできたが、しなかった。

「蛇口一つでそんなに熱くなるなよ。別に責めてないだろ？」

「熱くなってません」

　どう考えてもむきになっている。そんな紫をつい可愛かわいいと思い、そう感じてしまった事に焦あせる。不ふ埒らちな意味ではなかったのに、可愛いと思ったらどんどん減っていく湯と、シャワーのお陰かげで顕わになる体を見ていられなくなり、口論を止めて立ちあがる。

「確かに、ちゃんと説明していかなかった俺が悪かったよ」

　俺が折れる形で、練り絹のような肌から視線を逸らして、バスルームを出た。

　スーツケースを開けて中を確かく認にんし、明日着るスーツをハンガーに掛けていると、またぺたぺた音がする。振ふり返ると紫が素す足あしで近づいてきた。

　ふと、着ているバスローブの紐ひもがおかしな事になっていると気付く。

　蝶ちよう々結びとも固結びとも違う。呆あきれながらも、色々と間ま違ちがっているのにやけにきつく結んでありそうな結び目に手を掛かける。

「なんですか？」

　警けい戒かいした声に「結び直すよ」と告げて、それを解く。ネクタイはできるのにどうして、とまた新たな疑問を覚えながら、はらりと一いつ瞬しゆん開きかけた合わせ目を慎しん重ちようにたぐり寄せる。

　臍へその窪くぼみが僅わずかに目に入って、落ち着かない気分にさせられた。

　生まれて初めて人間以外に欲よく情じようしそうな事に戸惑いを感じつつ「鏡で監視できるなら、いちいち姿を現さなくてもいいんじゃないの？」と問い掛ける。

「姿を現すことで、見張られているという意識を対象者に持たせる事ができます。人間はすぐに緊きん張ちよう感かんを失って、余計な事を喋しやべる生き物ですから。特にあなたは口が軽そうです」

　実際、今日も友人に暴ばく露ろしかけたのだから、否定はできない。

　結び終えて顔を上げると、紫と視線が合う。結局、髪かみは濡ぬれたままだ。

　一応タオルでは拭ふいたみたいだが、まだ湿しめっている。ドライヤーで整えてやらなきゃな、と考えて自分が珍めずらしく他人の世話を率そつ先せんして焼いている事に気付く。風呂を入れて、服を買いに行って、バスローブを着せて、これからドライヤーをかけるところまで、殆ほとんど無意識にやろうとしていた。口を開けばいけ好かないことばかり言う死神相手に、どうして甲か斐い甲が斐いしくしているのか自分でも疑問だった。放って置いても、風邪かぜはひかないと聞いた。

　そもそも死神が風邪をひいたとしても俺は困らない。なのに手を伸のばして触ふれた指先にしっとりと馴な染じむ髪が、折せつ角かく風ふ呂ろに入らせたのにもう冷たくなっているのが気にかかった。

　柔やわらかな髪を弄もてあそびながら、眼を見たまま唇くちびるを合わせると痛みが走る。

　だけど痛いキスには慣れてしまった。舌で相手の唇に触れると紫の瞼まぶたが落ちる。

　キスをするときに忠実に最初に告げたルールを守る相手に、腹の底がぞわりと熱くなる。

「ん」

　欲情なんてするつもりはなかったのに、鼻にかかった声が聞こえて、意図せず頰ほおに触れていた手で強く相手の顔を自分の方に引きよせる。もっと深く入っていきたい。

　苦しそうに体を強こわ張ばらせた紫が、唇を開けて息を吐はき出す。それを許さずに再び唇を塞ふさぐ。

　舌を吸い出して、やわく歯を立てる。すぐに逃にげ出した舌をもう一度追い掛けて、相手の口内で触れた。音を立てて唾だ液えきを吸って、唇を離はなさないまま柔らかで熱いキスを楽しむ。

　俺にとっても紫にとっても感情を伴ともなわないはずだったキスに、今では夢中になっていた。

　背中に回した手で、薄うすいバスローブ越ごしに体からだを撫なでる。女性と違い柔らかくはない。

　それなのに直接触れたいと思った。自分の腹に密着するよう抱だき寄せて、先さき程ほどまでバスルームを満たしていた甘いソープの残のこり香がを紫の体から吸い込む。喉のどが渇かわくな、と相手の舌を柔らかく嚙かみながら思った。じわ、と滲にじんだ唾液をどちらの物かわからないままこくりと飲み込む。

「ぁ」

　不意に目の前の唇から漏もれた声に、背中が震ふるえた。もっと聞きたくなる。

　何も知らない紫に、俺が色々なことを教えると考えただけで興奮した。

　死神相手に、馬鹿な事を考えているとは思うが、目の前の体に触ふれたいという欲よつ求きゆうは誤ご魔ま化かしようもなく膨ふくらんで、つい相手の足の間に自分のそれを入れて腰こしを強く引きよせた。

「っ」

　びくりと、目の前の体が震える。舌を強く吸うと「ふ」と声が聞こえた。

　紫の舌が、寄り添そうように俺の舌に這はわされる。些さ細さいでも初めて見せた積極的な動きに、ついキスが激しくなった。これが最後というわけでもないのに、唇を離すのが惜おしくなる。

「もう苦しい、です」

　しかし夢中になっていると、ぐっと強い力で肩かたを押される。不意を衝つかれて唇が離れた。

　紫は自分の口を手で覆おおう。うっすらと頰が上気していた。

　酸欠のせいだけでないのは、ぎこちない舌の反応から知っていた。気持ち悪いと言われた日から、こういうキスをするのは何度目だろうか。紫は俺の体の一部を自分の中に受け入れる事に、快感を覚え始めている。それを唇を通して知った。

　上気した頰と、自分の反応に戸と惑まどうような表情が、自うぬ惚ぼれじゃないと教えてくれる。

「あなたは、色々な種類があると言ったのに、このキスしかしませんね」

　紫の咎とがめるような言い方に「効果があるみたいだから」と、平然と噓うそを吐ついた。

　本当は、俺がしたいだけだ。重ねるたびに、紫の体から力が抜ぬけるまでの時間が早くなるのが嬉うれしくて。初うい々ういしい反応が心地ここちよくて、堪たまらなくなる。

「キスをする度たびに痛みが薄れて来てるだろ？　きっとこの痛みがなくなったときに、初めてキスは効果を発揮すると思うんだよね」

　慣れたせいもあるが、痛みが薄れているのは事実だ。可能性は強あながちなくはない。それはそれで構わない気がした。ホテルの屋上で、初対面の時に呟つぶやいた言葉は本当だ。

　最初は嫌いやだったが、これだけ綺き麗れいなら男の死神にキスで命を奪うばわれるのも、悪くはない。そう考えてしまうのは、秘書が懸け念ねんした通り、ハニートラップにはまっているせいかもしれない。

「紫が言っていただろう？　他の対象者とキスをするときは痛くないって」

「……確かに、その可能性は低くないですが」

　気まずそうに紫が視線を伏ふせるのを見て「何か都合が悪い事でもある？」と尋ねると、歯切れが悪そうに「いえ」と答える。

　無む垢くな子供に悪い事を教えているような、後ろ暗い喜びを感じながら「じゃあ、続けていいよね？　まだ一時間には足りてないし」と同意の要いらない確認をして、再度唇に触れる。

　唇が合わさる寸前、紫が身み震ぶるいした。腕うでの中の相手を性の快感に目覚めさせようとしながらも、その実は相手の体温を味わう度に、溺おぼれそうになっているのは俺の方だ。

　そのうちキスの痛みすら、快感にすり替かわってしまう気がした。










『もうあまり時間がない。でも終わりがあるから、楽しめるんだよ。こんな難しい話は、まだ分からないかな？』

　そんなことを俺の手を引きながら言ったのは、誰だっただろうか。

　最近は頻ひん繁ぱんに昔のことを思い出す。どれも曖あい昧まいな物だ。いつの記き憶おくかもわからない。ふっと浮うき上がって、摑つかめそうだと思って手を伸ばすと指の先に触れた瞬しゆん間かんに、儚はかなく崩くずれる。

　残ったのは澱おりのような断片だけで、そこから何かを読み取ることはできなかった。

「あなたは黒じゃないですか」

　不意に思考を遮さえぎるように、紫が何度目かの文句を口にする。

　黒は辛しん気き臭くさいから、と着き替がえさせた新しいスーツは紫に良く似合っていた。

　俺はガーデンパーティの会場になった庭園の隅すみで、紅茶を手に「たまには黒以外の色もいいだろ？」と紫をいなす。

「それに死神が黒を着るのと、俺が黒を着るのは意味が違うだろ？」

「死神が何を着ても、本質は変わりません」

　不服そうな顔で、自分の着ている服を見下ろしている。

　その袖そで口ぐちのボタンが、外れているのを見て、つい手を伸ばす。

　紫は俺がボタンを嵌はめようとしている事に気付いても、何も言わずにされるがままだ。

「だけどお前が教会に入れるとは思わなかったよ」

　結けつ婚こん式に誘さそったのは、遠くから監かん視しされるのが居い心地ごこちが悪かったからだ。

　昨日のように雨の中じっと待たれるのは嫌だった。紫は俺が『一いつ緒しよに行くよ』と誘ったときに、驚おどろいたように瞬まばたきをしたが特に反論はないようだった。

「教会でも海を越こえた場所でも、関係ありません。私達はどこにだって入って行けます。それが対象者の行き先ならばですが」

「十じゆう字じ架かを見ると弱ったりとかないの？　銀の弾だん丸がんも効果なし？」

「私のことを、吸きゆう血けつ鬼きや狼おおかみ男と同列に扱あつかわないでください。あちらはフィクションです」

　俺からすれば、死神だってフィクションの産物だった。

　死神がいるのだから、それらの生き物がいたとしても構わないんじゃないかと、ホテルを出たときから機き嫌げんの悪い横顔を眺ながめていると、庭の中央に設しつらえられたステージで演奏が始まった。

　プロなのか、それとも新婦の知り合いなのかは分からないが、華はなやかな衣装の女性達が、弦げん楽がつ器きでユーモレスクを奏かなでている。

　バイキング形式のガーデンパーティは、主役の到着を待たずに開始されたようだ。

　ドレスとモーニング姿で教会で愛を誓ちかった二人は、もうすぐ現れる。俺達来らい賓ひん客は一足先に昼食をとっていた。席次なんて面めん倒どうな物はなく、銘めい々めいが顔見知りと楽しそうに話している。

　紫は佇たたずんでいるだけで雰ふん囲い気きがあり、死神なのにビザンティン調の教会の荘そう厳ごんな空気が似合っていた。それが目を引いたのか、こちらに会場を移動してからは、何人かから声をかけられたが、紫が無表情のまま何も言葉を返さずにいたので、いつのまにか俺も含ふくめて「言葉の通じない外国の方」扱いされている。

　小さな女の子がトレイに乗せて運んできたカンノーロを受け取るときも、紫は会え釈しやくはしたが声は出さなかった。その菓か子しは未いまだに彼の右手にある。紫は一向に食べる気配がないから、仕方なく俺が受け取って食べた。味は良いが、少し甘すぎる、流石さすがに二個は多かったな、と指先についてしまったクリームを舐なめ取っていると、紫がじっとこちらを見ていることに気付いた。

　なんとなく唇を見られている気がして、落ち着かない気分になる。

「対象者次し第だいでどこでも行けるなら、どこか行きたい所に連れて行ってやろうか」

　そう言ったのは沈ちん黙もくを破るためだったが、口に出してから紫が行きたいと思う場所に興味を覚えた。

「……どうしてそんな事を言うんですか？」

「シチリアまで出張させた挙げ句、服まで俺の希望を通して貰もらったからその御お礼れいに」

　紫が納なつ得とくできるような台詞せりふを口にすると、しばし眉まゆを寄せて考えてから「海」と返ってきた。

「見るだけじゃなく、泳ぐのも好きなのか？」

「泳ぐつもりはありません。近くで眺めたいだけです」

　ただ海を眺めるだけなんて楽しいのだろうか。疑問に思っていると、大きな歓かん声せいが聞こえた。

　騒さわがしい方を見ると、丁度新しん郎ろう新婦が連れ立って入ってきたところだった。

「おめでとう」

　参加者に礼を言って回る姿を遠目に眺めていると、彼らは最後に俺の方にも近づいて来てくれた。教会で見たときは真しん剣けんな顔をしていたが、今の表情は幸せに弛ゆるみ切っている。

「ありがとう」

　友人はすぐに隣となりにいた奥さんにイタリア語で俺の事を説明した。

　彼がイギリス時代の友達、と俺を紹しよう介かいしたから、彼女は英語で話しかけてくれる。

　日常会話程度ならイタリア語も出来るが、英語の方が気楽で良い。

「日本からわざわざ駆かけつけてくださってありがとう」

　にこやかな美しい笑え顔がおに「こちらこそお会いできて嬉しいです」と返す。

　社交辞令代わりの当たり障さわりのない会話をしていると、友人の目が紫に向けられた。

「友達？」

「そう。昨日偶ぐう然ぜん再会したんだ。観光で来ていたんだけど、イタリアの結婚式を是ぜ非ひ見学したいらしくて、大人しくする事を条件に連れてきたんだ」

　予あらかじめ用意していた噓を口にすると、紫がむっと眉を顰ひそめた。

　連れてきた、と犬みたいに言った事がいけなかったのかもしれない。

　秘書や、映画館で伴ともなっていた女性の前で爆ばく弾だんを落としてくれたときのように、何か余計な事を紫が話すのはまずいと思い、「奥さんは本当にお綺麗ですね。きっとお母さんもお綺麗な方なんでしょうね」と話題を変える。

「ええ、母はとても綺麗な人よ。あそこにいる黄色のワンピースの美人がそう」

　彼女の眼まな差ざしが向かう先を見ると、瘦やせてはいるが晴れ晴れとした笑顔の女性が、車くるま椅い子すの上で微笑ほほえんでいた。人に声を掛かけられる度に、幸せそうな顔で頷うなずいている。

「本当に美しい方ですね。それにとても幸せそうです」

　不意に、紫が「結婚と妊にん娠しんが同時なんて、とてもおめでたいですね」と日本語で言った。

　新婦は理解できなかったようだが、友人は驚いた顔で「あれ？　子供のこと言ったっけ？」と俺を見つめる。どうやら彼から俺へ、俺から紫へとその話が伝でん播ぱしたと思ったようだ。

「あ、ああ」

　聞いた記憶はないが、頷く。友人は安定期に入っていないからまだ身内以外には話していないのだと釘くぎを刺してから、それでも嬉うれしそうに微笑んだ。

　くだらない話をしていると、そのうち件くだんの母親が今日夫ふう婦ふになったばかりの二人を呼んだ。友人はもう一度俺に礼を言ってから、新妻に手を引かれて離はなれていく。

　後ろ姿を見送ってから「どういうことだ？」と紫に尋たずねる。

「彼女のお腹なかには新しい命が宿っていました。口にしたのは軽けい率そつでしたね」

　紫はまるで悪びれる様子もなく言った。

　俺を口が軽いと言う癖くせに、紫自身もつるりと色々と問題のある発言をしている気がする。

「そういうのが見えるのか？　じゃあ、他人の寿じゆ命みようも？」

　俺の質問に紫は無言で肯こう定ていを返す。

　今日初めて会った新婦の母親を見て、「彼女、どれぐらい生きられるんだ？」と尋ねた。

「彼女とは？」

「黄色のワンピースの」

「……孫を目にする事はできます」

　それを聞いて、ほっと肩かたの力ちからを抜ぬいた俺を見て、紫は首を傾かしげた。

「何故なぜあなたが安あん堵どするんですか？　彼女とは初対面なのでしょう？」

「幸せな友人夫婦がすぐに悲しみの淵ふちに沈しずむのは気の毒だと思ってね。それに」

　結婚式が幸せに終わるかどうか、知りたかった。しかし一時期は疎そ遠えんだったから、特別仲の良い友達ではないのに、誰だれもが幸せになる結婚式を強く望んでいる自分に気付いて戸と惑まどう。

　途と切ぎれた台詞に待ちくたびれて、紫は興味深そうに片方の眉を上げると「あなたは他人よりも自分の寿命を心配すべきだと思いますが」と言った。

　確かにその通りだが、未練が残るほど素す敵てきな未来が待っているとは考えられない。

「そろそろ帰るか。もう用事は済んだし」

　曲はいつの間にか、ピチカートポルカに変わっている。陽気に踊おどり始めた人達を見て、紫が誘われる前に連れ出してやろうと思った。恐おそらく、彼はダンスを踊れないだろう。

「たったこれだけのために、何十時間も移動に費ついやすなんて、合理的ではありませんね」

「元々人間は合理的になんてできていないんだよ」

　俺の返答に紫は「私までそれに付き合わされるのは不本意ですね」と言って、着ている服を見下ろす。黒いスーツよりもずっと華やかに見えるが、本人には不評のようだ。

　一番の目的は日本以外の場所にも紫が付いてくるかどうかの確かく認にんだったので、レストランの外にその黒い色しき彩さいを確認したときから、用事は済んでいる。それに友人のことも祝えた。

　普ふ段だんならここでイタリアの美女とホテルに帰るまでが用事の範はん疇ちゆうだが、どんな美女を見ても食指が動かなかった。男とはいえ、とびきり優すぐれた顔を常に傍そばで見ているからかもしれない。

「だからお詫わびに、行きたいところに連れて行ってやるって」

　そう約束して会場を出る。すぐにホテルには戻もどらずに、タクシーを呼んで浜はま辺べに向かった。昨日とは違ちがい暖かな陽気なので、今日はビーチに行くのに向いている。

　紫は車窓から海が見えると、ずっとそちらに視線を向けたまま、目を離さなかった。

　車から降りると、俺の事なんて構わずに浜辺に向かって歩き出す。数歩遅おくれて追いかけた。アドリア海の青々とした色彩は、確かに眺めているだけで心地ここちよい気分になる。

　革かわ靴ぐつの中に砂が入らないように慎しん重ちように足を運んだ。

「入ってみればいいのに」

　波が爪つま先さきまでぎりぎり届くか届かないかというところに立っている紫に、声を掛ける。

「入るんですか？」

　手本を見せるために革靴と靴くつ下したを脱ぬいで、裾すそをロールアップして足を海水に浸ひたす。

　昼を過ぎているお陰かげで、太陽に温められた海水はさほど冷たくはない。むしろ心地よくすらあるそれに「ほら」と、促うながす。紫は躊躇ためらいながらも俺に倣ならった。

「不思議な感覚です」

　そろそろと足を付ける様が面おも白しろい。何も知らない相手に何かを教える行こう為いに、喜びを見いだすのは稚ち児ご趣しゆ味みみたいで嫌いやだったが、実際戸惑いながらも従う紫の反応を見るのは楽しかった。

「来た甲か斐いがあるだろ？」

「日本にも海はあるでしょう？」

「それこそ色が違う」

　紫は俺の言葉に「それは、確かにそうですね」と頷いて、ぺたぺたと波打ち際ぎわを歩き出す。

　波が足を濡ぬらす時は立ち止まり、波が引くとまた歩き出す。行動がヤドカリと似ている。

　追い掛けて「溺おぼれる心配がないなら泳いできてもいいよ」と声を掛けたら「遠えん慮りよします。溺れるのは苦しそうでしたので」という返答が返ってくる。

　もしかしたら、そういう死に方をした人間を見たのかもしれない。

「じゃあ、日本に戻ったらホテルのプールで俺が泳ぎを教えてあげるよ」

「あなたは、何かいやらしい事をしそうなので嫌です」

　どこか警けい戒かい心しんを持って言われる。ここ数日、滲にじみ出した俺の下心には気付いていたようだ。

　気まずげに、視線をそらしてそう言った紫に、余計に欲よくをそそられた。

「例えばどんな？」

　俺の問い掛けに紫は返答に困り、逃にげるように浜辺を歩く。波が足を濡らしても、立ち止まらない男を追い掛けてからかうと、目元を赤くして「あまり調子に乗らないでください」と言った。

　しかし会話を楽しんでいるうちに、随ずい分ぶんと元の場所から離れてしまった。紫を促して引き返すと、いつの間にか浜辺では近所の子供達が遊んでいる。そして靴くつは靴下ごとなくなっていた。

　子供達に行方ゆくえを聞いたが、みんな一様に「知らない」と言うばかりだ。

「ロベルト・ギージの靴だもんな」

　思わずがっくりと項うな垂だれる。靴がなくなったのは構わないが、ここから近くの店まで裸足はだしというのは二重の意味で痛い。

「ふ」

　不意に背後から笑い声が聞こえて振ふり返ると、紫が口元を押さえて笑っていた。

　初めて見るその顔は、普段よりもずっと童顔に見えた。

　死神なのに、笑うと可愛かわいいなんて反則だろうと思いながらも、見み惚とれる。

「調子に乗るからですよ」

「お前のも盗ぬすまれてるんだぞ」

「ええ、まあそうですが。私は気になりません。それで、どうするんですか？」

　からかうように尋ねてくる。紫は神しん出しゆつ鬼き没ぼつだから構わないのだろう。

　もしかしたら今すぐここで姿を消すことも出来るのかもしれない。

　俺は砂にまみれた足あし下もとを見下ろして「逆立ちで帰るとか？」と尋ね返す。

「面白そうですね」

「噓うそだよ。タクシーを呼ぶ。それから運転手に靴くつ屋やまで案内して貰もらって、ホテルに戻る」

「それは詰つまらない」

　紫は期待した目でにやりと笑う。仕方ない。

　自分から言ってしまったのだからと砂すな浜はまに手を付いて逆立ちをしてみた。案の定、砂浜で逆立ち歩きは難しい。すぐにバランスを崩くずして転がると、周囲の子供達から笑いが上がった。

「笑うなよ。男には駄だ目めだと分かってもやらなきゃならないときがあるんだよ」

　彼らが理解できるようにイタリア語で窘たしなめると、笑いが大きくなる。

　座ったまま砂まみれになったジャケットを払はらうと、紫の笑い声が降ってきた。

　下品に聞こえない、かといって女性めいているわけでもなく、豪ごう快かいなものとも違う。

　耳に心地いい声に顔を上げると、眼めを細めた彼が俺を見下ろしていた。

「あなたは本当に、不思議な人間ですね。時折、私にはあなたが小さな子供に見える事がある」

「俺も、お前が子供に見えるときが多々あるよ」

　例えばバスルームで泡あわまみれになっているときや、キスで戸惑っているときに。

　そう言ってやりたかったが、口にしたら差し出された掌てのひらを引っ込められてしまう気がして、黙だまったまま指を絡からめた。

　指先に温ぬくもりを感じた瞬しゆん間かん、未練のない人生に急に未練を感じる。

「あなたのような対象者は初めてです。とても面白い。殺してしまうのが勿もつ体たいない」

　周りから特別視される事に、何の疑問も満足感も覚えはしなかったけれど、紫にそう思って貰えるのは嬉しかった。殺してしまわないでくれたら特に。

「俺は昔から、特別なんだよ。でも、お前も俺の人生にとっては特別な存在だよ」

　もっとこの目の前の男を知って、一いつ緒しよにいたいと思った。

　それはもしかしたら俺が生まれて初めて持った執しゆう着ちやくだったのかもしれない。










　出会ってから七日が経たった日、俺はまた紫と交こう渉しようするつもりだった。

　万が一物理攻こう撃げきを仕し掛かけられたときのために、ボディガード代わりに警備会社の人間を数人雇やとって、会社の会議室兼けん応接室で死神を待つ。

　現金輸送をする際の格好で来てもらった警備員達は終始今回の仕事に困こん惑わく気味だった。

　危険人物と商談を行う際の警備と仕事内容を説明したとき、まさか相手が死神だとは思わなかっただろう。しかし準備万ばん端たんだったのにも拘かかわらず、紫はいつまで待っても現れなかった。

　折角俺の身に何かあった際の事を考えてホテルではなく会社に詰めていたが、七日目が終わって警備を交代しても影かげも形もない。

「一人にならないと姿を現さないつもりかな。もうリミットは過ぎてるのに」

　前日までは普ふ通つうに傍にいた。この部屋に鏡がないから中の様子は監かん視しできないだろうが、俺が秘密を洩もらしたらすぐに駆かけつけられるように、近くにはいるのだろう。

　話し合いがしたかった。問答無用で殺されるのが嫌で警備を付けたが、他人がいる限り紫が現れないなら、警備員を帰すしかない。依い頼らい料は弾はずんだし実質何もしていないのだから、彼れらは不満げな素そ振ぶりはなかったものの、腑ふに落ちない様子だった。

「結局、何がしたかったんですか？」

　会議室に紅茶を運んできた秘書に呆あきれられて、苦く笑しようする。説明しても信じてもらえないだろうと思い何も言わずに労ねぎらう。彼女が帰ると、オフィスは俺以外誰だれもいなくなった。

　しんと静まった空間で紫を待っていると、廊ろう下かの向こうから早さつ速そく足音が聞こえてくる。

　死神の足音なんてホラー映画なら戦せん慄りつすべきシーンだろうが、相手が蛇じや口ぐちの使い方すら知らないと分かっているから、恐きよう怖ふ感かんはなかった。

　ノックもせずに、部屋のドアを開けた紫に「話し合おう」と声をかける。

「……何をですか？」

「キスのときに受ける痛みが徐じよ々じよに薄うすくなっているだろう？　このままいけば遅おそかれ早はやかれなくなると思うんだよね。確かに七日には間に合わなかったけれど、あともう少しだと思わないか？　そこで新しい提案なんだけど」

「あなたからの提案はもう結構です」

　紫は冷たく切り捨てる。物理的に殺されるのか、まさか見み逃のがしては貰えないだろうと紫に視線を向けた。

「その件なら既すでにこちらで処理してあります」

「どういうこと？」

「死亡報告書は既に出してあります。あなたは書類上、死んだことになっています」

「死神の世界に書類があるんだ」

「書類、と説明したほうが分かり易やすいのでそう言っているのであって、本来は違ちがいます。あなた方の概がい念ねんで一番分かり易い物に置き換かえて話しています」

　書類みたいな概念って何だよ？　と思ったがとりあえず、そういう煩はん雑ざつな手続きが向こうの世界にある事は理解した。本当に、一いつ般ぱん的な行政機関に似たシステムになっているようだ。

「監視部門にもしばらくはばれないと思いますが、あなたを殺さなければならないことには変わりがありません。この事が露ろ見けんするか、あなたがキスで死ぬまで命が少し延びただけです」

「それは、俺のためにしてくれたの？」

　殺すのが勿体ないと言ってくれていたのは噓じゃなかったのか、と胸を打たれた気分で問いかける。しかし紫はあっさりと首を横に振った。

　絹糸のような黒くろ髪かみが揺ゆれる。

「御ご冗じよう談だんを。キスで対象者を殺せないとばれるのは、私にとっても不都合なんです。説明したでしょう？　どんな処分が下されるか分かりませんが、再教育は恐おそらく間ま違ちがいない。それはどうしても避さけたいんです」

　その返答は、思ったよりも胸に刺ささった。

　しかし理由はどうあれ、まさか延命にこんなにあっさり同意して貰えるとは思わなかった。

「それならそうと、早く言ってくれればよかったのに」

　そうすれば警備の人間を雇う必要はなかったし、彼らを連れてトイレに行くはめにもならなかった。

　雇った男と一緒にトイレに行く俺を見て、秘書は「宗しゆう旨し替がえは構いませんが、権力を使ってセクハラするのは看過できません」と口にして、屈くつ強きような警備員を青ざめさせてくれた。秘書は紫と同様に、どこか確信的に物事を煽あおっている節があるので、気が抜ぬけない。

　紫が早めに状じよう況きようを報告してくれていたら、「嫌いやな噂うわさが立ったら、金をばらまいて消そう」という悲ひ愴そうな決意を固める必要はなかった。

「この二十四時間、あなたが一人になる事は殆ほとんどありませんでしたから」

「書類は偽ぎ造ぞうするのに、対象者以外の前で正体を明かさないっていう守秘義務は守るんだな」

「書類の偽造はいざというとき、始末するのは一人ですみますが、守秘義務を犯おかした場合は始末する人数が格段に増えてしまうので、問題が大きくなります」

　始末する一人、というのが誰を指すのか分かり、これ以上この会話を続けるべきではないと本能で悟さとった。

「それにしても、どうやってシチリアから帰ってきたんだ？」

　海からホテルに戻もどってバスルームを先に使わせたら、紫はいつの間にかいなくなっていた。

「行きと同じ手段です」

「だから、それって何？」

「秘密です」

　紫は椅い子すに座ったままの俺を見ると、「生に執着しないように見えて、やはりあなたも死ぬのが惜おしくなりましたか？」と訊きいてくる。

「いくら人数を集めたところで、意味はありませんよ。かつて、地下シェルターに籠こもったり大勢の部下に自分を監視させた人物はいましたが、誰一人生き延びてはいませんから」

　紫の言葉に「別に生き延びようと思ってるわけじゃない」と口にする。

「少し、欲しい物が出来たから死ぬまでにもう少しだけ時間が欲しくなっただけだよ。手に入れて満足したら、きっと未練はなくなるんじゃないかな。尤もつとも、それよりもお前のキスに殺される方が先かもしれないけど」

　紫はまたあの黒いスーツを着ていた。俺が贈おくったダークブラウンのスーツを着ていない事に些いささか落らく胆たんする。それに紫が黒い服を着ていると、何故なぜかやたらと不安な気持ちになった。

「何が欲しいんですか？」

　その質問に、お前だと答える代わりに「その話し方、やめない？」と提案する。

「敬われてない相手に敬語使われるのは、あまり愉ゆ快かいじゃないな。紫は俺の部下でもないし」

「あなたを愉快にすることが、私の行動原理ではありません。それに、私はこれ以外の話し方が苦手です」

「じゃあ、少しずつ慣れてよ。俺は紫のせいで色々変わったのに、お前が何も変わらないなんて不公平だ」

「その主張は筋が通っているようで通ってないように聞こえますが」

　反論してきた唇くちびるに指を当てて言葉を遮さえぎる。

　先ほどまでは今日が自分の命日になるかもしれないと覚かく悟ごを決めていたが、あっさりと解決してしまった。

　規則に背そむいても俺を生かしたいと思う程度には、気に入ってくれているのだろうか。

「今日と、昨日。二日分キスするから、眼めを閉じて」

　紫は、俺の指に視線を落としてから瞼まぶたを閉じる。

　相変わらず綺き麗れいな顔をしていた。男なのに、とはもう思わなかった。

　男でも女でも関係ない。浜はま辺べでしたときのように指を絡からめて、唇を合わせる。

　ぱちりと走った痛みに、先ほどされた質問が頭の中で繰くり返された。

　何が欲しいのか。これが欲しい。子供みたいに無知で綺麗な俺の死を願う男が欲しい。

「紫」

　名前を呼ぶとゆっくりと瞼が持ち上がる。

　そして真っ黒な瞳ひとみが俺を映すのを、蕾つぼみが花開くのを待つような気持ちで眺ながめた。










　仕事は嫌きらいじゃないが、積極的にやる気がおきない。

　───紫が職場まで付いてきてくれるっていうなら、頑がん張ばって働くんだけど。

　俺の死亡書類を作るということが、紫が俺の担当を外れるという事とイコールだというのは、すぐには分からなかった。あの日以来、紫は一日に少しの間だけ俺の所にキスをしに来るが、一時間も経たたずにいなくなってしまう。今は他の対象者を監視する必要があるらしい。俺が守秘義務違い反はんをしたら飛んでくるのだろうかと考えたが、諸もろ刃はの剣つるぎを試ためす気にはならなかった。

　折せつ角かく最近は友好的な関係を築けているのに、みすみすそれを壊こわすようなマネはしたくない。

「でも、俺の仕事って基本的に退たい屈くつなんだよな。自分が社長になって働くって、かなりちゃんとした人間じゃないと無理なんだって最近思うよ。どうしたって怠なまけたくなるしね」

　紫が傍そばにいれば、それなりに働ける気がする。そもそも仕事に張り合いがないのがいけない。

　どうせ働かなくても金は毎月自動的に会社に集まり、その殆どが俺の懐ふところに流れ込んでくる。

　税金対策と社会奉ほう仕しを兼かねて毎年大きなチャリティイベントを開いているが、それは労働せずに閑かん雅がな日常を送る事への免めん罪ざい符ふの一つに他ならない。

「まあ、あなたはそれでもいいんじゃないの？　問題さえ起こさなければ構わないわ」

　議員会館の一室で、久しぶりに会った母は書類から視線も上げずに答える。

　白いスーツと生き成なりのシャツは、まるで紫とは正反対の色しき彩さいだ。白をイメージカラーにすることで潔白さを表そうとしているらしい。彼女は常に人目を気にしている。他人にどうみられるか。反感を抱いだかれないか。問題視されないかがあらゆる行動や活動の基き盤ばんにある。

「問題なんて、一度も起こした事ないだろ。起こしたとしても毎回あなたの耳に入る前にどうにか処理してるよ」

　子供の頃ころは誰だれかの目を気にする生き方を下らないと思ったが、今では何とも思っていない。実際、会うのも仕事関係か冠かん婚こん葬そう祭さいに関するときだけなので、何も感じようがない。

　尊敬も軽けい蔑べつもしていないが、ただ俺は彼女と同じ生き方はできないな、と会う度に思う。

「そうね。あなたは優ゆう秀しゆうで手のかからない自じ慢まんの息子むすこだわ」

　母親は書類を読み終わると、近きん況きよう報告がメインの無む駄だ話を切り上げて、仕事の話を再開した。

　今回は選挙活動資金や、各種事業への寄付金の配分を決めるために呼ばれた。

　政治活動にはやたらと金がかかる。その分見返りも大きいようだが、一度も母親やその周辺の権力を利用した事がないので、俺にとって出資は親孝行の一部だ。

　どうせ、死後の世界に金は持っていけない。転生後の自分に贈る事ができないなら、生きているうちに活用すべきだ。母親への出資が、金の有効活用かどうかは分からないけれど。

「こんなところかしら。いつもありがとう」

　大体割り振ふりが決まると、母親は満足そうに微笑ほほえむ。

　配分の詳しよう細さいは、傍かたわらに控ひかえていた彼女の秘書を通して、うちの秘書に伝わるだろう。後は全部秘書が処理してくれる。

　一仕事終えた気分で椅子から立ち上がると「下まで送るわ」と母親が申し出る。

　断ろうかと思ったが、押し問答が面めん倒どうで有り難がたく受け入れる事にした。

　無駄なことには金を使っていません、と陳ちん情じよう客にアピールするような簡素な造りの廊ろう下かを歩いていると、向かいからこんな所で会うには場ば違ちがいな男に遭そう遇ぐうする。驚いて足を止めると、紫も俺に気づいた。しかし声をかける前に、視線だけで「黙だまっていろ」と指示される。

　紫の一歩前には太って日に焼けた政調会長がいた。下したっ端ぱなら勿論足を止めて挨あい拶さつするのだろうが、母親はにこやかに軽い会え釈しやくだけをして通り過ぎる。

　会うと思っていなかったから呆ぼう然ぜんとして、咄とつ嗟さに紫の腕うでを摑つかんでしまった。

「放せ」

　低い声で言われて、反射的に腕を放す。そのまますれ違う紫を見送る。

　政調会長はちらりと俺達のやりとりを視界に納めたが、何も言わずに廊下を進んでいく。

　どことなく憔しよう悴すいした様子だった。紫が彼の後ろを歩いているということは、新しい対象者は先さき程ほどの不ふ機き嫌げんそうで、疲つかれ切った顔の中年男に違いない。

「今の彼と知り合いなの？」

　母親からの質問に、どう答えるべきかと迷いながら「ちょっと前に」と濁にごす。

「いきなり秘書見習いだって同伴するようになったんだけど、秘書ならちゃんといるのに怪あやしいのよね。どういう知り合いなの？」

「さあ、何かの勉強会で会っただけだから。でも怪しい人間じゃないと思うよ」

　俺の言葉を信じたのか、それともさほど紫には興味がないのか、母親は話題をすぐに変えた。

「そういえばあなた来週、チャリティイベントをするのよね。私も顔を出そうかしら」

　エレベータに運ばれながら「来てもいいけど、そんな暇ひまなくなるんじゃないかな」と告げる。

　政調会長が死ねば、党内はしばらく蜂はちの巣すを突つついたような騒さわぎになるだろう。

「そうね、例の法案が可決したら、しばらくは身動きが取れなくなるかもしれないわ」

　俺の言葉を、自分なりに解かい釈しやくして母親は物もの憂うげに頷うなずく。

　例の、と言われても政治に関心がない俺にはどの法案かは分からない上に、興味もない。尤も、興味がないのは母親に対しても同じだ。子供の頃から、親子の繫つながりを感じられない。いつまで経っても他人と接するときのよそよそしさが俺の中にある。

　だからせいぜい年に数回会う程度の、今の距きよ離りが丁度良い。

　ロビーで母親と別れてから、紫の事が気になって足が元来た道を辿たどりかけた。

　しかし話しかけたとしても仕事を邪じや魔まするだけだと気付き、大人しく外に出る。

「そういえば、向こうから来るのを待つだけで、自分からあいつを呼び出そうとした事は一度もなかったよな」

　紫は自分の専属だと思っていたから、他の人間についているのが面おも白しろくなくて、ホテルに素す直なおに帰る気になれず、外で時間を潰つぶした。

　盛りを過ぎた桜を横目にホテルに戻もどる夜の道で、今日一日考えていた事がまた頭を掠かすめる。

「あいつともキスするのか」

　そう考えると、途と端たんに嫌いやな気分になる。

　足の裏に抜ぬけない棘とげが刺ささったような不快さに、意図せずに眉まゆ根ねが寄った。

　その不快感の正体が嫉しつ妬とだと気付いたのは、ホテルの部屋に夜遅おそくやってきた紫を見た時だった。この部屋に来るとき、紫はいつもバスルームから現れる。

　鏡には映らない、鏡を通して対象者を監かん視しする。死神と鏡は密接な関係があるようだ。

　もしかしたら鏡が、こちらの世界とあちらの世界を繫いでいるのかもしれない。

　そういえば昔、映画か小説で、合わせ鏡を使うと悪あく魔まを封ふうじ込められると聞いた事がある。

　俺はバルコニーで、ルームサービスで頼たのんだブレンドワインと一いつ緒しよにその疑問を嚥えん下げして、一向に酔よえない酒の入ったグラスをテーブルに戻す。

「ずいぶん来るのが遅おそかったね」

　女め々めしい言い方だな、と口にしてから自分に嫌いや気けがさした。

　そもそも、明確に何時という約束はしていない。

　あの日、紫が死亡報告書を出したと打ち明けた日から、紫が俺の前に現れるのは短い間だけだ。その時間に別の対象者がどうしているのかは聞いたことがない。寝ねているのかもしれないし、もしかしたら仕事に没ぼつ頭とうしているのかもしれない。少なくとも眼を離すことで彼がルールを破る危険がある。紫はそれを分かった上で来てくれているのだから、責めるのは間ま違ちがっているし、気分を曲げられて帰られるのは困る。こっちは、彼を呼び出す手段を知らないのだから。

　だから先程の失言に対して、紫が何か答える前に「新しい対象者は最後の七日間をどう過ごすつもりなの？」と尋たずねる。

「彼はまだ現実を受け入れていません。私が人外の存在であるとは認にん識しきしましたが、死神という事は認められないようです」

　それは俺にも分かる。普ふ通つうの人生に突とつ如じよ現れた異質な存在と、「自分の死」に向き合う事は、どんな人間でも難しい。ましてや、相手はそういうファンタジックな世界とは無む縁えんの政治家だ。

「しかし私が人外の存在であると認めた途端、病院で精密な検査を受けていましたから、余命に関しては諦あきらめているでしょうが」

「事故じゃなく、病気で死ぬ予定だったのか」

「ええ。肉体的にはいつ亡なくなってもおかしくないのを、気力で持たせているんです。政治家や企き業ぎよう家かの対象者には、そういうケースが多い」

　それは寿じゆ命みように逆らうほどに意志が強いという事だろうか。俺とは正反対だ。

「七日後に、あいつとキスするのか」

　確認に似た質問に、紫は「彼が規則を破ったり、この七日間の間に事故や故意で殺されない限り、気力が持つ場合は、そうなるでしょうね」と淡たん々たんと答える。

　他人に嫉妬することのない人生だった。誰かを羨うらやましく思うことも、憧あこがれた経験も乏とぼしい。強い嫉妬を感じるというのは、執しゆう着ちやくの証しよう拠こなんだろう。

「キスして欲しくない」

　素直な気持ちが零こぼれると、紫は「対象者とは知り合いなんですか？」と訊きいてくる。

「日本人なら殆ほとんどが知っていると思うよ。個人的な知り合いではないけどね」

「彼が死ぬと何かまずいことでも？　言っておきますが対象者の寿命を口外するのは規則違反ですよ」

「言うつもりはないけど。ねぇ、本当にキスするの？」

「それが私の仕事です」

　紫の言葉に納なつ得とくしながらも、納得できない。以前、短期間だけ付き合っていた恋こい人びとが、浮うわ気きしたときですら、こんな気持ちにはならなかった。

「寿命を決めているのは私ではありません」

　死神のキスを非難していると思ったのか、紫は不機嫌そうに眼めを眇すがめる。

　気になるのはそこじゃない。他人の命を奪うばう事に関しては、薄はく情じようだがどうでもいい。

　生まれた以上は必ず死ぬ。俺も、いつ順番が来るかは分からない。

　痛みを感じなくなったら、紫のキスは効果を発揮するというのは、俺の戯ざれ言ごとだ。

　けれど適当に言い出した事なのに、最近では本当にそうなんじゃないかと思い始めていた。それに紫の書類が偽ぎ造ぞうだとばれたら終わりなのだ。

　残り時間が僅わずかだと分かっているから、男同士だとか、最初はいけ好かない奴やつだと思っていた事が、躊ちゆう躇ちよする理由にならなくなった。同時に馬ば鹿かみたいな独どく占せん欲よくをも隠かくす気にもならない。

「紫」

　仕事だと言い切る相手に、切ない気持ちで近づく。窓は閉めないまま室内に足を踏ふみ入れる。

「なんですか？」

　雰ふん囲い気きの違ちがいを嗅かぎ取ったのか、警けい戒かいするように死神が顎あごを引く。

　これが紫にとってただの仕事だと思われるのが辛つらい。

　死んだ後にも記き憶おくされていたいと思う相手が、自分にその死を下す相手だというのは皮肉だ。

「キス以上に、深く繫がる方法があるって、知ってる？」

　紫が瞬まばたきをするのを見て、シチリアのホテルで置き去りにされたときに覚えた感情が蘇よみがえる。

「どういう意味です？」

「そのままの意味だよ。お前はどうやったって孕はらまないんだから、規則にも抵てい触しよくしないしな」

　真っ黒い眼で見つめられてぞくぞくした。

　これから彼に触ふれると考えたら、高ぶる気持ちが抑おさえられなくなりそうだった。

「何をするつもりですか？」

　慎しん重ちように尋たずねてくる男に、できるだけ軽く「大した事じゃない。ただ繫がるだけ」と答える。

　困こん惑わく気味の紫を寝しん室しつに引っ張り込んで、ネクタイを外す。

　ジャケットに手を掛かけると、腕うでを摑つかまれた。

「やめなさい」

　恐らくそういう対象にされたことがないのだろう。ゲイの対象者がいたとしても、自分を殺そうとしている相手に恋れん愛あい感情はとても抱いだけないだろうから、そうであっても不思議じゃない。

　だから紫は下心を持っている俺みたいな相手にすら、馬鹿みたいに無防備で近寄ってくる。

「深く繫がるには、お互たがい服を脱ぬがないと」

　紫は眉まゆを寄せて何か言いたそうにしていたが、拒きよ否ひされるのも説明も面めん倒どうで、唇くちびるを塞ふさいだ。

　相変わらず痛い。その痛みに安あん堵どを覚える。まだ大だい丈じよう夫ぶ、と先延ばしになった命日に安堵した。死に明確な恐きよう怖ふは感じていないが、これから先、紫と一緒にいられない事を残念だと思う。

　シャツのボタンを外しながらキスをして、ベルトを床ゆかに落とす。

　下着を穿はいていないから、フライを開ければすぐに肌はだが顕あらわになった。キスをしながらそこに触れると、躊躇ためらいがちに体を押される。どうやら、どこで繫つながるか漸ようやく合が点てんがいったらしい。

「いやらしいことは、したくありません」

「俺の魂たましいを回収したいんじゃなかった？　深く繫がる方法があるんだから、試ためすべきだろ？」

「こんな行こう為いで回収するなんて聞いた事がありません」

「キスで回収できない魂も聞いたことなかったんだろ？　俺は例外なんだから、どんな方法だって有り得ると思わない？」

　丸め込みながら、紫の肩かたからシャツと一緒にジャケットを落とす。

　先日見たときと同じで、輝かがやくような白い肌をしていた。どうしても紫が逆らうようなら、無理矢理抱いてしまえばいいと思っていた。それでも出来る事なら合意がいい。

　俺は基本紳しん士し的な人間だし、好意を持っている相手を痛めつけて興奮する性せい癖へきもない。

「……女性に手を出せないから、私に触れるんですか？」

「紫だから触れたいんだよ」

　純じゆん粋すいな疑問を浮うかべた不ふ遜そんな眼まな差ざしを向けられた。

　恋愛や下心に関しては全く下地のない相手に、一から教え込む事を考えると、ぐらりと目眩めまいを覚えるほど興奮する。これから彼の中で、この行為を他の誰だれかとしたとしても、その誰かは俺と較くらべられる。最初の相手である俺が、彼の中の指標になる。

　心にも肌にも、俺の記憶を染しみつけておきたかった。

「紫が好きだから抱きたい」

　それにキスをしながら体からだに触ふれたとき、彼も感じたはずだ。

　彼の中に秘ひめられている快感を、俺が引き出せるということを。

「好きだなんて言われたのは、初めてです。それに……」

　紫は片方の眉を上げた。不思議そうな顔をしている。

「それに？」

「男同士です」

　死神のくせに意外とまともな事を言うな、と途と端たんにこの状じよう況きようが面おも白しろくなった。

「俺の概がい念ねんでは、好きになったら性別は関係ない」

　普ふ段だん紫むらさきが何かを説明するときに頻ひん繁ぱんに使う単語を使って言い返すと、その眉がむっと寄る。

「それに私は死神です」

「そこが一番の問題だな。真しん剣けんに考えるよ」

　口先だけで全く真剣に受け止めていない俺を見て、紫は自分がからかわれているんじゃないだろうか、と疑う眼差しで「私を抱いても、何も生まれない。何も変わりません」と口にした。

　概念が違うらしいから、上手うまく説明するのは難しい。正しい答えを出しても紫が手に入るわけではないが、何も答えなければここで終わってしまう気がした。

「子供は残せなくても、幸せな気分になれる。唇で触れ合うよりも気持ちが良くて、充じゆう実じつ感かんを得られる。それに肌と肌を合わせると、体の深いところで繫がると、分かり合えたと錯さつ覚かくできる」

「錯覚なんですか？」

「そう。錯覚。繫がっている間だけ、見られる錯覚」

　俺の言葉に紫はそれが良い物か悪い物か、判断できない様子で眉まゆ根ねを寄せた。

「それに上手くすれば俺の魂を回収できるかもしれない。それに抱だき合うと暖かいよ」

　紫は奇き異いな眼で俺を見ていたが、そこには僅かながら混じり気のない好こう奇き心しんが含ふくまれていた。

「暖め合わなければならないほど、もう寒い季節ではないでしょう？」

　多少軟なん化かした口調で、紫が指し摘てきする。

「人間は寂さびしいと寒くなるんだよ。だから触れ合う事が必要なんだ」

　自分のネクタイに指をかける。何をされるか分かっているのに、紫は拒こばもうとはしない。

　もしかしたらこれからされるのがどんな事なのか、明確に分かっていないのかもしれない。

　だけどそんな相手の純粋さをいっそ気の毒に思いながらも、剝むき出しになった胸に指を滑すべらせたら、僅かな罪悪感すら背徳に似た欲よく望ぼうにすり替かわってしまった。










　何度も繰くり返したキスのせいで、唇が痺しびれている。

　腹上死ならそれもいいかと、途と中ちゆうで痛みを意識するのは止めた。紫は何度か「苦しい」と口にしたが、唇を拒む事はなかった。

　キスに応こたえるのはまだ苦手らしく、俺が舌に嚙かみ付く度に苦しそうに吐と息いきを飲み込む。

「っ……はぁ」

　吐はき出す声が掠かすれるのを聞き、唇から喉のどへキスを移す。くすぐったかったのか、僅かに首を反らした紫の目元が、薄うす赤あかくなっているのを見て堪たまらない気分になる。

　綺き麗れいだな、と男に対して使うには相応ふさわしくない形容詞が頭あたまに浮かぶ。

　屈かがみ込むようにして胸の先を舐ねぶると、閉じられた唇の隙すき間まから「ふ」と息を吐き出す。

　白い肌には染みも傷きず痕あともなく、薄うす桃もも色いろの胸の先は艶なまめいて見えた。

　ベッドヘッドの前に積まれた枕まくらに背中を預けて、紫はされるがままに耐たえている。時折、瞼まぶたが震ふるえて唇から吐息に混じって声が漏もれた。それに耳を傾かたむけながら、胸の先に歯を立てる。

「ん」

　耳を澄すませていなければ聞き取れないほどの、微かすかな声が薄うすい唇から漏れる。

「痛くない？」

　紫が頷うなずいたのを見て、もう片方を指先で摘つまむ。

「これも？」

　引っ張って指の隙間から抜ぬけ出したそれを、もう一度摘んで引っ張る。

　少しだけ痛く感じるようにしたが、紫は唇を嚙んだまま小さく首を振ふった。健けな気げに従う姿を見て、痛くした方の胸を指で優やさしく押してやると熱の籠こもった吐息が頰ほおを掠めた。

　先せん端たんは最初に触れたときよりも硬かたく、痼しこりのように膨ふくれ始める。

　弄いじる度たびに紫が震えるから興奮して、意識しないと力加減を誤りそうだった。

「いつまで、舐なめる気ですか？　気持ちが悪い」

　キスで舌を入れたときも、似たような事を言われたのを思い出す。

「気持ち悪い？」

　紫が眼めを眇すがめて頷く。眉根はきつく寄せられているので、顔が険しくなっていた。

　そんな表情ですら魅み力りよく的に見えて、自分がどれほど彼に参っているか気付かされる。

　ベッドに連れ込まれた直後に彼がこの行為を無言のまま了りよう承しようしてしまった事を後こう悔かいしているのは分かっていた。頭の中ではセックスがどんなものであるのか知っていても、自分が実際に組み伏ふせられるのは、想像していたものとは大分違ちがうだろう。けれど譲ゆずってやる気はなかった。

「そのわりには、大きくなってるけど」

　開いた足の間に体を入れているから、性器がどんな風になっているかは触ふれている肌で分かる。俺が舌を伸のばす度に、熱を増して反り返ろうとしていた。もし反応しなくても、強ごう引いんに最後まで終わらせてしまうつもりだったが、紫が気持ちよくなれるならそれに越こしたことはない。

　体を起こして、膝ひざに手をかける。

　開いた足の中心に眼を落とした死神は、不思議そうにそこに手を伸ばした。

　どうしてそんな風になるのか分からない様子で、先端に指先で触れると紫は息を飲んだ。

　自分の指に感じたのだろう。何となくおかしくなって「こんな風になるの、初めて？」とにやけながら尋たずねる。若い子を誑たぶらかしている気分だ。

「だったら、なんですか？　文句があるなら、言いなさい」

　論破してみせます、という顔で俺を睨ねめ付けてくる。

「文句はないよ。むしろ、この方がいい。気持ちがいいって、体がお前に教えてくれてるんだ」

　紫は俺の話の途中で首を振る。目元に朱しゆが散っていた。

「気持ちよくなると、相手の穴の中に入れるために、硬くなるんだよ」

　幼い子供に教えるようにそう口にした。性器の色は少しくすんでいたが、先端は胸と同じように薄く淡あわい色合いをしていた。男のそれを見て興奮するなんて、初めてだ。

　紫と出会ってから、初めて経験する事が多い。恐おそらく、紫もそうだろう。

「私だってそれぐらい知っています。ただ、私がそうなるとは思わなかっただけです。私達には、あなた方と同じような欲よくはありませんから」

「欲がないっていうのは、楽しみがないって事と同じじゃないの？」

　尋ねる間も、指の股またで性器を愛あい撫ぶしていると、紫のそれは徐じよ々じよに張りを増してくる。

　女性と違って、興奮が目に見えて分かり易やすくていい。慣れていない場所は、俺が指を這はわせるたびに顕けん著ちよな反応を示して震える。

「そのかわり死は免まぬかれる。私達はあなた方と違って、死に、ません、から」

「それって楽しいの？　俺はお前が現れるまでは詰つまらなかったよ。あんな状態で生き続けることに未練を感じなかった。でも、紫を好きだと思ったら、急に人生が楽しく思えた。死ぬのが惜おしいと思うぐらいに」

　きゅう、と先端を押してやると太ふと腿ももが緊きん張ちようした。それを見ながら裏側を指先で根本まで辿たどる。

　閉じた唇くちびるの向こうで、歯をきつく食い締しめているのが、浮うき上がった首の筋肉で分かる。

　きつく眉根が寄せられているのを見ると、優しく狂くるわせてやりたいと思う。

　だけど薄い色合いで健気に震える性器を見ていたら、ひどくしてしまいたいとも思う。

「穴に入れてみたい？」

　そう尋ねると、紫が熱の籠もった視線を俺に向ける。

　欲がないと言ったが、その瞳ひとみには明らかな欲望が映り込こんでいた。

「女性の？」

「残念ながらここに女性はいないし、誰かを紹しよう介かいするつもりもないよ」

「あなたの？」

「そう。でも口だけどね」

　口内に溜たまった唾だ液えきを飲み込んで、胸の真ん中に唇を落とした。

　舌で臍へそまで辿る。滑なめらかな肌はだだった。

　誰だれにも触れられたことがないせいかもしれないと、そんな馬ば鹿かげた事を考える。

「気持ち悪い」

　くぐもった声が聞こえた。薄く笑いながら、下生えにキスをして性器に舌を這わせる。

「……、っ」

　いきなり太腿に頭を挟はさまれた。無意識だったのか紫は、焦あせったように足を開く。

「普ふ段だん冷静な子が、こういう事に疎うとくて初うぶな反応してくるのっていいね」

　楽しさが声に滲にじむと「黙だまれ」と、きつい返答がされる。

　唇を開くと、死神が息を詰めたのが分かった。

　反りかえった性器を、ことさら時間をかけて口に含む。それだけで目の前の体が強こわ張ばる。

「う、う……っ」　>>>♥

　紫の足に力が入る。膝が震えるのを見て、宥なだめるように舌で先端を包んでやると「あ」と声が聞こえた。続く嗄かれた呼吸の音が、徐々に艶つやを帯びていく。

　根本まで口に含むと熱い吐息が漏れるのが分かった。

「きもち、わるい」

　噓うそを吐ついたのを咎とがめる代わりに頰が凹へこむほど先を強く吸ってやると、痛かったのか肩かたを押された。もっと意地悪な事をしても良かったが、紫の手が怯おびえるように俺の肩を握にぎりしめたから、優しく舐めてやる。

「は……っ、ぁ……、っ」

　びくびくと腹が動くのを見て、仙せん骨こつの辺りを指先で撫なでた。そのうち性器の先端からは、とろとろと愛液がにじみ出す。それにやたらと興奮して、今度は優しく舌で撫でてやる。

「く、ん」

　嚙かみしめた歯の間から聞こえた声に、ふっと笑えみが漏れる。

　喘あえぎ声を嚙み殺すのは、この行こう為いが恥はずかしいことだと思っているからだろう。

　それでいい。紫が淡たん々たんとしていたら、詰まらない。恥ずかしくて、いやらしくて、気持ちいい行為だと正しく擦すり込んでやりたい。ずっと記き憶おくに残るぐらい良くしてやりたいが、それには俺の余よ裕ゆうが足りない。口の中に溜まった唾液と、紫の淫いん液えきを掌てのひらに零こぼす。

　指先にまで纏まとわせて、そっと穴の上に触れた。

「……？」

　相変わらず不思議そうな顔をした紫の顔を見て、穴の上で円を描えがき唾液を馴な染じませる。

　つるつるした穴の表面の感かん触しよくに、自分の息が荒あらくなるのが分かった。

　初めてでもないし、もう若くもないのにひどく興奮する。

「俺のも紫の穴に入れさせて」

　傷つけないように、穴の中に指先を入れると紫が「あ」と声を漏らす。

　一つ目の指を奥まで入れた後で、顔を覗のぞき込むと頰が赤らんでいた。お互たがい、一度抜いてしまおうかとも考えたが、指に吸い付いてくる中の感触が生々しくていやらしくて、どうしても中で達したくなる。びくびくと震える腹の内側に入るときの事を期待して、指を動かす。

「気持ち悪い」

　今回は本当にそうなんだろうな、と思って笑うと、睨にらまれる。

　強い視線に射抜かれながらも指を動かしていると、そのうち前ぜん立りつ腺せんを探さぐり当てた。

　指の腹で撫でるように押してやると、紫は眼を白黒させながら息を詰める。

　混乱している様が面おも白しろくてもう一本指を追加すれば、性器の先から透とう明めいな液が零れた。

「気持ち悪くても、痛くはないだろ？」

　それを舌ですくい取ってから、指を抜ぬいて紫を俯うつぶせにする。

　抵てい抗こうされるかと思ったが、紫はなすがままだった。まだ好こう奇き心しんは残っているのかもしれない。それとも嫌けん悪お感かんより性せい欲よくが勝ったのだろうか。

　膝を立てさせて、曲線を描く尻しりを撫でると先さき程ほどまで指を入れていた場所が、急に窄つぼまったのが分かる。桜色のその場所に息を吹ふきかけて、伸ばした舌で突つついた。

「ん、っ」

　枕まくらに顔を押し付けた紫が、くぐもった声を漏もらして体を捩ねじる。

　それに気をよくしながら、指で開いて舌を入れた。

「あ」

　穴の中は拒こばむようにきつく閉じていたけれど、強引に入りこんだ。狭せまい場所は驚おどろいたように一度弛ゆるんでから、ぎゅっと舌を締め付けてくる。

「信じられ、ない。きもちわるい」

　小刻みに舌先を動かすと、紫がそんな事を言った。動どう揺ようが声に現れていて、面白い。穴から抜いて表面を撫でるだけで、尻に力が入ってひくひくと震ふるえる。

　執しつ拗ようにその部分を舐ねぶっていると、最初は嫌いやがるように首を振ふったが、次し第だいに戸と惑まどった様子で腰こしを揺ゆらし出す。内側に入ってこないのが物足りない様子だったから、舌の代わりに指を入れてもう一度前立腺の辺りを弄いじると、性器の先から淫液がシーツに落ちた。

　文句を言う割には気持ちが良さそうだ。再び穴を指で開いて舌を内側に差し込んでやると、腰が跳はねた。その反応に気を良くして執拗に舌と指で責める。そのうち紫は泣きそうな声で「もう苦しい」と口にした。今度は恥はじもなく腰を揺らして、自分の性器に細い指を絡からめる。

　知識は乏とぼしくても、そこを弄れば解放されると本能的に分かっているのだろう。

「自分で慰なぐさめるのははしたない行為だよ」

　そう言って紫の指を性器から引き離はなすと、枕に顔を埋うずめていた紫がきつい視線を向けてきた。

　精せい悍かんな顔の造りは初対面の時から変わらないのに、今は可愛かわいく見える。

「俺が全部するから、もう少し我が慢まんして」

　返事をしない代わりに、紫はそれまでと同じくシーツの上に大人しく手を落として、皺しわができるほどきつく摑つかむ。

「可愛いな」

　言うつもりじゃなかったが、つい唇から零れた。しかしそれに対する恨うらみ言ごとはなかった。

　腰を摑んで先せん端たんを押し付けると、シーツを摑む指に力が入る。ぐっと、肩に筋肉が浮き上がるのを見ながら、腰を進めた。肉圧は女性の比じゃない。

　気付かぬうちに、紫の腰を摑む手に必要以上の力が入っていた。

「は……ぁ」

　苦しげな声が聞こえたが無視して先端を飲み込ませ、一呼吸おいてから残りを埋めていく。

　腹の方を擦ってやると、紫の背骨がしなやかに反る。

　一気に奥まで突き上げたい衝しよう動どうを抑おさえて、最後までゆっくりと埋めた。根本まで差し込んで肌と肌がぴたりと張り付いてから、無意識に詰つめていた息を吐はき出す。

「紫」

　声をかけても、振り返りはしなかった。代わりに俺を包んでいる場所が、びくびくと動く。

　性器に手を伸のばすと、そこは欲よく情じようの証あかしを零し続けていた。約束通りに慰めるように扱しごいてやると、内側が波打つように動くのが堪たまらない。先端からもたらたらと淫液が零れる。

　紫は猫ねこが威い嚇かくするように、ふうふうと荒い息を吐き出していた。

「繫つながってんの、分かる？　お前の体の中に、俺の体が入ってるって。暖かくて、気持ちがよくて、それから分かり合えたって気がしない？」

「……き」

「気持ち悪い？」

　後を引き取ると、こくりと頭が動く。どうみても快感を感じている様子なのに、頑かたくなに主張するのがおかしくて「ここも？」と尋たずねながら先端を擦ってやると、「あ」と声が漏れる。

「気持ちいいの間ま違ちがいじゃなくて？」

　そう言いながら敏びん感かんなところを虐いじめてやれば、「あ」「あ」「あ」と掠かすれた声が続く。

　黒い髪かみの隙すき間まから見える耳が、赤く染まっていた。肌が白いから目立つ。

　こんな姿を他ほかの誰にも見せなくて済んだ事に、独どく占せん欲よくが満たされた。

　今までの連中で、紫相手に欲情した奴やつがいなかった事を、神に感謝したくなる。尤もつとも紫自身、死が付くとはいえ、神様なのだけど。

「ん」

　ゆっくりと、怯えさせないように腰を動かした。

　慎しん重ちようすぎるぐらい慎重に、折せつ角かく上のぼり詰めた紫の快感を壊こわして仕し舞まわないように。衝動に任せて突き上げたいのを耐たえる。狭い穴の中は、簡単に傷ついてしまいそうだった。

　ここまで相手を思い遣やって、セックスをしたことはない。

　いつだって慣れた女性ばかりを選んでいた。その方が後あと腐くされがなくて、楽しめた。

　こんな風に相手を高ぶらせる事にこそ快感を見いだすのは、初めてだ。

「っ、ん」

　中でそれが擦すれる度たびに、紫の体に力が入る。

　ぎゅ、ぎゅっと、締しめ付けられて、痛いぐらいだ。それでも抜く気にならない。浅いところで動かしながら、時折リズムを崩くずして奥の方まで入れると、紫は決まって「あ」と鳴いた。

「いい？」

　返事がないのは分かっていて問い掛かけた。

　案の定何も言わない男の性器を手で包んでやる。すぐに指がぬるぬると滑すべった。

「紫」

　名前を呼ぶと、ぱさぱさと音を立てて首が振られる。

　黒い髪の毛が揺れるのを見ながら「辛つらい？」と問い掛けた。

　性器を扱いて、内側の深い場所を突いてやると「くるしい」と声がした。棘とげのある声じゃなかった。欲よくに掠れて、助けを求めるような声に煽あおられて、先程よりも強く突き上げる。

　一番奥まで入れて、紫の耳にやわく歯を立てた。　>>>♥

「んっ」

「我慢しないで、いっていいよ」

　腰を動かしながらそう言うと、紫が肩かた越ごしに振り返る。もう睨む気力もないのか、潤うるんだ目にただ俺を映して、開いていた唇くちびるを閉じた。耳の次に、今度は唇に歯を立ててみたくなる。

　だけどすぐに、顔は枕で隠かくされてしまう。

　それを残念に思いながら、硬かたい体を抱だき締めて腰を動かすと、不意に紫の体が硬こう直ちよくした。

　声もなく、シーツを握にぎりしめる。しばらくして指先から力が抜けるのを見て達したのが分かり、いくときの顔が見られなかったのは残念だと思った。

　指を性器に這はわせると、精を吐き出したばかりのそこは怯おびえるように震えている。

「う、あ」

　ゆっくりと弛し緩かんしていく、びくびく震える穴の内側に性器を擦こすり付けて俺も限界を迎むかえた。

　中で全すべて吐き出してから、引き抜く。腰を摑んでいた手を離すと、紫の体はベッドに沈しずんだ。

　荒い息を吐き出しながらも、枕を放そうとはしない紫に苦く笑しようして、まだ閉じきっていない穴に視線を落とす。最初に目にしたときよりも、赤くなっていたが、傷ついてはいない。

　とろとろと精液が零れるのを見ていたら、もう一度したくなる。

「理解できません」

　不意に細く、震えた声で紫がそう言った。

「何が？」

　俺の声も普ふ段だんとは違ちがう。欲に掠れて、ざらざらしている。

「あなた方は、好きな相手に本当にこんな事をするんですか？」

「むしろ好きな相手だからこそじゃないかな」

　紫はもう一度先程の台詞せりふを繰くり返したから、「理解できなくてもいいよ。でも俺がお前を好きだから抱だいたっていうのは、忘れないで」と告げる。

「……確かに書類は偽ぎ装そうしましたが、そのうちばれます。私に媚こびをうっても死は免まぬがれません」

「媚を売ってるわけじゃない。最さい期ごの瞬しゆん間かんをお前のキスで迎えるなら、未練は残らないんじゃないかな」

　屈かがみ込んで、肩かたに唇を押し付ける。

　ようやく枕から顔を上げた紫の頰ほおは、まだ元の色には戻もどっていなかった。

「深く繫がっても、結局回収はできなかったじゃないですか」

　いきなり、詰なじるように紫がそう言ったから「キスみたいに何回か繰り返せば効果が出るかも知れない」と口にする。

「二度と嫌です」

「思ったよりも気持ちよかったから？」

　俺の言葉に、紫は「やめてください」とさらに顔を赤くして怒おこった。

「俺はずっと待ってるから、いつでも好きなときにおいで。出来れば毎日顔が見たいけど、来られるときで構わない。もしまたこういうことがしたいって思ったら、遠えん慮りよ無く寝しん室しつの方に来てくれて構わないから」

「ふざけないでください」

「そういう気分じゃないときは、ゲストルームを使えばいい。お前の部屋にしてくれていいよ」

　紫は驚おどろいたように瞬まばたきをした。

　俺の事を酔すい狂きような人間だと思っているのが、何も言わなくても伝わってくる。自分でもそう思うが、残り時間は後僅わずかなんだから、思いついた事や、やりたい事を次々とやるべきだ。

　薄うすく開いた唇がとても魅み力りよく的に見えて、二回目のキスをすると紫は小さく眉まゆを寄せて、今日初めて「痛い」と口にした。










　騒さわがしい場所がそれなりに楽しかったのは二十代前半までだ。

　当時は連日連夜、色々なイベントや集まりに顔をだしていた。十代後半に誰だれにも文句を言われない金を手にしてしまった場合、殆ほとんどの人間がそれを享きよう楽らくに注ぎ込むだろう。

　俺も例に漏もれず、手にした大金の大部分を遊びに使った。

「恩田さん、お久しぶりです」

　そう声を掛けられて、取引のある会社の人間と握あく手しゆをする。

　挨あい拶さつは主要な人物とだけ短時間、行うようにしていた。そうしないと時間はすぐに過ぎる。

　この会場にいる人間の殆どが俺の知り合いで、そうじゃない連中は俺と知り合いたいと思っているからだ。それは彼ら全員が俺個人に興味を持っているわけではなく、恩田家と繫がるための糸口にしたいのだ。

　橋はし渡わたしを頼たのまれるのは面めん倒どうだから、早々にスタッフに指示を出すふりで奥に引っ込む。

「社長、後でタルタロスの社長がご挨拶したいそうです」

「分かった」

　追い掛けてきた秘書に相あい槌づちを打ち、現時点で来場している招待客をチェックした。

　今回のチャリティオークションは例年通りに、国際的な競売会社の持ちビルで行われる。

　オークショニアやスタッフは俺の秘書を除いて、全て競売会社の人間だ。主しゆ催さい者しやである俺が充じゆう分ぶんな金を払はらっているので、ハンマープライスから手数料は引かれず、全額が寄付に回される。

　今回の売上金は難民支し援えん団体に回される。当初、手数料が取れない事に競売会社は難色を示していたが、参加者の豪ごう華かさとイベントの注目度が上がった事で彼らも文句は言わなくなった。

　オークションの後はチャリティパーティが待っている。割高な参加費を徴ちよう収しゆうしての立食会だ。そちらの儲もうけも寄付に回されると同時に、参加者は財界人と知り合いになれる旨うま味みがある。

　チャリティ、難民支援、口当たりの良い言葉でそちらにも毎回多くの人が集まる。お陰かげで招待客は年々増えていく。出展品も最初は絵画ばかりだったが、今では様々な品目を扱あつかっている。遺産相続の際に相続税が払えずに寄付される掘り出し物もあるので、海外からの電話参加も増えていた。

「そういえば、社長のお母様は欠席で宜よろしいんですよね？」

「ああ。無理だろうね」

　参加したいと言っていたので一応リストには加えていたが、案の定対象者となっていた政治家が急死したので、対応に追われているようだ。

「七日、もたなかったな」

　彼が死んだと公表されたのは昨夜の事だった。

　心不全、という話をどこかで聞いたが、詳くわしくは分からないし積極的に知ろうとも思わない。

　寿じゆ命みようを知って気力が途と切ぎれたのか、それとも規則違い反はんをしてキスが執しつ行こうされたのか。

　そういえばキスが執行された場合、どういう死因になるのかは紫に尋ねた事がなかった。

「何のことですか？」

「いや、プライベートな話」

　いくつかされる秘書の事務的な質問に、適当な回答を返して控ひかえ室しつに向かう。

　今回、作品を提供してくれた文化人が集まっているので、開かい催さい前に挨拶する必要がある。

　元々、このイベントを企き画かくしたのは友人の画家だった。個人的にチャリティオークションをネット上で開催していたのだが、いまいち金額が上がらなかったので相談された。

　しかし興味本位でカタログだけで十数万もする海外のオークションに参加した事はあったが、効果的な競売のやり方なんて俺も分からない。だから資金を出して、専門家に丸投げした。

「忙いそがしそうですね」

　廊ろう下かを曲がったところで、不意に声を掛かけられて振ふり返ると紫が立っていた。相変わらず神出鬼没だ。

「お前は……暇ひまそうだな。今度の対象者がここにいるのか？」

　周囲に誰もいないのを確かく認にんしてからそう言うと、紫は「いいえ。次の担当が決まるまで、時間が空いたんです」と口にして、近づいてくる。

「あなたが守秘義務を守れているかどうか、ちゃんと確認しておく必要がありますし、キスをしなければなりませんから」

「どんな理由でも、紫が傍そばにいてくれるのは嬉うれしいよ」

　素す直なおにそう告げると、紫は少し戸と惑まどったように視線を逸そらす。

　これは照れているのだろうかと、判断が付かずに「会いたかった」と伝える。

　紫は何も言わずに唇を引き結んだ。

　二日前に紫を抱いた後、先にバスルームを使わせた。待っても出てこないので、確認のために覗のぞいたら、跡あと形かたもなく消えていた。

　逃にげられたな、と苦々しい思いで溜ため息を吐ついたのを覚えている。シチリアでもバスルームを使わせたらいなくなっていたので、今後は一いつ緒しよに入ろうと決意した。

「今度消える時は、一言断ってくれると嬉しいな。置き去りにされるのは寂さびしいから」

「分かりました」

　紫は珍めずらしく反論もせずに俺の要求を受け入れたが、戸惑っているのはよく分かった。

　その唇くちびるに触ふれたいが、今日は残念ながら体が空かない。腐くさっても主催者だから、挨あい拶さつ回りだけは面倒でもしなければならない。だけど数日ぶりに会ったのに触れられないのが惜おしくて、つい柔やわらかいと知っている髪かみに手を伸のばし掛けたときに、控え室のドアが開いた。

「恩田君」

「お久しぶりです。今回も盛せい況きようですよ」

　中からはオークションの発案者である友人と、今回作品を寄付してくれた彼の仲間が出てきた。彼らに会え釈しやくして挨拶を交かわす。

　俺が親しいのは元々祖母の知り合いでもある企画者の友人だけで、他の人達とは殆どが初対面だ。彼らは友人のツテで集まってきた。

　その中で一番若い男が紫に目を留とめ「彼もここのスタッフですか？」と尋たずねてくる。

「いえ、俺の個人的な知り合いです」

　俺の答えを聞き終わらないうちに、彼は紫の前に自分の名めい刺しを差し出して、自己紹しよう介かいを始める。その行動に驚いていると、友人が取りなすように「彼は美しい物が好きなんだ。気にしないでくれ」と言った。

　芸術家にはよく言えば個性的な、悪く言えば常識知らずな連中が多いことは知っていたが、彼が紫の手を握にぎろうとしたのを見て、思わずその間に割って入る。

「あの、握手を……良かったらその、今度、俺のモデルに」

　そう言ったのを聞いて「すみませんが」と紫の代わりに断った。何か言い募つのろうとした若い男を、睥へい睨げいする。若いといっても、友人の仲間の中では、だ。年ねん齢れいは恐おそらく俺よりも上だろう。

「いや、あの、いきなりすみませんでした」

　気け圧おされたように、一いつ旦たんはそう言って退いたが、俺が他の連中に挨拶する間も未練がましく紫をちらちらと見ていた。その視線が鬱うつ陶とうしくて、挨拶もそこそこに会場に戻もどる。

　一人で放っておいたら、面倒な事になりそうだと秘書のように連れ回していたら、紫は人に酔よったらしく、オークションが始まる前に「また来ます」と言い置いて、いなくなってしまった。

「さっきはうちの若いのが悪かったな」

　オークションが始まり、会場の奥の席に座って進行状じよう況きようを見守っていると、横に座った友人が声をかけてきた。

「いえ、俺の方こそすみません。彼には色々と複雑な事情があるので、俺が保護者役なんです」

　そう噓うそでもない事を口にすると、普ふ段だんは良くも悪くも芸術一いつ辺ぺん倒とうで他人の事に興味のない友人が、やけに詳しく俺達の関係を聞いてきた。しかし紫との関係は話せない事が殆どだ。

「どうしてそんな事を？　先生も彼をモデルにしたいんですか？」

「いや、そうじゃない。実は、彼を見たことがある気がしてね」

「気のせいでしょう」

　対象者と一緒にいる所を見られたのかもしれないと思い、誤ご魔ま化かした。あれほど華はなやかな容姿をしていたら、一度見ただけで人の記き憶おくに残ってしまってもおかしくない。

「そうかもしれない。いや、きっとそうだな。知り合いだったとしたら、若すぎるしな」

　友人はそう呟つぶやいた後は、紫の事はなにも言わなかった。オークションは順調に進み、全すべての品物が希望落札価格以上で落とされた。

　会場を移動し、残すはパーティのみだ。出品協力者は無料で参加できるので、当然先さき程ほど紫に握手を求めた若い男も来ていたが、俺の方には近づきもしなかった。威い嚇かくがちゃんと利きいているようで安心する。この分では今度紫を見み掛かけても、迂う闊かつには近づいてこないだろう。

　挨拶回りが一段落付いて、ほっと息を吐はきながら給きゆう仕じが運んできたグラスを手に取ると「私の分もお願い」と声がした。

　二人分のグラスを手にして振り返ると、体の線がはっきりと出る赤いドレスに、ウェーブのかかった長い黒くろ髪かみを胸むな元もとまで垂らした美女が立っていた。

　胸元にはダイアで取り巻かれた大きなサファイアが輝かがやいている。

　ただでさえ長い足が臙えん脂じ色いろのハイヒールで底上げされ、視線の位置は近かった。

「どうぞ」

　グラスを渡わたすと「ありがとう」と華やかな笑え顔がおを浮うかべる。

　知らない相手だった。把は握あくしていない美女がこういう場に現れた場合大たい抵ていは、誰だれかの愛人だ。もしも彼女が妻や娘むすめなら既すでに紹介されているはずだ。

「あなたが今日の主しゆ催さい者しやなんですってね」

　そういう立場の女性の多くは、金の匂においに敏びん感かんだ。

　美しい相手だがすり寄られるのが面めん倒どうで曖あい昧まいに笑って返す。傍を離はなれる口実のために、誰かに話しかけようかと視界の端はしを探さぐっていると「紫をどうやって懐かい柔じゆうしたの？」と尋ねられる。

　その台詞せりふに、思わず振り向く。彼女はグラスの中身を一口飲み、ゆっくりと笑みを浮かべた。

「あなたは？」

「深しん紅くと呼んでいいわ」

　告げられた名前に聞き覚えはない。紫の名前を知っているということは、彼が死神だということも知っているのだろうか。

　考えを巡めぐらせていると、深紅と名乗った彼女は「あなた面おも白しろいわね」と俺の目を見て呟いた。

「とっくに死んでるのに生きているなんて」

　そのネクタイ素す敵てきね、と言うような軽い言い方で深紅がそう口にする。

「あなたも、死神なんですか？」

　死神、と口に出してから自分の周囲に人がいないかを確認した。

　深紅はそんな俺の反応を面白がるように見ていたが、グラスの中身を飲み干すと「今日は挨あい拶さつに来ただけなの。対象者を放ほうり出して来ちゃったから、もう戻るわ」と俺の質問には答えずに微笑ほほえむ。

　彼女が通りすぎてから、引き留めなかった事を後こう悔かいしたが、どうせ引き留めたとしても必要な事には何一つ答えて貰もらえない気がした。それに年齢は俺よりも若く見えたが、貫かん禄ろくのある立ち振ふる舞まいは二十数年で身に付く物だとは思えない。

　しかし彼女が死神だとしても、俺に接せつ触しよくしてきた理由が分からなかった。嫌いやな予感がして、このことをすぐにでも紫に相談したかったが、結局話が出来たのは三日後のことだった。

「彼女は一番、古い死神です」

　ホテルの部屋に現れた紫は、彼女の名前を聞いた後に溜め息混じりにそう答えた。

「死神っていうのは、みんな綺き麗れいなんだな」

　俺の言葉に紫は「彼女は一番の曲くせ者ものですよ。気を許さないでください」と釘くぎを刺すように言った。

　嫉しつ妬としてくれているのかと思ったが、紫は疲つかれた顔で自分の額に手を当てている。

「彼女は、わざわざ俺に会いに来たみたいだけど、もしかして」

「報告が虚きよ偽ぎだとばれた可能性があります。彼女にだけばれているのか、それとも上にも知られているのかは分かりませんが。いえ、彼女があなたに挨拶に来たということは、恐らく上はまだ知らないのでしょうね。上が知ったら、すぐ私に処分が下るでしょうから」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「さあ、分かりません。とりあえず、私の方から彼女があなたに近づいた本意を聞いてみます」

「友人なのか？」

「まさか。彼女は私の元教育係です」

　その台詞を聞いて、紫が再教育を嫌がっていたことを思い出す。

「私がミスをしたら、彼女まで責められる可能性があるから、わざわざあなたの所に来たのかもしれません。もしくは単純に私のミスが面白かったのかもしれない。そういう人ですから」

「でも、元教育係なら味方になってくれるんじゃないの？」

「それほど甘い人じゃありません」

「そういえば彼女はワインを飲んでいたな。お前も飲めるのか？」

「必要としないだけで、娯ご楽らくとして食事を楽しむ事はできます。ただ私は試ためしたことはありませんし、そんな事をするのは死神の中でも古い方達だけです。どうも長く実行部にいると、人間に感化されるみたいです。実際、彼女は対象者に貢みつがせて色々と楽しんでいるようですし」

　長く、というのはどの程度なのかと尋ねたら、紫は「こちらの世界とあちらの世界は時間の捉とらえ方が違ちがいますから、単純にこちらの単位に換かん算さんするのは不可能です」と口にした。

　そんな本題とは関係ないことを話しているうちに、紫の表情が和やわらいでくる。

　そのタイミングを待ってから、真っ先に聞かなければならなかったことを問い掛かけた。

「今すぐ俺が死ねば、お前は処分を受けずに済むのか？」

「関係ありません」

　今までとは違い、はっきりと大きな声で紫は否定する。

「文書を偽ぎ装そうしたという事実は変わりません。だから、あなたが今いま更さら何をしたところで無む駄だです。むしろ勝手に行動されると、余計に困る事態になります」

　真っ直ぐに目を見て言われた。

「もしもあなたが罪悪感を感じているなら、今までどおりキスに協力してください。そうすれば、私の不正が露見した際に上の方には対象者は非常に協力的だったと、報告することができます。あなたの査定にも、響ひびく事はないと思います」

　紫は俺の目を見てそう言った。どこか必死な様子に、彼が俺のことを気に掛けてくれているのだと分かって、嬉うれしかった。もう少しで、俺の望む物は手に入るかもしれない。

　だけど手にする前に、俺たちはもう一いつ緒しよにいられなくなる予感がして急に怖こわくなり、目の前にある紫の手を何も言わずに握りしめる。紫は身み動じろぎせずにじっとしていた。

　しばらくしてからそっと握り返してくれる指先が、何故なぜかとても懐なつかしい記憶を連れてくるような気がした。










　子供の頃ころによく遊びに行った祖父の別べつ荘そうは森の中にあった。

　二階の窓からは海が見えて、夜に眠ねむるときには波の音が聞こえた。

　別荘にいるときは大抵、両親が忙いそがしいときだった。祖父も多た忙ぼうな人で、専もつぱら俺の相手は祖母と通いの家政婦さんがしてくれた。近所の子供と遊ぶ事はあまりなかった。

　当時の楽しみは、浜はま辺べに行く事だった。だけど連れて行ってくれたのは祖母でも、家政婦さんでもない。

　年上の、男性だった気がする。時折、屋や敷しきに訪ねてきては俺を浜辺に連れて行く。

　父親ではないはずだ。彼はあまり海が好きではないから。

　祖父でもないはずだ。俺には出来る限り文化的な遊びをして欲しいと思っていたようだから。

　誰だっただろう、と記憶を探るが上手うまくいかない。だけど俺はその人が好きだった。

　遊んでくれるのも、穏おだやかな話し方も。名前すら、覚えていないけれど。










「深紅は摑つかまりませんでした。彼女は仕事以外のときも、こちらの世界で遊んでいるので、なかなか連れん絡らくを取ることが叶かないません」

　溜ため息混じりに紫がそう言ったのは、俺がワードローブを整理している最中だった。

「わざわざ、それを言いにきたのか？」

「あなたも当事者ですので」

　紫はそう言うが、もしかしたら俺のことを心配して様子を見に来てくれたのかも知れないと、都合の良いことを考える。

「ところで一体あなたは何をしているんですか？」

「衣ころも替がえも兼かねて、服を必要と不必要に分けているんだ」

　そう答えたときに不意に、面白い考えが浮かぶ。

「ちょっとこのジャケット、着てみない？」

「また服ですか？　必要ありません」

「お前が欲しいとか欲しくないじゃなく、俺が着せたいんだよ。拘こだわりがないなら、付き合ってくれてもいいだろ？　服務規程はないみたいだし」

　深紅は真っ先に目を引く様な派手な格好をしていた。首元に目立つネックレスをつけていたし、人から視線を向けられることに慣れているようだった。

「規程はありませんが、目立つのは良いことではありません。深紅は例外中の例外です」

　俺が誰を思い浮かべているか分かったのか、紫は嫌そうな顔をしていた。

　目立たないで仕事をしたいなら、最初からもっと容姿の劣おとった者を採用すべきだ、と目の前の男を見ながら、ヘリンボーン柄がらの灰色のジャケットを渡す。

「目立たない色ならいいんだろう？」

「……私を着き飾かざって、何が楽しいんです？」

「好きな子の服を選ぶのって、楽しくない？　概がい念ねんが違うから分からないかな」

　恋れん愛あい感情すら知らない相手に、そんな感覚を共有してもらおうなんて無理な話かもしれない。

　紫はうんざりした表情を浮うかべていたが、渋しぶ々しぶでもジャケットは着てくれた。

「もう少し明るい色の方がいいかな」

「好きにしてください。でも、着きせ替かえ人形はあと一度だけです」

　厳しいその台詞せりふにワードローブの中からコーディネイトを吟ぎん味みする。

　春らしいジャケットに、パンツはオイスターカラーを、シャツは白いものを適当に選んで、ベルトは茶色にした。

　着き替がえて欲しいと口にすると、紫は「では出ていってください」と、言った。

「どうして？」

「あなたはいやらしい目でみるので、嫌です」

　子供のような口くち振ぶりで、紫は俺が渡わたした服を手に睨ねめ付けてくる。

　粘ねばっても良かったが、あまりこちらの要求ばかり押し通すと、受け入れられていたことまで突っぱねられる予感がして、大人しくドレッシングルームを出た。

　閉じたドアに背中を押し付けて待っていると、中から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　想像力を搔かき立てられる音に意識を持っていかれそうで、前から疑問だった事を問い掛けた。

「そういえば、どうして紫なの？」

「何がですか？」

「俺は〝物事の要になる人物になれ〟って首の据すわってないうちから、肩かたに力が入るような意味を込めて名づけられたけど、紫は？　誰だれにどんな意味で名づけられたの？　そもそも死神って何から生まれるわけ？」

「名前は、見習いから一人前の死神になったときに深紅につけられました。死神は代々、教育係に名づけて貰もらうんです。俺が何から生まれたのかは知りません。気づいたときにはこの格好で存在していました」

　守秘義務だなんだと言うわりに、紫は質問に律りち儀ぎに答えてくれる。

　深紅と呼ばれたあの美女と紫が、教育係と教え子というよりももっと親密な関係があるように思えたのは、名づけ子と名づけ親の関係だからなのだろうか。

　そんなことをつらつら考えているとノブがガチャリと音を立てたので、ドアの前から退いた。

「これで気はすみましたか？」

　内側から顔を覗のぞかせた紫には、見立て通り俺の服がよく似合っている。

「うん。今日はそのままいてよ。暇ひまならまた海まで行く？」

「仕事があります」

「今も鏡を通して監かん視しはできてるんだろ？　まずそうになったら、駆かけつければいいんじゃないの？　日本には至るところに鏡があるしさ」

　鏡が彼らにとっての移動ツールであるというのは全くの想像だが、九割方確信していた。

　紫は否定も肯こう定ていもしない代わりに、片方の眉まゆを上げる。

「もっと肩の力ちからを抜ぬいて仕事をすれば？　名づけ親を見習って」

　紫は無言で眉まゆ根ねを寄せた。彼女の事を考えるときは、どうしてもそうなってしまうらしい。

　あまり良好な関係を築けているとは言い難がたいようだ。

「対象者の監視が優先ですが、それでも構いませんか？」

「いいよ、それで」

　断られると思っていたので、紫が頷うなずいたのが意外だった。

　それが顔に出ていたのか「一応、あなたの監視も仕事のうちですから。文書の偽ぎ造ぞうだけでなく対象者の監かん督とく不行届きが加わると問題なんです」と口にする。

　やけに言い訳めいて聞こえたのは、俺の気のせいだろうか。

「それで、行先は海でいいの？」

「……鏡のあるところにしてください」

　やっぱり鏡が死神界と現世、現世と現世をコネクトする媒ばい体たいなんじゃないか、と思いながら、

「どこか行きたいところは？」と尋ねる。

「特にありません」

「じゃあミラーハウスは？」

　紫は知らなかったようで、詳しよう細さいを聞いてきたので簡単に説明する。ようは鏡張りの部屋だ。

「そんな物の何があなた方は楽しいんですか？」

「中は迷めい路ろになってるから、出口を探すのが楽しいんだと思うけど。改めてそれを聞かれると困るな」

　紫は特にそこに行きたい様子ではなかった。

　けれど普ふ通つうの女性相手の時とは違ちがい美術鑑かん賞しようや音楽鑑賞に連れて行っても、喜んでもらえるとは思えない。映画には興味を示していたが、映画を楽しんでいるというより映画館という空間に興味を抱いだいているようだった。深紅なら煩ぼん悩のうが多そうなので、様々なレジャーを楽しみそうだが、紫は何に興味があるのか全く分からない。しかしシチリアではそれなりに景色を楽しんでいる様子だったし、俺がベッドに誘さそった時も性せい行こう為いに対する好こう奇き心しんはそれなりに持っていた。

　だから物事に対する関心が、全くないわけではないだろう。

「それなら、今まで行って一番良かったところは？」

「このホテルです」

　しかし紫の答えは簡かん潔けつかつ、予想外だった。

「それって、出歩くのは面めん倒どうだからここにいたいって事？　それとも誘ってる？」

　俺の質問に紫は「違います」と眉を寄せる。

「自分の居場所を用意されたのは初めてでしたから。それにあの部屋は、窓から海が見えるから居い心地ごこちが良い」

　そう言われて、ゲストルームを好きに使えばいいと口にした事を思い出す。

　しかし紫は、あの部屋を使っている様子はなかった。もしかしたら俺がいないときに、こっそり来て利用していたのかもしれない。

「海っていっても、あまり綺き麗れいじゃないだろ？」

　ビルの隙すき間まから見える湾わんは、いつだってのっぺりとした暗い色の水みず溜たまりにしか見えない。時折風にのって運ばれてくる潮の匂においも、生なま臭ぐさく淀よどんでべたついている。

「日本の海はほとんどああいうものでしょう？」

「そんなことはないよ」

　俺が子供の頃ころに住んでいた家の近くにあった海は、もっと綺麗だった。

　そのときのイメージが鮮あざやかに頭の中に残っているから、ホテルの付近の海を有り難がれない。

「やっぱり行き先は海にしよう。鏡があればいいんだろ？」

　行き先が決まり、紫をホテルから連れ出した。まずはレンタル会社で車を借りる。後部座席の広い四よん駆くを選び、後部座席に家具店で購こう入にゆうした鏡を寝ねかせた。

　鏡がある場所に拘るという事は、手鏡やそういうレベルじゃ駄だ目めなのだろうと思い、大きい物にした。途と中ちゆうで割れないように、クッション代わりのブランケットも一緒に購入する。

「あなたは私の希望よりも自分の希望を優先すべきでは？」

「もうすぐ死ぬから？」

「そうは言ってません」

　言っているのと同じだ。

「でも、不思議な事に自分よりお前の方を優先したいと思うんだよね」

　紫は口を閉じて俺を見る。きっとまた、酔すい狂きようだと思っているのだろう。

　更さらに酔狂な事に、どうせだからと目指したのはここから高速を使って四時間はかかるビーチだった。しかし残念な事に、運転している途中で紫は仕事に戻もどらなくてはならないと言い出した。

　消える所を見られたくないと言うから、パーキングで木こ陰かげに車を停とめて売店で時間を潰つぶした。

　鶴つるの恩返しみたいだな、と思いながら車に戻ると紫はいなかった。

　車を停める前に、戻ってくると約束はしたがいつになるか分からないと釘を刺されていたので、一人で海を目指す。二人きりの時間を満まん喫きつするために車を選んだのであって、紫がいないのなら海外に行ったときのように現地で合流すべきだった、と後こう悔かいしながらハンドルを握にぎる。

　高速を運転していると、事故車を見み掛かけた。誘ゆう導どうされて追い越こし車線に入るときに、拉ひしげた車体とアスファルトに転がっているバッグが目に入り、自分の事故を思いだして嫌いやな気分になる。死ぬ予定だった、と紫は言った。確かに死んでもおかしくない事故だった。

「考えてみれば、次に事故に巻き込まれない保証はないんだよな」

　いつ不ふ慮りよの事故に巻き込まれるか分からない、というのは今までの人生と変わらないのに、急に怖こわくなった。死んだら、そこで何もかもが終わる。

　ワードローブを整理していたのは、衣ころも替がえではなく死ぬための準備だった。

　今まで紫のキスで死ぬとばかり考えていたものだから、「死」に甘くて静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを勝手に纏まとわせていたが、こうして走っている間にクラッシュして、悉ことごとく暴力的に苦痛の中で一人で死んでしまう可能性もある。

　ぞくりとして、ハンドルを握り直してアクセルを踏ふむ足を少し弛ゆるめた。死にたくないという気持ちが、日々膨ふくれあがっていた。それでも、俺はきっと死ぬべきなんだろう。

　速度を落としたので、予定よりも遅おそく海に着いた。来る途中で予約した旅館の近く、殆ほとんどプライベートビーチのような距きよ離りにある浜はま辺べに、荷物を運ぶ。

　海辺は風が強いだろうと思ったが、幸いな事に海は静かに凪ないでいる。

　砂すな浜はまにブランケットを敷しいて、鏡を近くに置く。旅館の人間は訝いぶかしんでいたが、おかしな客には慣れているのか、何も言わなかった。

　旅館の人間が気を利きかせて持ってきたいくつかのキャンドルの灯で、夕食を済ませた。すっかり辺りが暗くなってしまっても、まだ紫は姿を現さなかった。しばらくして旅館のスタッフが、夜は寒いからと樫かしの木で出来た小さなサイズの火ひ鉢ばちまで差し入れてくれた。

　このまま彼が二度と戻ってこないかも知れないという想像が、頭の中にふっと湧わく。もしそうなったら、俺はこの数日間の事をなかったことにしてしまうだろうか、と考えた。死神なんて馬ば鹿かな物を信じていた、と数年後には呆あきれているかも知れない。このまま二度と紫が戻ってこないことと、いずれ紫以外の死神に殺されることは、どちらがましなのだろうかと考えたが、結論は出なかった。

　次し第だいにうとうとしてきて、気付いたらブランケットの上で横になっていた。

　パチ、と火鉢の中の炭が割れる音で眼めを開けると、うっすらと額を撫なでられた。

「紫？」

　視線を向けると、見慣れた死神が俺の顔を覗のぞき込んでいる。

「魘うなされていました」

「こんなところで眠ねむったせいかな」

　前回、紫に起こされて以来悪夢は見なかったはずなのに、と頭を搔かく。

　いい歳をして悪夢に付きまとわれているなんて恥はずかしい。

「浜辺で待っているとは思いませんでした」

　そう言って小さく笑う紫の顔色が悪いことに、気付く。

「何かあった？」

　体を起こして問い掛かける。紫は俺の横に座ったものの、なかなか話し出さない。火鉢の炭がパチリと音を立てるのを聞いて、俺が眠った時よりも周囲はずっと寒くなっている事に気付く。

　指先を、赤い色の炭に翳かざすと、じわじわと熱が伝わってくる。真っ黒い炭が、火に触ふれて透すき通とおるような美しい赤とオレンジ色になる様を見るのは、悪くなかった。

　旅館の部屋に移動した方が暖かいのは解わかっていたが、紫はここじゃなければ何があったのか、話してくれないような気がした。

「夜でも、飛行機雲は見えるんですね」

　俺の質問に答える代わりに紫が顔を上げると、短い飛行機雲が空に引かれている。

「知らなかったの？」

「私は知らない事の方が多いです。対象者の気持ちも、いつも不可解です。尤もつとも、その中でもあなたは特別に不可解ですが」

「最初に言っただろ。俺は特別だって」

　紫は言い淀よどんでから、誤ご魔ま化かすのを諦あきらめたように「対象者が自殺したんです」と言った。

「ときどき私達の存在や死を恐おそれる余りに、自らの手で幕引きしようとする方がいます。珍めずらしい事ではありません。肉体的な死が訪おとずれると、魂たましいはキスをしなくても回収できるんです」

　そこまで言うと紫は考えるように黙だまり込んだ後で、ブランケットの端はしから手を出して砂を指先で弄いじった。

「それについて……以前なら、なんとも思いませんでした」

　砂をすくい上げて指の先から零こぼす様を眺ながめながら、躊躇ためらって視線を落とした紫がその先を言うのを待つ。

「私は、最初にキスをする必要がなくなった、と思いました。それが良いとか悪いとかではなく、ただ単純にそう思いました。次にあなたの顔が頭あたまに浮うかびました。友人の義理の母親の寿じゆ命みようがまだ先だと知ったときにあなたが笑ったときの事を」

　小さな子供が、どうすれば自分の感情を上手うまく説明できるのか、戸と惑まどいながら吐はき出すような様子で、紫は告白した。

「それから、キスで死ねば彼は苦しみも痛みも感じなかったのに、と思いました。キスをすると、その瞬しゆん間かんに人は意識を失います。何も感じません。だから苦しんだ彼を、気の毒に感じました。そんな感情は今まで知らなかった」

　確かにいちいち対象者を気の毒だと思っていたら、仕事なんてできないだろう。

「どうせ魂はまたこの世界に戻されます。何度もループの中でやり直せる。一度リセットするだけで気の毒なことなんて何もないのに、苦しみの中で死んだ相手を可哀かわい想そうだと思いました」

　無表情で俺に死の宣告をしたときとは違ちがい、紫は憂うれいを秘ひめた表情で砂にまみれた手を見つめていたから、その指に自分の指を絡からめた。冷えた指先が、同じく冷えた紫の手に触ふれる。

　温まるにはまだ時間が必要だと思いながら、離はなれないように繫つなぐ。

「お前はお前の仕事をしただけで、何も悪くない。それにその対象者は、死神に殺されたくなくて、自ら死を選んだんだろう？　だったらお前が同情する必要はないよ」

　薄はく情じようだろうかと思いながらもそう言い切る。

　延命を願い出る人間ばかりだと思っていたから、自ら与あたえられた猶ゆう予よを台無しにしてしまう人間がいるなんて予想外だった。それほどまでに、紫の存在が怖かったんだろうか。それとも単純に、誰だれかに命を奪うばわれることが怖かったのかもしれない。

「お前が悲しい顔をしてると、俺が悲しい」

　思わず漏もれた言葉に、伏ふせられていた瞼まぶたが上がる。

　誘さそわれるように顔を近づけたら、薄うすい唇くちびるが「私は悲しいのではなく怖いのかも知れない」と言った。

「何が？」

「よく分かりません。最近、私には分からない事ばかりです。あなたのせいで、分からないことが増えました」

　紫は俺から海に視線を移した。

「私は、あなたが死ななければならないなら、そのときは全ての苦痛をなくしてあげたいと思っています。だけど同時に魂に刻みつけるほど強く苦しめてしまいたいとも思っている。そしてその決断を迫せまられる瞬間が来るのが怖いんです」　>>>♥

　黒々とした波は、別段面おも白しろい物でも無かった。時折遠くに帆ほ影かげが見えたが、それ以外には何の変化もない。寒くて指先が冷えてくる。風邪かぜをひいてしまうかもしれないと考えていると、ぽつりと紫が呟つぶやいた。

「あなたに置いて行かれるのが怖いです」

　それに対して噓うそ以外の言葉は何も言えなかったから、俺は黙って彼の見る先を見つめる。

　繫いだ指先はお互たがい冷え切っていて、どんなに強く握りしめても少しも温かくはなかったけれど、少なくとも一人でいるよりはずっとましに思えた。










　最近、俺の秘書は極きわめて忙いそがしそうだ。

　それというのも、俺が彼女に大量の仕事を回しているせいだ。

「社長が突とつ拍ぴよう子しもない事をするのはいつものことですが、権利を手放すのはあまり良い結果を生むとは思えませんけれど」

　上うわ目め遣づかいに俺を見る彼女に「ゼロから始めてみたくてね」と告げると、理解できないという意味の溜ため息が返って来る。

「珍しく積極的に仕事を始めたと思ったら、会社を閉じるための手続きなんて、おかしいです」

　呆れた様子の彼女に「ここにも連れん絡らくいれておいて」と、いくつかもらった名めい刺しを渡わたすと「今週中には」と疲つかれを滲にじませた声が返ってくる。

　役員に名前を連ねるいくつかの会社と、複数の不動産の権利を譲じよう渡として、資産を整理するのは意外と骨が折れる作業だった。

　開発したシステムの権利を、条件を飲む代わりにただ同然で買い取って欲しいと提案したとき、取引先の担当者は転がり込んできたのが上手い話過ぎて、最初はきょとんとしていた。

　話し合ううちに俺が本気だと気付いたようだが、どこかから別の会社も嗅かぎつけて「是ぜ非ひうちの会社に譲渡してくれ」と言い出した。毎年億単位の金を生み出すシステムが手に入るなら、どの会社も欲しいだろう。お陰かげで、会社の電話はそのあと鳴りっぱなしだ。高額での買取も提案されたが、これから死ぬのだから金に心を動かされるわけがない。

　それに殆ほとんどの財産は、死ぬ前に適当な慈じ善ぜん団体に割わり振ふってしまうつもりだった。団体のリストアップも秘書に任せている。しばらくは窓口として会社を残しておく必要があるが、円えん滑かつに畳たためる手はずは着々と整えている。俺が死んだ後に、誰にも面めん倒どうをかけずに手間を最小限に抑おさえようとするのは、なかなか大変だった。

「社長、お客様です。綺き麗れいな方と遊びたいのは分かりますけど、今は忙しいので用件だけで済ませてくださいね」

　恨うらみがましそうな眼めをした秘書に誰が来たのか尋たずねると、彼女は「深紅と言えば分かると言われましたが、どこのお店かは教えて頂いていないです」と、呆あきれた目で俺を見た。

　鮮あざやかな赤いドレスの女性が頭に浮かぶ。いずれ来る予感がしていたが、意外と早かった。

　会議室兼けん応接室に向かうと、そこには想像通りの女性がメロンイエローのワンピースと同色のジャケット姿で椅い子すに座っていた。

「紫があなたを探していましたよ」

「知ってるけど、あの子と話をしても意味がないもの」

　俺が向かいに座ると、秘書が紅茶を二人分持ってくる。

　しかし出ていくときにはわざとらしく腕うで時ど計けいをとんとん、と指先で叩たたいた。

　随ずい分ぶん信用されていないが過去の行状を省かえりみると、自じ業ごう自得なので責める気にはなれない。

　運ばれてきた紅茶はオレンジペコーだった。

　華はなやかな香かおりに誘われるように、彼女の細い指が曲線を描えがくカップの柄えに触れる。

「食事をする方は、少ないらしいですね」

「そうね。みんな忘れてしまうから」

「忘れてしまうというのは？」

「私達の元が人間だったということを」

　何気なく口にした言葉に、意外な返答が返ってきて驚おどろく。

　しかし意外だったけれど、妙みように納なつ得とくする。

　紫の手に触れたときに感じる懐なつかしさの何故なぜに、答えを見付けた気がした。

「だから食事はできるのよ。必要がないから、しないけれど。肌はだを重ねる事もできるわ。子供は宿せないけれど。笑うこともできるわ。泣くことはできないけれど」

「紫は知らなかったみたいですが」

　セックスに関する実じつ践せん経験もなかった。

　それどころか、自分がそういう行こう為いを出来るということすら、知っていたかどうか怪あやしい。何せ死神がそういう対象として見られる事に、ひどく驚いていた。

「あの子はまだ若いから。記き憶おくを消されて生まれ変わってそれほど時間が経たってないの。死神になって長く時間が経つとね、色々な事を思い出すの。勿もち論ろん、思い出すといっても人間だった頃ころの記憶は一いつ切さい返ってこないけれど。思い出せるのは、食事の仕方や欲よく望ぼうや感情についてね」

「記憶を消されるというのは？」

「記憶があると厄やつ介かいなのよ。死神に欠員が生じると回収された魂の中から適性がある者が選ばれる。その際に死んだ肉体と全く同じ物が用意されて、記憶を全すべて消されてから再度魂が入れられるけど、そのときに記憶があると、どうしても身内を贔屓ひいきしてしまうでしょう？」

　確かに自分が記憶を持って死神として生まれ代わったら、知人に対して甘い采さい配はいをしてしまいそうだ。

「だけど死神は死なないんですよね？　全く同じ物なら、殺されたら死ぬはずでしょう？」

「そうね。私の説明が悪かったわ。同じに見えるけど、素材が違うもの。あなたたちの概がい念ねんで理解できるように説明するのは難しいわ」

「じゃあ質問をかえます。死神は死なないのに欠員がでるのは、どうしてですか？」

「死神は希望すれば転生できるのよ。というよりも死神でいるのは転生の猶予なの。いずれは輪りん廻ねの輪に戻もどるわ。でも自ら希望しない限りは、ずっと死神で居続けられる」

「じゃあ、あなたや紫もいつかは、人間に転生するんですか？」

「人間は一番人気がないわね。だって忙せわしないもの。あなたはまた人間に生まれ変わりたいと思うの？　私はできれば次は魚になりたいわ。海に住めるって、素す敵てきでしょう？　私の知る限り人間に転生したのは一人だけ。私の教育係で、とても優ゆう秀しゆうな人だったわ」

　こんな美女が魚なんて勿もつ体たいない。

「死神として優秀であれば、優位な条件で転生できるの。普ふ通つうは何に転生するか選べないけれど、死神だけは別。望みの形で、恵めぐまれた環かん境きように生まれ変われる。だから、私達はそれなりに真ま面じ目めに仕事をしているのよ。次の世界で、幸せに生きて死ぬためにね」

　深紅はそこで一度言葉を切ると、じっと俺を見つめた。猫ねこのようなアーモンド型の眼に強い光が宿る。それを見て彼女はきっと、先日紫が眼にしたような対象者の悲ひ惨さんな末路を、いくつも見てきたのだろうと思った。瞳ひとみに宿っているのは、そういう強さだった。

「死神として不適合の烙らく印いんを押されると、強制的に悪い環境に転生させられるの」

　その声のトーンで彼女がここに何をしに来たのか分かった。

「今回、あなたの文書を偽ぎ造ぞうして故意に対象者の延命を行ってしまった事が明るみに出れば、紫は処分される。転生した場合、きっととても悲惨な生を送るはめになるわ」

　深紅は俺から残り僅わずかになった紅茶に視線を落とす。

　紫はここが地じ獄ごくで天国だと言っていた。この世界で一番悲惨な状じよう況きようと言われても、漠ばく然ぜんとしすぎていて、上手うまく想像はできなかった。

　それでも俺のせいで彼が悲しい目に遭あうのは避さけたい。頭では分かっていた。

　俺はこうやって彼女が引導を渡してくれるのを待っていたのかもしれない。

「そうでなければ、もしかしたらもっと酷ひどい処置が待っているかもしれないしね」

　俺を脅おどすように言葉を重ねている彼女が、本気で紫の身を案じているのはよく伝わってきた。

「それを言いに、ここへ来たんですか？　心配しなくても俺はもう覚かく悟ごはできていましたよ」

　俺の言葉に深紅は「話が早くて助かるわ」と口にした。

　まだ死ぬ支し度たくは全て整ってはいないが、この辺りが潮時かもしれない。

　秘書は困るだろうが、彼女は優秀だし顧こ問もん弁護士もいる。親は俺しか子供がいないから、人並みに悲しむだろうが、どちらも仕事に忙ぼう殺さつされて忘れるだろう。女性達とは一過性の付き合いだから、俺が死んで真しん剣けんに悲しむ子はいない。友人達も、一年後には俺の名前を口にする事は無くなるだろう。周囲にはいつも大勢の人間がいたが、関係は広く浅い。

「私のキスはどの死神のキスよりも優やさしいわ。眠ねむるように、ゆっくり死に至るから安心してね」

　深紅は柔やわらかな色をした唇くちびるを歪ゆがめて微笑ほほえむ。

　こうなると分かっていたら海辺に行ったときに紫を抱だいて仕し舞まえば良かったな、と先日の夜の事を思い出す。触ふれてしまったら、手に入れてしまうんじゃないかと怖こわくなって、何もできなかった。あの台詞せりふに何も返せなかった時点で、触れるべきじゃないというのも分かっていた。

　俺は、彼と出会って七日後には死ぬ運命だった。

　現在こうして生きているのが彼の温情なら、彼に報むくいる事をすべきだとは分かっている。

「俺は痛いキスの方が好きなんです」

　何も言わずに婉えん然ぜんと微笑んで、彼女は立ち上がる。真っ赤な唇が近づいてくるのを見ていたら、不意に俺の世界が始まった日に、目にした真っ赤な緞どん帳ちようを思い出す。あのときは、わくわくした気持ちで一いつ杯ぱいだった。楽しいことが始まるんだ、と信じて疑わなかった。

　その期待は、一応は裏切られなかった。死ぬ前の数日間は、とても楽しかった。

　だからここで死ぬのはそう悪くないと、瞼まぶたを閉じる。

　最後に紫に会えないのは残念だが、彼のためなら仕方ない。

「紫が悲しんだら、何か上手い言葉で慰なぐさめてあげてくれますか？」

　深紅は「分かったわ」と言った。吐と息いきが頰ほおに当たり、彼女の手が肩かたにかかる。

　後数センチ。彼女の唇が触れるのを覚悟したときに、「やめろっ」と鋭するどい声が聞こえた。

　聞き覚えのある声にはっと顔を上げると、入り口の所に紫が立っていた。

　泣きそうな顔で近づいてくる紫を見て、慌あわてて立ち上がる。

　何故ここにいるのか分からなかったが、その表情を目にして彼を傷つけたと気付き、申し訳ない気持ちになった。同時にもう二度と会えないかもしれないと思っていたから、姿を認めて純じゆん粋すいに嬉うれしいと感じる。

　思わず彼を宥なだめるために腕うでを伸のばすと、強い衝しよう撃げきを左ひだり頰ほほと顎あごに覚える。やけに力の乗った重い拳こぶしだった。

「っ、え？」　>>>♥







　ガードも覚悟もなく思い切り受け止めて、頭がぐらついてそのままへたりと床ゆかに倒たおれると、紫は「油断も隙すきもない」と口にした。

　俺に言っているのか、それとも深紅に向けた言葉なのか、判別がつかない。

「暴力は駄だ目めよ」

　自分も殴なぐられると思ったのか、早々に深紅が俺から離はなれる。

「殴られるような事をした自覚はあるようですね」

「不出来な後こう輩はいの後始末をしてあげようとしただけなのに、そんな言い方をしないで」

「彼は私の担当です。担当以外が、対象者に接せつ触しよくすることは禁じられてます」

「それを言うなら、死亡してないのに死亡書類を出すことも禁止されてるのよ。ご存知？」

「これは私の問題です。口を挟はさまないでください」

　深紅は嫌いやみっぽく「口を挟みたくなるような不ふ手て際ぎわを犯おかしてるのは誰だれなの？」と言った。

　俺と二人きりのときは紫を気き遣づかっていたのに、本人を前にすると深紅は途と端たんに攻こう撃げき的な話し方をする。二人とも丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで嫌みの応おう酬しゆうをしているのを見て、まるで姉弟きようだい喧げん嘩かみたいだと思った。彼女は本心から紫のことを案じているのに、それを悟さとられたくないのだろう。

「あなたも、分かっているんですか？　もし、キスが成功したら死ぬんですよ？」

「……美人の誘ゆう惑わくに勝てなくて」

　お前のためだなんて言えるわけが無くて微笑んで見せると、きつく睨にらまれた。

　震ふるえる拳を見て、もう一発来るかもしれないと覚悟する。

　痛いのは好きじゃないが、自然と口元が弛ゆるんだ。

　そこまで怒おこってくれるという事が、紫が俺を特別に思ってくれている証しよう拠このようで嬉しい。

「何を笑ってるんです？」

　ますます不ふ機き嫌げんそうな紫を見上げると、不意に開けっ放しだったドアから秘書が顔を出した。

「痴ち話わ喧げん嘩かするなら余所よそでお願いします。これ以上、私を怒らせないでくださいね、社長」

　殺意を纏まとわせたその台詞で、自分がどこにいるか思い出す。明らかに秘書には誤解をさせてしまったが、言い繕つくろうのも今いま更さらな気がして誤解されるに任せた。

　深紅は興を削そがれたように「今日は帰るわ」と、俺達の横を猫のようにしなやかな動きですり抜ぬける。

「今日はじゃありません。もう二度と、彼に手を出さないでください」

「手を出されたくないなら、早く始末を付けなさい。私しかあなたの不正に気付かないうちに、なんとかすべきだわ。査問委員会が開かれたら、あなただけでなく私も責任を取らされるのよ」

「この問題は私がどうにかします。だから、あなたが動く必要はありません」

　紫の言葉に、深紅の眉まゆ根ねが寄った。

「それとも、もしかして一番酷い処分を望んでいるの？」

　紫はその言葉に押し黙だまる。深紅が出ていく際に会議室のドアを閉めたので、部屋にはまた二人きりになってしまった。しかし紫はもう俺を殴る気はないようだった。

　居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくに「どうしてここに？」と尋たずねてみる。

「嫌な予感がしたんです。来てみたら案の定でした。彼女のことは予あらかじめ話してあったのに、どうして騙だまされたんですか？　それとも、騙されたかったんですか？」

　鋭い視線に「彼女、お前のことを考えて来たんだよ」と返す。

　紫は眉根を寄せて「あなたは彼女を誤解しています」と口にした。

「……これは私とあなたの問題です。もしも、本当に手を下さなければならないときは、私がちゃんとやります」

「お前の、処分が下された後に？」

「あなたが責任を感じる必要はありません。キスが上手くいかなかったのも、虚きよ偽ぎの報告を行ったのも私の責任です。あなたがあの事故で死ななかったのも、あなたの責任じゃない。今、私は私なりに考えて行動しているんです。それをあなたと深紅が勝手に色々な事をすると困ります」

　紫の言葉は、徐じよ々じよに弱々しくなっていく。

「あなたが、他ほかの誰かとキスをするのは嫌です。でも、私はできるならあなたともうキスはしたくない」

　顔を背そむけたまま告げられた紫の言葉の続きを静かに待つ。

「痛みが薄うすれたら、本当にあなたは死んでしまうんじゃないかと。だけど他の奴に殺されるぐらいなら、私が殺します。でも殺さずに済むなら、そうしたい。とにかく今は、他の死神の唇には触れないと誓ちかってください」

　嫉妬で歪ゆがんだ唇と頰の境に、唇を押し付ける。

　手に入れた、と思った。同時に、手放さなければとも思った。










　唇にキスが出来ない代わりに、頰や髪かみに何度も触れた。

　衝しよう動どうに任せて連れ込んだ会社の近くにあるビジネスホテルで、紫をベッドに押し倒して貪むさぼるように肌はだに触れた。

　シャツをたくしあげて肌に唇を寄せる。ボタンをいちいち外すのももどかしくて、脱ぬがさないまま皺しわになるのも構わずに顕あらわになった胸に手を滑すべらせた。

「っ」

　声を飲み込んだ紫の余よ裕ゆうを奪うばい去りたくて、性急だと分かっていながらベルトを外す。

　隠かくされていた場所に指を滑り込ませると「あ」と小さな声が聞こえた。

　元は人間だった。だから食事は取れる。肌を合わせる事も出来る。けれど子供は作れない。人間の頃ころの記き憶おくは全すべて失っている。

　深紅から聞いた新しい事実が脳の裏側をガリガリ引っ搔かいていた。何か、思い出せるようで思い出せない。自分の頭の中に、重要な問題が閉じ込められている気がしたが、今は目の前の体に集中したくて、頭のなかで起こっている変化から意識をそらすように、紫の体からだに触ふれた。

　嫉しつ妬とをしてくれた、という事が嬉しかった。彼女から俺を守ろうとしてくれた事も。

「ん」

　前と同じように、勃ぼつ起きしはじめた性器を指で辿たどる。

　一度死んだ人間の体を、わざわざ新しく作つくり替かえて死神にすることの理由は分からないが、肌を重ね合わせるのが可能な仕組みには、何か意味があるのだろうか。

　繫つながる事が出来ると紫は知って仕舞ったから、俺がいなくなった後で他の奴やつ等らと情をかわすことが有るかも知れないと想像したら、いっそのこと酷ひどくして壊こわしてしまいたい気分になる。

「紫」

　呼びかけると視線が向けられた。

　黒い瞳ひとみの中に自分の影かげが映るのを見てほんの少しだけ安あん堵どしながら、これからの自分がいない彼の未来に対する嫉妬や焦しよう燥そうを飲み込んで唇を近づける。

　キスをしてしまうつもりだったけれど、触ふれる手前で紫の掌てのひらに邪じや魔まされた。

　睨まれて「怖こわくないよ」と騙すように言う。

「あなたが怖くなくても、私は怖い」

　仕方なく紫の目め尻じりに唇くちびるを押し付ける。不意に死神は泣けないと言った彼女の台詞せりふを思い出す。

　黒い瞳の縁ふちから涙が溢あふれ出したらきっと綺き麗れいだろうな、と本人に知られたら怒られそうな事を想像して、目の縁を辿る。

「意外と臆おく病びようだよね」

「それはあなたでしょう？　私と一いつ緒しよに落ちる覚かく悟ごもないくせに」

　図星をさされて、言葉を失なくすと「死神にも恋こいができる」と紫が、ぽつりと呟つぶやいた。

「あなたがそう私に教えたのに、私一人舞ぶ台たいに残して奈な落らくに消えるつもりでいる。そんなのは、一番無責任だと思いませんか？」

　会社で聞いたような震えた声ではなく、怒いかりを孕はらんだ強い声だった。

　段々と、いつもの紫に戻もどってきている事にほっとした。

　怒られる方が、不安がったり落ち込まれるよりもずっといい。

「深紅のように、柔やわらかくはないでしょう？」

　面おも白しろくも無さそうに口にする。

「彼女、綺麗だね」

　嫉妬して欲しくてそう言うと、紫の視線が伏ふせられた。憂うれいを浮うかべた表情に、自分の中の熱が増す。

　嫉妬されるのが心地ここちよいと感じるのは初めてだった。他人のそういう感情が自分の体に絡からみつくのを嫌けん悪おしていたのに、紫から向けられるなら、少しも重荷にならない。

「お前の方がもっと綺麗だけどね」

　性器に触れていた手を、奥に滑らせる。

「っ」

　息を飲み込んだ紫の胸に唇を押し付けながら、固く閉じた場所に無理矢理指を入れた。

　怯おびえて体が跳はねるのを押さえつける。最初は浅い場所でくにくにと指を曲げた。そうやって内側が徐々にとろけてくるのを待ってから、強ごう引いんに奥を目指すと髪をぐしゃりと摑つかまれる。

「ふ……っ、ん」

　爪つめの先が耳を引っ搔いて痛みを覚えたが、止めさせようとは思わなかった。

　そのまま、やりたいようにやらせる。

「ん、ん」

　指を増やすと声が上がった。紫の体が徐々に熱を上げるのが分かる。

　前回どうやったかを、思い出させるように指を動かす。

　紫は辛つらそうに眉根を寄せた後で、ぐっと俺の頭を摑んで上に引っ張った。

「っ」

　思わず首の筋が伸のびて痛みを覚えた瞬しゆん間かんに、唇が額に触れる。

　激情を耐たえるように頰ほおや鼻に何度も押し付けられた。キスができない代わりとばかりに、口くちの端はしに押し付けられた唇に、愛いとしさを感じながら「紫」と名前を呼んだ。

　俺はきっと紫ではなく、もう一つの名前を知っている。人だった頃の彼を知っている。けれどどうしても思い出せなかった。

　考えようとする度たびに紫の吐と息いきが肌を掠かすめて、頭の中が欲よく望ぼうで染まっていく。

「は、ぁ」

　指を抜ぬき取って、パンツを脱がした。相変わらず黒い上着もネクタイも、まだそのままだ。

　太ふと腿ももに落ちたシャツの裾すそが、肝かん心じんな部分を隠している。事故以来、枯かれたとばかり思っていたが、今は自分でも抑おさえられないほどの情じよう欲よくに支配されていた。

　その奥にある場所をこれから好きにできると思うと、喉のどが鳴った。

　着ている物を脱ぎながら、舐なめるように紫の姿態を眺ながめる。

　自分がどんな種類の視線を向けられているか、以前と違ちがってちゃんと認にん識しきしている紫の頰が、うっすらと刷は毛けではいたように赤くなった。

「紫」

　俺の元に来たのが彼で良かったと、その点だけは運命の仕組みを作った誰だれかに感謝して、ベッドに乗り上げる。

　先さき程ほど俺を殴なぐった手を引きよせ、俺の体を跨またぐように膝ひざの上に載のせてから着ている服を脱がせた。

　女性とは違う。男だからそれなりに重いが、不快には感じない。

「あ」

　抱だき締しめてもう一度、先程指を入れていた場所を探さぐる。絡みついてくる肉襞ひだが、この先の快感を思い出して蠢うごめいていた。

「腰こし、少し上げて」

　紫は大人しく俺の肩かたに指をかけたまま、普ふ段だん使っているホテルの物とは違う、肌はだ触ざわりの悪いシーツの上に膝を突ついて腰を上げた。既すでに扱しごく迄までもなく、硬く膨ふくらんだ性器の先せん端たんを穴の上に宛あてがうと、紫が熱の籠こもった吐息を吐はき出す。

「ゆっくり、降ろして」

　頰に唇を押し付けて頼たのむと、肩を摑む指に力が入って少し腰が下がる。

　上手うまく飲み込めるように、穴を拡ひろげてやると「あ」と声が漏もれた。

「紫」

「……、この前のやつじゃだめなんですか？」

「いいよ、じゃあこれが終わったら、この前のやり方で」

　紫は首を振ふる。自分から入れるのが怖いのかと、手順を何も知らない相手に「腰、降ろして」ともう一度声を掛かける。

　諦あきらめたように息を吐き出して、紫が俺の言葉に従う。

　協力的なセックスに気持ちを高ぶらせながら、先端を飲みこまれる感覚に腹の底が熱くなる。

　ともすれば逃にげそうになる腰を押さえ込んでずぶずぶと押し込むと、苦しげに紫の腹が震ふるえているのが見えた。目一いつ杯ぱいに開かれた穴の内側も、断続的に締め付けてくる。　>>>♥

「痛い？」

「苦しい」

「気持ち悪い？」

　濡ぬれた目が俺を見つめる。

「気持ち悪く、ない……です」

　肩を摑んでいた手が、俺の項うなじに当てられる。引きよせられて薄うすく開いた唇に、唇を合わせたい衝しよう動どうを堪こらえて、頰にキスをした。最初の七日間はキスばかりしていたのに、未いまだに飽あきないどころかもっとしたくて堪たまらない。

「動ける？」

　そう尋たずねると、紫の髪かみが揺ゆれた。これ以上深くはできないらしい。だけどこんな中ちゆう途と半はん端ぱで我が慢まんできるわけもなく、紫の腰を摑んで強引に根本まで受け入れさせた。

「んっ」

　途と端たんに背中を反らせたので慌あわてて抱き締める。

「は、ぁ、っ」

　はくはくと口を開けて息を漏らすのを見ながら、胸に嚙かみ付いた。

「あ」

　びくんと震える体を、抱き締めて柔らかな場所をめがけて歯を立てると、俺を迎むかえ入れた場所が痙けい攣れんするように引きつる。一度目よりも感度が良くなっている気がした。こうやって何度も何度も抱だいて、俺以外の誰かじゃ満足できなくなるような体に作つくり替かえて。

　考えながらも、それが無理だというのはよく分かっていた。処分が下ると聞いたが、自分の運命が他人の手に委ゆだねられているという状じよう況きようは、心地の良いものではない。そんな不安を吹ふっ切るように、抱き締めた。

「あ、あ」

　腰を強く揺さ振ってやると、耐えきれないというように声を漏らす。

　紫は髪を乱しながら震えて、俺の肩に額を押し付けながら「苦しい」と口にする。

　溶とけそうな顔で、甘い声で言うから、まるで別の言葉を言っているみたいに聞こえた。

　痕あとになって残ればいいと思いながら強く抱き締めていると、気付いたら紫をベッドに押し倒たおしていた。

　ベッドに押し倒しても、俺の体にしがみつく紫の腕は外れない。

　その事に満足しながら、追い立てる。

「あ……っ、ぁ」

「辛い？」

　掠れた声で尋ねると、腕の中の男が頷うなずく。

　穴の中は誘さそい込むように動いている。少し体を起こして、性器に視線を落とす。

　今にも達してしまいそうな先端を指の腹でなぞる。

「っ、ぁ」

「後で舐めてあげるから、もう少し我慢して」

　そう言うと、紫の長い睫まつげが震えた。

　足を抱かかえ直して、強く突き上げてやりながら名前を呼ぶ。

　唇くちびるを嚙みしめて、健けな気げに耐えている様が可愛かわいらしくて俺も堪えるのに苦労した。

　もう少し、この狭せまくて熱い場所に入っていたい。熱情に体を支配されて、達する瞬間の快感に期待を寄せて腰を動かしていると、熱に潤うるんだ眼まな差ざしを向けられる。

「ん」

　視線が合うと、安あん堵どしたように紫が息を吐いた。

　途端に穴の中がきつく締まり、耐えきれずに達してしまう。先にいかされた、と少しだけ悔くやしい気持ちで紫の腹の中に精液を吐き出すと、少し遅おくれてから紫のそれも達した。

　白はく濁だくした物が俺の腹を汚よごすのが、見ないでも分かる。

　そのまま抜かないでしばらく抱き締めていた。不意に紫が「怖こわいんですか？」と聞いてくる。

　一体何の事か分からなかった。

「震えてる」

　指し摘てきされて、初めて自分が震えている事に気付く。

「怖いんですか？」

　悪夢を見てしまった子供を宥なだめるように、紫の指が俺の髪を梳すく。

　いつも怖いというのは紫なのに、今では俺が怖がっているのかと、少し滑こつ稽けいな気分になる。

「私が守ってあげますから、怯おびえなくて良いですよ」

「うん」

　そうやって優やさしく頭を撫なでる指を、俺は確かに知っていたんだ。










　久ひさし振ぶりに訪おとずれた実家にいたのは、祖父と手伝いに来ている女性だけだった。

　祖父が息子むすこに職を譲ゆずって引退したのは随ずい分ぶん前だが、いまだに毎日きっちりと数社の経済新聞に目を通しているらしい。感心するのは端たん末まつを使って海外の新聞も複数購こう読どくしている事だ。

　経営者として優すぐれているという自負があるせいか、俺が顔を出すと必ず会社の事に口出しされる。もっと上手くすれば儲もうけが増えるとか、余よ裕ゆうがあるならあそこの会社を傘さん下かにおさめておけとか。全く違う業界なのにわりと的を射た助言を貰もらえるが、祖父のように利益を追求する経営方針ではないので、毎回のらりくらりと聞き流していた。

「うん、考えておくよ」

　いつもは聞き流してしまうが、今回はそう言って頷くと、祖父は訝いぶかしげに俺を見た。

　彼の孫の中では、一番面めん倒どうくさがりの俺が面倒な提案に頷いた事が意外らしい。

「まぁ、お前は昔から、何をやらせても上手く回すからな。それほど心配はしていないんだが、ただやる気を出しさえすればもっと上にいけるのに、下の方で甘んじているのを見ると、つい口を出してしまいたくなるんだよ」

　祖父は愚ぐ痴ちとも諫かん言げんともつかない台詞せりふを口にすると、風ふ呂ろを浴びに部屋を出ていった。

　規則正しい生活は、今も変わらないらしい。早朝に散歩して、その後に朝食、新聞、それが終わると風呂だ。昼飯を食べて、午後は余よ程ほど天候が悪くなければ、どこかに出で掛かける。

　矍かく鑠しやくとしているが、祖母が亡なくなったときは落ち込んでいた。

　当時の事を思いだしながら、かつての自分の部屋に向かう。

　子供の頃は海外で寮りよう生せい活かつだったが、長期休きゆう暇かで日本に滞たい在ざいするときのために自室を用意して貰っていた。

　母おも家やからは廊ろう下かで繫つながっている。不便な場所にあるが、パブリックスクールを卒業して以降は、殆ほとんど倉庫としてしか利用していないので構わなかった。

「一応、コレも処分しておかないとな」

　残された人達が困らないように、身み綺ぎ麗れいにする必要があったが、今日の目的はそれではない。

　棚たなに入っているアルバムを引き出す。それには俺がまだ子供の頃ころ、別べつ荘そうに頻ひん繁ぱんに遊びに行っていた頃の写真が納められている。

　浜はま辺べで遊ぶ姿や、他の子供達と一いつ緒しよに駆かけ回っている姿が写っていた。昔から冷めた子供だとずっと思っていたが、写真の中の自分は笑え顔がおを振りまいて楽しそうにしている。

　とても演技には見えないが、実際どうだったかは全く覚えていない。

　ピントを合わせたり、ぼかしたりと凝こった撮さつ影えいの仕方をしているから、恐おそらく撮とったのは祖母だろう。

　若い頃は本気で画家を目指していたというだけあって、芸術的なセンスは優れていた。そんな祖母は、ある画が壇だんに属していた。詳くわしくは覚えていない。画壇じゃなくて、ただのサークルだったのかも知れないが、そこには祖母が目を掛かけていた男性がいた。

　別荘の近くでアトリエを構えている若いその人は、才能に溢あふれていたが貧しかった。詳しくは覚えていないが、祖母は彼に金銭的な援えん助じよをしていたようだ。時折、別荘に来ては祖母の話し相手になり、俺の遊び相手になった。

　当時の事を思い出しながら頁ページを捲めくっていると、そのうち結けつ婚こん式の写真が出て来る。

　俺は子供用のタキシード姿で、髪まで撫でつけられていた。傍かたわらには着き飾かざった祖母の姿がある。形見分けでこの着物は俺の母親の物になった筈はずだ。

　次の頁を捲るには勇気が要いった。それを確かく認にんするために来たのに、このまま閉じて帰ってしまいたいと思っていた。そうできたらどんなに良いだろうと思いながら、頁を捲る。

　写真の中には、タキシード姿の男が花はな嫁よめと一緒に写っていた。

　幸せそうに笑う女性と、同様に口元を綻ほころばせている男。その男の顔は、紫によく似ていた。

　他の頁を捲ったが、男が写っているのは三枚だけだった。

　しかし写真から受ける印象と、紫から受ける印象はまるで違ちがう。写真の中の人物は控ひかえめな笑顔を浮うかべて、好青年然としていた。祖母も気に入っていたし、結婚式には大勢の人間が祝いに駆けつけていた。

　アルバムの中には真しん剣けんな顔をしている写真もあったが、それでも紫と雰ふん囲い気きは大分違う。

「でも、別人にしては似すぎている」

　別荘によく遊びに来る売れない画家のお兄さん。性格は穏おん和わで一度も怒おこられたことはなかった。いつも少しさびしそうな顔で笑っていたのは、持病のせいで望むような生活が送れなかったからなのかもしれない。それでも結婚式で見た笑顔は、あまりにも華はなやかで見ている俺まで幸せな気分になった記き憶おくがある。

　お嫁よめさんが来るんだよ、と結婚式の数日前に幸せを滲にじませて彼がそう言ったときの事もよく覚えている。浜辺へと続くコンクリートの階段に座って、アイスを食べている時だった。

　彼が紫のように海が好きだったかどうかは、思い出せなかった。だけど、結婚式で何があったのかは、今はもうはっきりと思い出せる。

　教会での式が終わって、俺を含ふくめて列席者の子供らは、式の間中大人しくしていた反動で、式場内を駆け回っていた。俺は鬼おにに見つからないように、走りながらどこかの部屋に飛び込んだ。

　そこに彼がいた。胸を押さえて呻うめきながら蹲うずくまっていた。

　床ゆかを這はう姿を見て、どうにかしなければと焦った。

　だけどその部屋には俺と彼の二人きりで、俺の足は恐きよう怖ふに竦すくんで動けなかった。

　彼は自らの体を抱だき締しめるように屈かがみ込んで、「はあ、はあ」と荒あらい息を断続的に吐はき出していた。一刻も早く助けを呼びに行くべきだった。だからようやく動き出した足で部屋を出ようとしたら、そのときになって初めて俺の存在に気付いた彼が、顔を上げた。

　縋すがるような目をして見ていた。俺がただ、逃にげだそうとしていると思ったのかもしれない。

　俺がもう少し上の年ねん齢れいだったらきっと、何か彼が安心できるような言葉をかけられたはずだ。「大人を呼んでくる」でも「すぐに戻もどる」でも。だけどそこまで機転が利きかずに、慌あわてて逃げるように外にでた。

　最悪な事に式場は広くて、どこに行けば大人に会えるのか分からなかった。

　とにかく俺は走り回って、大人を連れて部屋に戻る頃には、随分時間が過ぎていた。

　部屋の床の上で、男は胸を摑つかんだまま事切れていた。胸むな元もとにあしらわれていた、白い薔薇ばらの花弁が散っていて、真っ黒なスーツと相まってまるで葬そう式しきのように見えたのを覚えている。

　彼の名前を、誰だれかが叫さけんでいた。誰も俺を責めなかった。むしろ彼の両親には感謝されたが罪悪感はずっと消えなかった。それが記憶を抑よく圧あつしていた原因かもしれない。

「死神はみんな、元人間か」

　チャリティオークションで友人が知り合いに似ていると言っていたのは、これだったのだろう。芸術家同士、どこかで出会った事があるのかもしれない。

　どうしてシチリアで紫に服を贈おくったのか、理由が分かった。彼が黒い服で結婚式に参加するのが不ふ吉きつだと思ってしまったのは、埋うずもれていた記憶が関係していたのかもしれない。

「因果応報だな」

　俺のせいで死んでしまったかもしれない彼に、今度は俺が殺される。

　だけどこれは逆にチャンスなのかもしれない。

　今度こそ、彼のために最善の行動をすべき機会が回ってきたと考えるべきだ。

　アルバムの中から写真を取り出す。紫が微笑ほほえんでいる一番幸せそうなそれを、汚よごれないようにハンカチに包んでジャケットにしまった。










「どうして遊園地なんですか？」

　不ふ機き嫌げんな顔をした紫に「デートらしいじゃない」と告げる。

　仕事が一段落して、次の仕事まで少し間が空いている紫を引っ張り出して、その足で遊園地に向かったのは、ミラーハウスの話を覚えていたからだ。

　有り余る財産を使って、貸し切りにしてしまう事も考えた。

　もしくは営業後に開けさせようともした。しかし流石さすがに「半年以上前に予約していただかないと」という理由で断られた。いくら金を積んでも、半年前じゃないと貸し切りは無理らしい。閉園後の貸し切りも「三ヶ月前に予約」と断られた。しかもその場合は動かせるアトラクションが限られるらしい。だからしかたなく、平日の通常営業の時間に紫と一緒に訪れている。

「ここ、楽しいんですか？」

　私とあなたの二人で、という言葉が暗に隠かくれていた。

「俺は紫と一緒になら、どこでも楽しいよ」

　そう口にすると、紫は「変わってますね、相変わらず」と嘆たん息そくする。

　しかしジェットコースターで終始無表情な紫の様子は、なかなか面おも白しろかった。

　男二人で観覧車の列に並んでいるときに、背後の女子学生が俺達の方を指してにやにやしながら何か言っていたのを聞いて、気まずそうに視線を逸そらす紫を見ているのも楽しい。

「誰にどう思われても構わないと思うけど」

　中に乗り込んだ途と端たんに、不服そうな顔をしている紫に向かってそう口にする。

　待ち時間は苦痛だが、普ふ段だんあまり見られない紫の様子を見られるので、満まん更ざらでもない。

「あなたは適当でいいですね」

「長生きのこつだね」

　紫は俺の発言に呆あきれたように視線を外に向ける。

　景色を見るのが好きな奴やつだから、きっと気に入ると思った。

　夕暮れになっていく空を見つめる横顔は、いつもと同じで整っていた。子供の頃に、そんな風に海を眺ながめる横顔を見たことがある気がした。

「紫」

「なんですか？」

「お前が死神になる前に、どんな人間だったか俺が知ってるって言ったら、お前はそれを聞きたいと思う？」

　紫は外から視線を戻もどさなかった。

　窓には万が一の際にもそこから転落してしまわないように、鉄てつ柵さくがついていた。

　まるで檻おりの中からみるようで、折せつ角かくの綺き麗れいな風景が台無しだ。

「お前が誰を愛していて、誰の子供で、どんな風に死んだか」

　彼の名前は、今の名前とは似ても似つかない名前だ。それを頼たよりに、一通り調べた。

　政治家の三男で、画家になることを反対され勘かん当どう。祖母から援助されるまでは時折売れる絵で糊こ口こうを凌しのぎ、享きよう年ねんは二十五歳。元々、心臓に持病があった。常に薬を携けい帯たいしていたようだが、死亡時には親族に預けていた。運悪くその時に発ほつ作さにあい、結婚式場の一室で死亡した。

　結婚相手は幼おさな馴な染じみで、高校を卒業したばかりの十八歳。彼が死んだ二年後に再さい婚こんし、現在は子供が三人いる。一番上の子供が、先日高校を卒業したらしい。

「必要ありません」

　紫の目はずっと遠くを見ている。

「それは今の私とは関係ない情報です。死者の魂たましいを回収して評価するときに、前世の情報は入ってこない。それはもう、別の人間だからです。私達死神も例外じゃありません。他人の人生に、私は興味がない」

　揺ゆるぎない言葉に、紫が本心から言っているのが分かった。

「少しも気にならないの？」

「あなたは自分の前世が何だったか気になるんですか？」

　前世に自分が何物だったかなんて、考えたこともない。紫の返答を聞いて、写真を持ってきてしまった事を後こう悔かいした。彼は目の前の男とは違ちがう。姿形が似た、別の人間だ。

　そう思うと、不思議と蘇よみがえった記憶のせいで芽生えた罪悪感がすうっと、消える。

「紫」

　ずっと心の奥に引っかかっていた彼の名前を上書きするように、目の前の男を呼ぶ。

　ただ、呼びたかっただけなのに、紫は何かに気付いたように眉まゆを寄せる。

「キスはしません」

「え？」

「観覧車の頂上で、みんなキスをするんでしょう？」

　蛇じや口ぐちの使い方も知らない癖くせに、どうしてそういうおかしな情報は知っているんだ、と呆れながら「そういう意味で呼んだんじゃないよ」と言った。

「じゃあなんですか？」

「まだたくさん、行きたい場所があるなって。紫と」

「……行列はもう結構です」

　アトラクションは、やたらと並ぶものが多い。人気のものは時間帯指定の予約ができるが、その他はひたすら列に並ぶしかない。そのせいで紫は結構疲つかれている様子だった。確かに死神では、列に並ぶのには慣れていないだろう。

　そういう意味じゃなかったんだけどな、と思いながら「じゃあ、もう一つだけ付き合って」と言った。

「どこに行きたいんです？」

「ミラーハウス」

「拘こだわりますね」

「懐なつかしいなって、思って。子供の頃ころに一度だけ行った事があるんだけど、迷子になってさ。ああいうのって一度間違えると、誰かの手助けがなければなかなか正しい道には戻れないよね」

「構いませんが、一時間以上並ぶ様なら諦あきらめてください」

　どことなくうんざりした様子を見て、やっぱり男同士で遊園地は失敗だったかもしれないと思った。俺は楽しかったが、紫の方は保護者気分で付き合っているようにしか見えない。

　だけどそれでもちゃんと俺に付き合ってくれている。嫌いやみを言っても、時間が空いたら会いに来てくれた。

「愛されてるなぁ」

　呟つぶやいたら、嫌みだと思ったのか、軽く睨にらまれた。

　結局観覧車の中でキスはしないまま、下に降りる。閉園時間が近づいていたので、早さつ速そく園内の端はしの、人ひと気けのない場所にあるミラーハウスに向かって歩き出す。

　すれ違う客はみんな出口を目指している。ミラーハウスにたどり着いたのは、閉園の三十分前だった。受付の人間は少し困った顔で「閉園十分前には出てきて貰もらうことになりますが、構いませんか？」と口にする。それに頷うなずいて、紫を連れて中に入る。

　あまり大きな建物ではないのに、話し声や足音は何も聞こえなかった。

　俺達以外の利用客がいないのかもしれない。

「本当に全すべて鏡ばりなんですね」

　感心したような声に「これだとやっぱり、来た方向が分からなくなるよね。実際、俺ももう分からない」と返す。ここのミラーハウスも、迷めい路ろになっていた。

　合わせ鏡が造り出す無限の空間に、どことどこが繫つながっているのか、混乱する。

「私は分かります」

　得意げにそう言う紫が可愛かわいいと思った。

「紫は分からなくてもいいんだよ」

「どういう意味ですか？」

　先日、深紅が俺の前に現れた。会って早々に彼女は『近いうちに紫の処分が下るわ。正式な決定が下ればもう引き返せないけれど、それまでにあなたが死ねば……なんとかなるかもしれない。どうにか紫を説得して鏡の向こう側に追いやってくれない？　向こうに行ったら、キスが終わるまで私の部下が彼を拘こう束そくしておいてくれるわ』と言った。

「鏡の向こうで今、深紅が紫と話し合いたいと言ってる」

「まだ深紅と関かかわり合いを持っていたんですか？」

「教育係として、なんとかするってせっかく協力を申し出てくれたんだから、行っておいでよ」

　紫は俺の言葉に困こん惑わく気味に視線を巡めぐらせた。

「向こうに行くためにこんなにたくさんの鏡は必要ないのですが」

「トイレやフィッティングルームじゃ、見送るのに格好が付かないだろ？」

　俺の台詞せりふに紫が呆れたように「そんな理由でわざわざ？」と口にする。

「それに久ひさし振ぶりに遊園地に来てみたかったんだ。男二人でも、意外に面白かっただろう？」

「あなたが私と行きたいと思っている残りの場所を聞くのが、少し怖こわいですね」

「期待しててよ」

　そう言って引きよせる。唇くちびるを合わせた瞬しゆん間かん、ほんの少しだけ痛みが走った。

　紫が驚おどろいて自分の唇を手で覆おおうのを見て、少し勝った気分になる。結局、紫のキスでは死ねなかったな、と残念なようなほっとしたような気持ちで、俺を睨む男に「そろそろ行かないとまずいみたいだよ」と腕うで時ど計けいを見せる。

　深紅にはこちらの時間で何時、と予あらかじめ教えられていた。

　本当はもっと柔やわらかな唇を味わいたかったが、叶かないそうにない。

「あなたは最近、少し調子にのりすぎです」

　咎とがめるようにそう言って、紫が鏡の向こうに消える。

　俺が触ふれても、向こうには行けなかった。指先が硬かたい硝子ガラスに当たって、視線を上げると鏡にはへらへらした顔の男と目の醒さめるような美女が映っていた。










　他人に迷めい惑わくが掛かからない場所にしようと思っていた。

　考え付いたのが、浜はま辺べだなんて俺の発想も貧困だ。

　紫の査問の結果が出る前にと深紅が急せかすから、遊園地からそれほど離はなれていない場所で車を降りた。ここじゃ誰だれかに見つかるんじゃないかな、と懸け念ねんしながら潮風に耐たえる。

「本当にいいんですか？　あなたは紫から恨うらまれる。それに担当者以外が対象者に接せつ触しよくするのは問題があると紫が言っていましたが」

「確かに規則違い反はんだけど、紫の規則違反よりも軽いわね。私には一応教育係として後こう輩はいの後始末をつけるという名目があるもの。それよりあなたこそいいの？」

　深紅の言葉に肩かたを竦すくめる。

　取引を持ちかけられたときに二つ返事で頷いた。覚かく悟ごはとっくに出来ている。それにそんな風に尋たずねてくるが、彼女は俺を逃がす気はない。尤もつとも俺も逃げるつもりはないけれど。

「元々、死ぬ予定でしたから。本編より、おまけの人生の方が楽しかったのは計算外でしたけれど紫のためなら、構いませんよ」

　深紅はゆっくりと俺に近づいてきた。本当ならボートか何かで沖おきに出て、そこでするのが一番なんだろうが、間に合わなければ意味がない。尤も、俺がぎりぎりまで紫とのデートを楽しんだせいで、こんな時間になってしまったのだけれど。

　夕日は沈しずんだが、星が輝かがやくにはまだ早い。誰かが俺達を見たら、恋こい人びと同士がじゃれ合っているだけだと思うんだろうな、と思いながら目を閉じる。

　今度は紫の邪じや魔まが入らない。あと数センチ、彼女の吐と息いきを感じながらそのときを待つ。

　唇が触れ合った瞬間、強い痛みが走った。優やさしいと聞いていたのに、噓うそだったなと騙だまされた気分になる。それでも眠ねむるように死んでいくよりはましだったが、一向に痛みは退ひかない。

　瞼まぶたを開けると、痛みで反射的に唇を離してしまった深紅が呆ぼう然ぜんとした顔で立っていた。

「どういうことなの？」

「それは私の質問です」

　不意に聞こえた声に振ふり返ると、目を眇すがめた紫がこちらを見ていた。

　いつのまに傍そばに来ていたのか、相変わらず分からなかった。

「彼に手を出さないように言ったでしょう。この件は私が上と処理をすすめているので、動かないようにとも頼たのんだはずです」

　紫は傍に来ると、呆あきれた顔で俺達を見て「あなたのキスで彼は殺せません。それに私の処分はもう決定しています」と言った。

　紫の言葉に、深紅が眉まゆ根ねを寄せて「どうなったの？」と尋たずねる。

　その質問に、紫は「私はもう鏡の向こう側にはいけません」と晴れやかに笑った。

　俺は意味が分からなかったが、深紅はそれが指す意味を察したようで、激しく取り乱した。

　彼女を見て、あまり良い結果でないと知る。

「これでも情状酌しやく量りようしてもらい、人としての一生を生きることは許されたので、そんなに嘆なげかないでください。教育係としてのあなたの責任も問われません」

　紫はそう言うと涙なみだもなく震ふるえる彼女を抱だき締しめた。

「私はこの結末を望んでいたんです。こうなって良かった」

　訳が分からないまま二人を見ている俺に、紫は処分の内容を説明した。

　彼らの世界で一番重い刑けいは魂たましいの消しよう滅めつらしい。勿もち論ろん転生はなく文字通りその場で消滅する。

　紫の刑は、情状酌量でその一歩手前に落ちついたようだ。それが人としての一生。死亡後は転生せずに、一度きりの人生を終える。

　深紅はそれを不ふ憫びんだと嘆いているが、前世も来世も知らない俺達からすれば、何の問題もない事のように思えた。紫は初めからこの刑を狙ねらって、交こう渉しようをしていたのだと俺に明かした。

「だから、余計なことをしないで欲しいと言ったでしょう？」

　その台詞に自分が酷ひどく空回りをした気がして、恥はずかしくなる。どうせ死ぬしかないなら、少しでも紫の役に立とうと思っていたが、それもできなかった。

「あなたの寿じゆ命みようも再設定されましたよ。対象者の前世によってはキスが効果を発揮しないということを、誰も知らなかったので。それから前世のあなたが来世の寿命を〝退たい屈くつしたら死にたい〟と希望していたおかげです」

「え？」

　俺ではなく深紅が首を傾かしげる。

　そんな彼女を見て、紫は「あなたも知らなかったみたいですね」と言った。

　紫は少し腰こしを曲げると、深紅の唇に自分のそれを押し付けた。

　傍で見ている分には何が起こったのか分からなかったが、深紅が唇を押さえて痛がる。

「元死神と死神がキスをすると、キスは効力を発揮しないそうです」

　紫は俺を振り返ると、悪戯いたずらが成功したような顔で笑った。










　子供の目を通して見た彼は、とても大人だった。

　指先にはいつも様々な色が付いていて、俺の小さな手を包み込んでしまえた。今は俺の手の方が紫のそれよりも大きい。

　ホテルの椅い子すに腰こし掛かけた紫は、幾いく分ぶん疲つかれているように見えた。細い指は、アームレストの先せん端たんに預けられている。

　このところ断片的に蘇よみがえっていた記き憶おくは一度全て形になったけれど、こうして紫を見ているとまたばらばらになって底に沈しずんでいく気がした。テレピンの匂においが沈じん丁ちよう花げに変わり、あのカラフルな指先が白い手に上書きされる。

「紫は深紅の問いの答えを知っているの？」

　浜はま辺べで深紅に別れを告げたのは、今から一時間ほど前の話だった。

『あなたの前世は死神だった。あなたの良く知る死神です』

　前半は俺に、後半は深紅に向けられたその台詞せりふをすぐには理解することができなかった。

　しかし深紅は『噓うそでしょう』と、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　それまで取り乱していた彼女は痛む唇くちびるを押さえて、哀あわれみと懐なつかしさが複雑に混じり合った顔で俺を眺ながめてから、いくつか紫に質問をした。

　俺には理解できない会話の後で、深紅は紫の決定に納得できないように首を小さく振ふった。

『とても理解できないわ。あなたが人間になる事を選んでしまったのが、すごく残念よ。もっと軽い処分を求めることもできたのに』

　まるで最悪な決断をしてしまった子供を詰なじるように、深紅が目を伏ふせた。

『他の処分では意味がないんです』

　深紅はその返答を聞いて唇を開きかけたが、結局言葉を飲み込んで長い息を吐はき出す。

『どうしてあなた達は人間になんてなりたがるのかしら』

　答えを求めるように、深紅が俺に視線を向ける。

　けれども俺には過去の記憶がないので答える術はない。自分が元々は彼らと同じ世界の住人だったというのは、実感がないからよく分からない。

　代わりに紫が唇を開く。

『きっと、あなた方の概がい念ねんでは理解できないでしょうね』

　その返答に、深紅は形の良い唇を歪ゆがめる。

『そうかもしれないわね。でも、さびしくなるわ。別れには慣れてるけど』

　彼女はそう言ってから、もう一度俺を見て『意味があるのかしら』と口にした。

『あなたは、生まれ変わる前のあなたは物事には必ず繫つながりと意味があるって言っていたけれど、この出会いも意味があったのかしら。だって偶ぐう然ぜんにしては、できすぎているわ』

　深紅の言うとおり、不思議な繫がりだった。俺達の関係は前世が複雑に絡からみ合っている。

　偶然で片づけるにしては、できすぎているように思えた。

『少なくとも、紫との出会いは俺の人生にとって意味があったよ。君の人生にとっても、俺達との出会いが意味のあるものであってほしいと思ってる』

『どういう意味？』

『死神から人間になるのは、それほど悪くないって思って貰もらえたら、世の中に美女が一人増える』

　状じよう況きようにもそぐわずに茶化すと、深紅は呆あきれたように口元を綻ほころばせて『容姿は来世には受うけ継つがれないのよ。それに、私は人間になる気は絶対にないもの』と答える。

　だけど思い直したように『でも、確かに悪くないのかもしれない。だって、あなた達はなんだかとても幸せそうだから』と付け加えて、背を向けた。

　彼女と会うのはこれきりになると分かっていたが、別れに相応ふさわしい言葉を俺も紫も見付けられなかった。

　二人きりになってから紫は、深紅が動く前に上層部に事情を説明していたとぽつぽつと話し出した。

『最初から、全部言って置いてくれたら良かったのに』

　そうすれば彼女だって、紫の知らない所で俺にキスをしようとなんてしなかっただろう。

『あなたの寿じゆ命みようがどうなるか分からなかったんです。キスで死なない特とく殊しゆケースを調べて、その理由が分かったのはつい先日です。それが情状酌しやく量りようになるかどうかもわからなかった。今こうして好き勝手できるほど、前世のあなたは優ゆう秀しゆうだったようですね』

　紫は深紅が消えた方を見ながら『でもまさか、彼女があなたと一いつ緒しよになって私を騙だますなんて思いませんでした』と、恨うらみがましい視線を寄よ越こす。

『彼女はお前のことを考えてたんだよ。一応、俺も』

『勝手に動くなと釘くぎを刺さしたはずです。向こうに行った途と端たん、彼女の部下に拘こう束そくされて抜ぬけ出すのに苦労しました。お陰かげで凄すごく、疲つかれました。早く、帰りたいです』

　紫はそう言うと、凭もたれるように俺の体に身を寄せた。どの程度寄りかかっていいのか、判断ができずに中ちゆう途と半はん端ぱに預けられる体重がもどかしくて、肩かたに腕うでを回した。

　浜辺からホテルに帰るまで、本当に疲れていたのか紫は何も話さなかった。

　俺の方はまだ問題が解決したという実感が湧わかずに、紫や深紅が言った台詞をぼんやりと反はん芻すうした。中でも、過去の自分がどうして人になることを選んだのかずっと考えていたが、納得できる理由は思いつかなかった。

　それを打ち明けると、紫は椅子の背に体を預けたまま「私と同じかもしれませんよ」と呟く。

「お前が、人になった理由と、俺が人になった理由が同じなのか？」

　問い掛かけに紫が頷うなずく。

「人間は恋こいをして愛し合うことができる。愛する人を見付け、その人と添そい遂とげることができる。あなたはそれを望んで人になったのかもしれない。私があなたを望んで人になったように」

　紫の台詞には妙みように納得してしまう部分が確かにあった。けれど本当にそれが正解かどうかは分からない。生まれ落ちる前の俺が何を考えて、どんな奴やつだったかなんて覚えていない。

　黙だまったままの俺に、紫が小さく微笑ほほえむ。

「私が何も覚えていないように、あなたもこの姿になる前のことは記憶にないんでしょう？」

「何も覚えてないね。この世界に期待してた事だけは、知ってるけど」

「そのまま期待していてください。あなたは退たい屈くつした瞬しゆん間かんに寿命が来てしまうようなので」

　紫の台詞に思わず笑う。ということは退屈しないかぎり、ずっと生きていられるんだろうか。

「お前が生きてる限り、退屈はしないよ。俺のことより……お前は、いくつまで生きられるんだ？」

「さあ、人の平均寿命ぐらいは生きてみたいですが、どうなるかは分かりません。いつ死ぬか分からないというのは、随ずい分ぶんと心こころ許もとないものですね。でも物事はきっと終わりがあるからそこに至る行程を楽しめる物なのかも知れません。終わりのない世界で生きる深紅や他の死神には分からないでしょうが」

　同じようなことを、以前の彼も言っていたが、それを指し摘てきする気にはならなかった。

　以前の彼と較くらべて相反するところを探しても、何の意味もない。俺が好きになったのは、目の前にいる紫で、違ちがう名前の男じゃないんだから。

「もし俺がまた対象者になって深紅に会うようなことがあったら、そのときにはお前がそう言ってたって伝えておくよ」

「かなり可能性の低い確率ですが、ないとも言えません。そのときは、今度こそあなたは死を免まぬがれないでしょうね。今回の失敗を踏ふまえて、対象者が元死神の場合にキス以外で魂たましいを回収する方法を上層部の方々も考えていると思いますから」

　紫は愉しげに話していたが、不意に言葉を切る。

　それから拒きよ絶ぜつも肯こう定ていも全て受け入れる決意を籠こめた眼差しを俺に向けた。

「私はもう死神ではありません。それでも構いませんか？」

　質問の答えなんて、ずっと前から決まっている。

「構わない。でも俺にも問題がある。持っている権利は粗あら方かた売り払はらった。財産もほとんどない」

　金の作り方はもう分かっている。しばらく真ま面じ目めに働けばすぐに一財産築けるだろうが、今もまだ幸運が続いているとは限らない。尤もつとも、こんな状況でもそう悲観的な気分になれないのは、本当に欲しい物を手に入れられたからだ。

　紫と一緒なら、どんな風にでも生きられる気がする。

「本当に深紅とのキスで、死ねると思っていたんですね。つまりあなたは、私のキスに問題があると思っていた」

　責めるようなニュアンスに「自分だってそう思ってたんだろ？」と返す。

　紫は反論できなかったのかしばし黙り込んでから「キスは、私の方があなたや深紅よりも上手い」と不満げな表情を見せたが、本当に気分を害したわけではないと分かっていた。

　その唇は愉たのしそうに歪んでいる。

　元の世界との関係を断ち切って仕し舞まったのに、今までになく明るい顔を覗のぞき込むと、猫ねこのように好こう奇き心しんを湛たたえた瞳ひとみが向けられる。

「それで俺はしばらくは貧びん乏ぼうになるかもしれないけど、構わない？」

　紫は「いいですよ。二人で、何か楽しい仕事をしましょうか」と華はなやかに笑う。

　その唇の形が可愛らしくて、思わず屈かがみ込んでキスをした。

「死神と元死神では痛いキスになるのに、元死神同士なら痛みがないのは面白いですね」

「免めん疫えき抗こう体たいみたいなものなのかもね」

「なるほど」

　唇を離はなした後で、紫は神しん妙みような様子で頷く。いつの間にか口くち癖ぐせが移っているのがおかしかった。

　本当に良いのか、後こう悔かいはないのか。そんな疑問を声に出す代わりに、正面に座り込んで紫の右足を膝ひざの上に置く。丁てい寧ねいに右足と、左足から交こう互ごに靴くつを抜き取った。

「確かめていいかな？」

　初めてじっくりみた紫の足は桜色の爪つめの先まで綺き麗れいに整っていて、静脈が青く浮うき上がっていた。

「何をですか？」

「紫が、本当に人になったのか」

「触ふれても、きっと違いなんて分からないと思いますよ。見た目に変化は現れませんから」

「それも含ふくめて、確かめさせて」

　足の裏、アーチ状の起き伏ふくを撫なでて踵かかとに触れる。

　腓ひ骨こつを薄うすい皮ひ膚ふの上から撫でて、まだ脱ぬがしていないパンツの裾すそから途と中ちゆうまで、足の形を何度か指で辿たどった。滑なめらかな肌はだの感かん触しよくは、確かに変わらない。

　立ち上がって、今度は首のネクタイを解ほどく。紫は俺を面白そうに見ているだけで、協力する気はないようだった。それで構わなかった。

　大事な儀ぎ式しきのように敬けい虔けんな気持ちで慎しん重ちように丁寧に、紫のネクタイを外す。取り去ったそれは、床ゆかの上に落とした。次はジャケットに手を掛ける。

　包装紙を破り、残すは最後の薄うす紙がみだけだ。白いシャツのボタンに触れると、ふっと微かすかに紫の息が手首にかかる。

「珍めずらしく、真しん剣けんな顔していますね」

「そう？」

「こんなときなのに」

「こんなときだからだよ」

　一つ一つボタンを外すことで、彼を過去と切きり離している気分だった。

　ボタンを最後まで外して、現れた肌は相変わらず白い。そのせいで筋肉や骨の凹おう凸とつはそれほど目立たないが、淡あわい色の尖とがりは真っ先に目を惹ひいた。

　色づいた乳輪の中心はふっくらと丸く上を向き、何層も色を重ねたように濃こくなっている。

　初めて目にしたわけじゃない。今まで二回も抱だいているのに、肌に触れるのに躊躇ためらいを覚えるほど、熱くなっていた。

　肩からシャツを落とすときに、指先が肌に触れると紫は僅わずかに顎あごを引いて、それから堪こらえるように下した唇くちびるを嚙かんだ。じっと見つめていると、黒い瞳が俺に向けられる。

　先程とは違う感情を含んだ目は、しっとりと濡ぬれているようでいてその奥に何もかも見極めようとしているような強い光を孕はらんでいた。

　何を言いたかったのかは、自分でもよく分からない。何も考えずに唇を開いたとき、最初の一言を声にするまえに、紫に唇を塞ふさがれる。

　触れ合っても痛みはなく、あるのはただ柔やわらかく張りのある感触だけだ。

　押し付けて退いて、紫のキスの仕方は以前俺がやってみせた方法そのままだ。

　なのに先程はあんな風に自信を持って俺より上だと言っていたのかと思うと可愛らしくて、口の中を動く舌を思わずきつく吸い上げた。

「っ、あ」

　堪たまらずに唇を離した紫を追い掛ける。

　椅子の背に体を押し付けるようにして、逃にげ場ばをなくしてから傲ごう慢まんに柔らかな口内を貪むさぼった。

　このまま俺以外の方法を知らないままでいればいいと、キスをしながらパンツのベルトを外した。フロントをくつろげると、下生えが目に入る。

　指でそっと撫でると、紫の指が俺のスーツを摑つかんだ。

　名残なごり惜おしくて何度か短いキスを繰くり返してから、唇を離す。パンツを脱がすとようやく紫の全身が目に入る。記憶の中にあるそれと間ま違ちがい探しをしながら、視線を這はわせた。

「あなたは、脱がないんですか？」

「うん、後でね」

　見られて戸と惑まどっている紫に、そう答えてから首に口付けた。

「狡ずるいですね」

　話すと喉のどが震ふるえる。それを唇で感じながら、背中を指でなぞった。

　くすぐったかったのか、紫は僅かに背中を反らす。そうすると鎖さ骨こつが迫せり上がる。骨の丸み、胸骨とのつなぎ目に唇を落とした。

　指の先で引ひっ掛けるように胸の尖りに触れると、目の前の体が大おお袈げ裟さなほど震える。

　奥に押し込むように先端を指の腹で押しながら、もう一方は舌でやさしく愛あい撫ぶした。その度に紫の膝が開き、しばらくしてからはっとしたように閉じる。

「俺以外は、誰だれも知らないんだよね」

「……私の記憶にある限りは、あなただけです」

「この先も、俺だけにしておいて」

「あ」

　掌てのひらで両方の突とつ起きを周辺の肉ごと柔らかく揉もみ込むと、紫から可愛らしい声が上がった。

　もっと聞きたくて、存在を主張するように勃ち上がった場所に唇で触れる。

　唾だ液えきと同じく、それには匂いも味もついていなかった。食事をしないのだから、当たり前なのかもしれないが、だとしたらこれは一体どういう原理で分ぶん泌ぴつされているんだろうと、滲にじんでいる淫いん液えきを舌で舐なめ取る。

「っ」

　途端に息を飲む音が聞こえた。目の前のそれが、頼たよりなく揺ゆれる。色の濃い先端は舐め取ったばかりなのにまた潤うるみ始めて、零こぼれそうになっていた。

　指で亀き頭とうをぬるぬると撫でつけると、びくんと細い腰こしが跳はねる。痴ち態たいに興奮しながら、指を濡らすために先端を弄いじった。それから椅子の座面に隠かくれている奥まった場所に触れる。

「っ、ん」

「気持ち悪い？」

　紫は困ったような顔で目を伏せた。その眦まなじりは赤くなり、吐と息いきは掠かすれている。発情してる姿を見て喉が鳴った。屋上で彼が名乗ったときからは想像できないような表情に煽あおられる。

「気持ち悪くは、ありません。今は、もっと触れて欲しいと思いますし、触れたいとも思っています」

「俺に触れて欲しいって思うの？」

　尋たずねながら、指の腹を穴に擦こすり付けた。周囲の肌とは違う感触を楽しんでいると、ますます紫の頰ほおが紅潮してくる。赤く染まった頰の丸い輪りん郭かくを、唇でなぞる。

「あ」

　高く上がった声を合図にして、内側に触れる。ずるずると飲み込まれていく。戦慄わなないた肉壁へきに、紫が俺の指をどんな風に感じているかを教えられた気がして、唾つばを飲み込む。

　不意に沈丁花の香かおりが鼻先を掠める。儚はかなく瑞みず々みずしい香りは、紫の首の辺りから漂ただよっていた。

　鼻び腔くう一いつ杯ぱいに吸い込むと、吐息が触れてくすぐったかったらしく、紫が「ふ」と息を漏もらした。

「どうして花の匂いがするの？」

「鏡の向こう側にも、花は咲さくんです。こちらの世界とは違って、散ることはありませんが。ずっと、隆盛を誇ほこったまま蜜みつを溜ためて花粉を飛ばし、美しい香りを放ち続けるんです」

　紫は熱の籠こもった吐息の合間に、説明してくれる。

　それを聞いて、なんとなく紫や深紅がお互たがいを求め合わない理由が分かった気がした。

　永遠に変わらないまま、そこに美しく在り続ける物に興味を抱けないのかもしれない。俺が人になったのは変化しない、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな日常に嫌いや気けがさしたせいだったんだろうか。でも、結局こちらでも同じだった。紫に合うまでは。

「ん……っ」

　指が内側の良い部分を掠めると、目の前の膝が揺れた。肉に包まれた指を曲げて、紫の好きな場所を弄ってやると、吐息のリズムが変わる。指を引き抜くと、物足りないようなほっとしたような顔をする。それを見て、絨じゆう毯たんに落ちたままの紫の足首を両方とも摑んで持ち上げた。

　紫は、それが予想外だったのか体勢を崩くずして椅子をずり下がった。気にせずに膝から先をアームに引っ掛けて外側にやってしまうと、紫はあられもない格好でそこを晒さらすはめになる。

「嫌いや、ですっ……、恥はずかしい」

　慌あわてて足を戻もどそうとするのを手で押し止めて、顕あらわになった場所に舌を伸のばす。

　柔らかな肉の隙すき間まに、指を入れて開く。粘ねん膜まくの内側に舌を差し込もうとすると、思いの外激しく抵てい抗こうされた。無視して強引に襞ひだの中に触れると、うねうねとそこが動く。

「嫌……、嫌、です」

　紫はらしくもない頼りない声で拒絶してくるが、穴は時とき折おり吸い付くようにきつくしまる。

　舌と一緒に指を抜き取ると、触れてもいなかった性器から淫液が垂れた。それを音を立てて舐め取ってやりながら、陰いん囊のうを親指の腹で円を描えがくように愛撫する。眼球を瞼まぶたの上から弄ったときと同じく、優しく触れてやると口に含んだままの先端から、粘ねばついた液体が溢あふれた。

「っ、う」

　羞しゆう恥ちに耐たえて背中を反らしたり、頭を振ったり、俺の髪かみを引っ張る紫に、丁寧に快感だけを教え込む。達しそうになる度に焦しよう点てんをずらして、熱を燻くゆらせる。次第に羞恥よりも欲よく望ぼうが勝ってきたのか、指を穴に当てると自ら飲み込むような動作を見せた。

「ふ、ぁ、っ」

　ずうっと、指を付け根まで飲み込ませるのと同時に、性器を根本まで咥くわえてやると紫が身を捩よじる。限界まで膨ふくらんだ雄おすの欲望がはち切れる瞬間を待ち、びくびく震えるのを舌で感じて、促うながすように中に入った指で敏びん感かんな部分を押すように撫でる。

「──………っ」

　その瞬間、紫は腰を突つき出したまま何度か断続的に体を震わせて、白はく濁だくしたものを全て俺の口の中に吐き出した。けれど今までと同様に、何の匂いも味もしない。まだ一度も人になってから食事をしていないせいなのか、それとも今後もそうなのかは分からなかった。

「あ」

　両手で俺の頭を押おし遣やろうとするくせに、引き留めるみたいに爪を立てるから、咥えたままこくりと飲み込む。嚥えん下げする動きすら堪らなかったのか、紫の体が内側に収縮しようとするように、きゅうきゅうと指を締しめ付つけた。

「私一人だけ、ですか」

　見上げると、これ以上ない程頰を赤くして拗すねた眼差しの紫が俺を見下ろしていた。

「まさか」

　パンツのフロントをくつろげて、既すでに痛いほど硬かたくなっているものを取り出す。

　紫は濡れた目でそれを見つめていた。

　近くには二人で座っても余るゆったりしたソファもある。ゲストルームにも主しゆ寝しん室しつにも、キングサイズのベッドが鎮ちん座ざしている。だけど移動する気にはならなかった。自分の服を脱ぐのももどかしい。高い所にいた彼を、俺の次元に引きずり降ろしてしまったように、アームから足を外して、椅子の上から紫を俺の膝の上に降ろす。

　紫の腕が背中に回るのを待ってから、腰を摑んで誘ゆう導どうする。先端が尻しりを掠めると唇から思わず吐息が漏れた。相手の快感を優先していられたのは、そのときまでだった。

　浅い所に欲望を埋うずめた後で、気づけば強引に紫の腰を引き下ろしていた。

「ん、ぁ」

　紫は喉を反らして衝しよう撃げきに耐えた。

「い、ぁっ、んっ」

　手放したら溺おぼれてしまうとでも思っているのか、きつく服を摑まれる。耳の横で上がる声は苦しげでもどこか、喜びを含んでいた。それでもまだ受け入れることに慣れていない体が、怯おびえて強こわ張ばるのを悪いと思いながらも、止めてやれない。けれど手て荒あらく扱あつかっても紫は痛いとも苦しいとも言わず、代わりに甘い声を漏らす。温かく狭せまくて柔らかな肉襞に早くも持って行かれそうになって、奥歯を嚙みしめた。目眩めまいがするほど気持ちがいい。

「っあ、ぁ」

　突き上げる度に甘い声があがる唇を貪り、小さな舌を吸い出す。口の中もびくびくと震えていた。どこもかしこも可愛らしくて、余計に冷静さを失う。これを手放すことなど、きっとこの先できないだろうと思いながら、自身を刻みつけるために深く突き入れる。

「っ……ん」

　一度目は自分でも呆れるほどに呆あつ気けなかった。相手に合わせることも出来ず、耐えることもできずに、狭い穴の隙間を埋めるように自分の種を注いだ。

「私の、なかに……」

「うん。これからは全部、紫の中に出させて」

　そう言って耳に嚙み付くと、腕の中の体がぶるりと揺れる。一度抜き取ると、性的なことに疎うとかった紫が、物欲しげな顔で俺を見つめた。

　先を願うような眼差しを受けて、髪にキスをした後で場所をゲストルームに変えて、俯うつぶせにシーツの上に押し倒たおす。しかし足を曲げさせて、あからさまに男を受け入れるような体勢を取らせると、紫は流石さすがに文句を口にした。

「どうして、恥ずかしい格好ばかり、させるんですか？」

「その方が、気持ちがいいから」

　一度達したことで少しだけ余よ裕ゆうができて、自分が着ていた服に指をかけた。

　紫の姿態を見ながら、一枚一枚自分が着ていた物を脱ぐ。紫はそれを何も言わずに、吐息を震わせながら待っていた。時折視線を揺らせて快感を我が慢まんしようとしている相手に愛しさと劣れつ情じようを覚えながら、先ほど自分が精液を吐き出した穴が震えるのを眺める。

「っ」

　見つめていると紫が泣きそうな声をあげる。シーツに、顔を擦なすり付けながら健気に触れられるのを待っている様に煽られて、再び硬く反りかえる性器に手を添えて中に押し入った。

「ふぅ、あ、あっ」

　待ち望まれていた分、一度目よりも顫せん動どうしている内側は、触れ合っている所から癒ゆ着ちやくしてしまいそうなほどきつく吸い付いてくる。先端から根本までぴっちりと、肉が張り付いてきた。

「本当に、俺に触れて欲しいって思ってるのがよく分かる」

　自うぬ惚ぼれながらも、幸福な気分でそう口にして背中に覆おおい被かぶさる。滑らかな肌にくちづけて、髪の隙間から見える項うなじに唇を這わせた。中に吐き出した精液が潤じゆん滑かつ油になっているが、きつく張り付いた肉は小刻みに揺さ振るだけで、強い摩ま擦さつを生んだ。

「あっ、ぁ」

　自分の腕でどうにか二人分の重さを支えようとしている紫に、体重をかける。

　途端に伸びていた腕はぐにゃりと曲がって、胸をシーツに付けてしまう。

「紫」

　そのままじゃ動けないので、腕を起こす。伏せたままの体に、打ち付けるように腰を使うと、卑ひ猥わいな音に混じって「あ」「あ」と艶つややかな声が途と切ぎれ途切れに聞こえる。

　子供の頃ころ、俺をあやしてくれていた人とは違うと分かっているのに、どうしても優しげな眼差しや俺を窘たしなめた声を思いだして背徳感に背中が震えた。

「俺の元に来てくれたのが、お前で良かった」

　紛まぎれもない本心を口にすると、泣きそうな顔で俺を振り返った紫がキスを誘さそうために唇を開いた。合わせても、痛みはない。それを確かめたくて何度も何度も唇を合わせる。　>>>♥

「分かった、気がします」

　不意に、紫がそう言った。

「何が、分かったの？」

「以前、私があなたに聞いたでしょう？　何故なぜ、キスをするのか。その理由が、分かった気がします」

　熱を孕み、潤んだ目で紫が俺を見つめて「恋しいからキスがしたくなる」と掠れた声で言った。

「繫がってるのに、まだ足りないと思うなんて、私は浅ましいですね」

　言葉にされた途端、恋しいという気持ちが俺の中でも膨らむ。

　二度目は優しくするつもりだったけれど、紫のせいでできなくなった。

「っ、ぁ、ぅ」

　それでもせめて一緒に達したくて、下か肢しに手を伸ばす。シーツの隙間で張はり詰つめていた場所は、俺の手が触れるだけで達してしまいそうだった。終わりが迫り、紫が自分でも腰を動かし始める。それが堪らなくいやらしい。

「んん……っ」

　真っ赤になった耳を見ていると、不意にその顔がこちらに向けられる。

「きもちいい、です」

　わざわざそんな事を言ってくれるのは、以前俺が訂てい正せいさせたせいだろう。

　恥ずかしそうに伏せられた瞼まぶたにキスをすると「いい」ともう一度掠れた声が聞こえる。

「ん、俺もいい。穴の中も、死神だった頃と、何にも、変わらないね」

「っ、そういうことは、言わないでください」

　一層きつく締めつけられて、呻うめき声が漏れた。体の中はとろとろに溶とけて、深い場所を突くたびに紫が壊こわれた楽器のように声を上げる。

　お互いに限界が近づいたのを感じて、どちらともなく唇を合わせた。

　絶頂の瞬間は、殆ほとんど一緒だった。

「あ──……、あ」

　くぐもった声を出して、びくびくと震えながら紫が俺の掌の中に吐きだし、俺は一度目と同じように最さい奥おうに注ぎ込んだ。すると不意に紫が瞼を伏せて、ぼろぼろと泣きだす。

「どうしたの？　痛かった？」

「違います。どうして、涙なみだがでるのか、私にもよく分かりません」

　眦まなじりを濡らすそれを掬すくい取るように唇を眦に這わせて、死神は泣けないという話を思い出す。

　俺と一緒にいるために人になった紫を、せめて幸せにしようと密かに誓ちかいながらその涙の軌き跡せきにキスをする。

「これからは私以外の誰かと、キスをしては駄だ目めですよ」

「分かってる」

　今まで誰かに執しゆう着ちやくなんて覚えなかった。子供の頃に、懐なついていた彼が目の前で死んだ事がトラウマになっていたんだろう。それこそ彼のことを全て忘れ、罪悪感で悪夢を見るほどに。

　誰にも何にも執着を覚えない分、誰かに執着されるのも嫌きらいだった。だけど紫から独どく占せん欲よくを向けられるのは、少しも不快でないどころか、むしろ嬉うれしいとすら感じる。

「それ以上の行こう為いもです」

　尤もつとも、ここまで信用されていないのは、少し哀かなしいけれど。だけど信しん頼らいはこれから先時間をかけて高めていけばいい。俺はもう彼を手放す気はないんだから。

「心配なら、死ぬまで見張っててよ」

　いつ死ぬかは分からないけれど、やっぱり最後の瞬間は、こうやってキスをしていたいと、まだいやらしく下半身で繫がったままその唇を貪った。

「私がいないと死んでしまうというなら、傍そばにいないわけにはいきません。一生、あなたの傍にいます。もともとそのために私は人になったんですから」

　柔らかな唇を散々貪った後で解放すると、紫は優やさしく微笑んで俺の頰を撫でながらそう口にした。

　熱ねつ烈れつな告白を聞いたせいか、白い指が触れるだけで初うぶな子供のように頰が熱を持って熱くなる。

　あの日、ホテルの屋上に現れた黒衣の死神は、俺の命を奪うばわなかった代わりに、心を全て残らず奪っていったのだと、そのときになってようやく気づいた。










　待ち望んでいた開演ブザー、赤い緞どん帳ちようが捲めくれ上がっていくのを見守る胸の高鳴り。

　何か楽しい事が始まるという期待を、傍かたわらに眠ねむる紫の夜色の髪が朝日に照らされるのを見て感じた。指先で柔らかな肌を撫でながら睫まつげに縁ふち取どられた瞳が開くのを、蕾つぼみが開く瞬間を見守るように待つ。

　きっとそんな幸福な気分を、夜が明ける度たびに嚙みしめながら生きていくんだろう。

　彼か俺が、鼓こ動どうを止めるその日まで。







　あとがき







　こんにちは、成宮ゆりです。

　この度は拙せつ作さく『死神のキスは癖くせになる』を選んで頂けて、とても嬉うれしいです。







　魂たましいを狩かられてもいいと思えるほど美び麗れいな死神を描かいて下さった桜さくら城ぎやや先生、今回も格好いい二人をありがとうございました。

　死神もさることながら、主人公も大変男前で見ているだけで口元が弛ゆるんでしまいます。

　どの挿さし絵えも素敵ですが、特に浜はま辺べのシーンが好きです。いっそ砂（貝でもいい）になって近くで見守りたいです。また、脇わき役やくの深紅も魅み力りよく的に描びよう写しやして頂けて幸せです。

　大変ご多た忙ぼうのところ、垂すい涎ぜん必至なイラストを描いて頂き、とても感謝しております。







　本作のテーマは「死神とキス」です。

　タイトルからのネタバレ具合は、作中に出てくるエピソードとリンクしているのですが、本作で泣いたのは全米ではなく、全校正士だと思われます。担当様に至っては号泣されているのではないだろうか、と内省しながらも差さし替かえ原げん稿こうを送らせて頂きました（基本的に誤字脱だつ字じや文脈の整合性を合わせる校正時に、頁ぺーじを丸ごと入れ替える極ごく悪あく行こう為い）。

　お前が死神に連れ去られろ、と関係者の皆みな様さまに思われている気がします。本当にすみませんでした。

　さて肝かん心じんの内容ですが、いきなり「お前は（本来なら）もう死んでいる」的なことを言われた側の主人公と、言った側の死神が、キスを重ねる度たびに心を通わせていく話です。

　当初設定をかなり作り込んでいたのですが、紫むらさきが「あなた方の概がい念ねんでは理解できない」と色々な説明を放ほう棄きした上に、恩田がその辺りを深く追つい及きゆうしなかったことで、活いかせなかった詳しよう細さいが多々あります。面めん倒どう臭くさがりな二人は今後も仕事はほどほどに、悪夢のない心地ここちよい眠ねむりを共有しながら、自由で満ち足りた日々を送るのではないかと想像しております。

　恩田は今後も才能を生かして仕事をしていくとして、紫がどんな職業に就つくのかは分かりませんが、個人的には元死神の葬そう儀ぎ社スタッフや元死神の保育士に萌もえを感じております。

　尤もつとも、恩田が社長特権を行使して紫を雇やとい入れ、四六時中自分の手元に置いておきそうな気もしております。その場合は早い段階で、秘書と打ち解けられそうです。







　そんな二人の今後に対する妄もう想そうはさておき担当様、前作で「校正時に直したくなる病が寛かん解かいに向かっている」と言っていたのに、いきなり重じゆう篤とく化していて申し訳ありません。弁解の余地も御ご座ざいません。〝湯上がりに足の小指を全速力で角にぶつける呪のろい〟と〝ニシハイイロペリカンに突つつかれて目が覚める呪い〟、〝自動ドアに関知して貰もらえない呪い〟を自らにかけておきます。

　誠にご迷めい惑わくをお掛かけしました。再び同じ過あやまちを犯おかさないように、努力致いたします。

　罵ば倒とうされても仕方がないのに快く許してくださり、ありがとうございました。







　最後になりましたが、読者の皆様。

　人生に退たい屈くつしている青年と常識に欠けている死神が主役の今作は如何いかがでしたでしょうか。

　初めての恋こいに浮うかれて子供っぽくなっていく恩田と、彼と係かかわることによって自分の裡うちに芽生えた感情に戸と惑まどう紫の様子を少しでも楽しんで頂けたら幸いです。

　いつも季節のお手紙やお葉書をありがとうございます。

　感想や御意見は大切に読ませて頂いております。心のフェーヴです。




　それではまた皆様にお会いできる事を祈いのって。




　平成二十五年四月


成 宮　ゆ り　　
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